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発 刊 の 滞

､LLlb).ではど承知のとおり､指や汽及をn的とした印刷物として止水試

)｣軸を先考7しているが､今回それとは別に､＼1糊nがrh施 した試験研究

および調裾の詳細にわたる潮告頬をとりまとy)て ｢北柏jLenl//k柁試験JiT.

細dr.-｣ を確守{することにしたO

A､;rFはその節IT;で､々碑は勺HTl1-2回発行するγLEであるn

昭和25咋4月に｣ヒ軸in水好一試験tl),の織構改FLl,Jが'fJわれたが (同LLllTlili分

は水柘庁IL海退区水稚研死所.iEITL'l邦分は｣ヒ梅iEh■7水搾試験W.)､それ

以前には国ゾト 道rLll職Llの淡緋経常を余せて伯叔 した､ ｢北梅道水J,nlJ:試

験場研究報告｣(t～8弓･)があるが､木TtFは前記のTJi情から7年名を改

め.ここに那 1号より逐1-日するわけである0

本=r]Rが｣ヒ水試J=]糾とともに､)i).Elの努力と関係者のご摺助により､ま

すます内容の充rRを計り､)VT界にru状するよう念願する次芽亡である｡

Iql卸 38/･F-3 )i

｣ヒ縦か117水椛試射.lHiS 内 橋 潔



棟

生

島

元

中

元

内

若

小

田

日

田

北 海 道 立 水 産 試 験 場 報 告

第 1 号

目 次

潔 発 刊 の 川

∴ :Li

芸 )

7Iホーツ'/海相刑戒の海況について 121

7kFr;物の航温貯儀に関する研究 (lIr)

p-淡による淡解放肉の変'fi (l)

馨 水純物の低温貯蔵に関する研究 (IV)

山内の過冷却貯蔵について (l)

.-E こ 1..: ミミ

LS= ≡ ㌔ i'-.1ミ

奥 田 行 雄

竹 谷 弘

金 兼 吉

i
i
ー

ノ

彦雄助男次
夫典次

久

照

行

蕎

辛

邦

勝

邦

宜

簾

田

谷

川

川

藤

村

川

佐

奥

西

枯

北

首

中

石

水戸mlurlr.のカビに関する研究

印 1剛 イカ蛸T,rA望11域における釈Fカビの帖1抑(LJ饗化

水yl.I,QE帖のカビにr娼する研究

耶2判1 イカの煉雪空品にイJElせるカビに対する

調味料の影坪について

イカPJll品の熱逝T.柁巾における各稗燐轍脱慰lの利m

節3珊 イカ調味乾晶の製法について ･

水酷熱品より分別せるカビの押掛 こ捌する研究

第 1軸 イカ畑弛恥品について

吏lJJJにおけるスウtrA/タラ塩乾品熱造過梓の

焚Ti防JHこr氾する試験･

水産動物内の斬讃分節
.̀キ味について

1

1.i

2n

26

･33

･43

61

73

88



オ ホー ツ ク海 南 西 域 の海 況 に つ いて (2)

)i- 生 允 ･小 島 伊 紙

OlltheOceanographicCondltlOnSh theSoutl1-Western

RcgionoftheOkll,tSk Sea (幻

MakotoNAKAOandIoriKojIMA

ScasonalvariaLl0nSOEthetemlXratllrealldthechlorlnLt)rlJltheSouth-Wester■lRegio■loEthe

UkholskSeawerestudiedonthebasISOldataoEthe o托anOgraphlC ObservatlO■15lntheperid

txtween19)2andl961.TheconcLusLOnSObta)nedareasroHows.

L) Tem JXratureOttheS∂yaWarmCurTenLLnthesurfacecomes1018●CInAugust,that)I)
lht:50m la)erto12oC,aridlnthel00 m to7SICLrlSeptember.OccaslOna‖y,themaxlmum Va)uc
olthesecomest1pt02ドC.16oC,13oCH1eachLayerresJXCtlVely

2) Ch)orlnltyoftheS6ya WarmCurrentlSabout18.6-I88'm dllrlngthewholeyear,aJld

IL写mlnlmumChloTlnltylnthesurfaceappearslr)June

3) lnJulytoSeptemberthetemI光fahJreOftheMIXedWaterlnthesurEaceLSratherlower

thaI10ftheOkhotskColdWater

4) TempeEatureoftheOkhotskColdWaterlnthesurfacereacJleSnearthevaJueoltheSGya

lVaTmCllrrentlnJulytoAtlgVSt,Whl)ethatlnthe1001n layerlSbelowo.2●CdurltlgtlleWholc

year･

5) Dur.ng theVoleyeartheNorth-Easter･l AreasoqSamltJtSuarLdEsashL(St8,13,14)

arcoccupledbytheOkhotskColdWater,aE)dthechlonnltleSinthesurfacearetdow 18.臥

Ⅰ ま え が さ

)ヽ 7)
人海城における十年竹な海況を述べた報告は纏めて少Ij:く,戦後においては松前が)引出の観測鼓料から

～;三本岬止解放上の柑 抜虻 30'ずつのます臼とと(5つ)に黙年平均他を求めているにすぎない｡従ってある

時期に触刺を実施しても,たまたま伺一時期に失施した年とは比較できても,平年に比べてどうなのか,1
)I

ilこ劇まどうなのかまったくィ､桝といっても過rl.でない状態である｡竹省13:どは先に'58年の械測資料を上に

して本海域における梅況 椴の時期的推移の概況を述べたので,この報告は廟めてホ十分ながら平年的Ij湖
北の概要を把也するという止みで執J8したもので,々 後納丑を重ねることによって,さらに修止換対される

べきものである｡.ホ海Lgは地軸挑に比し観測資料が少Ij.く,かつ測点間隔,槻測項目が年.時期によって米

なるので,この報告で川いた資料は,Ⅲについては'48年～'6L坪までに当i,函館海洋気泉台 (海洋速報),海

l保安Tl･水路部 (水路生稚,-･門海洋横軸)で光施したもののうち水温,塩煮出を淵足したもの,lIについ

てはヒ,,出のもののはか,水温だけ観測したもの.および'】2-.42年の当機水盛胡丘報告,海洋讃査JJ軸に

.i亡収の1.のである｡

木d'Lに先立ち終始こ'#61をいただいた小 i々鰍又部L',此びにイJiSな助(.をいただいた茄子川抵触に甜越の

用意をよする｡



u 水洗別,各Ji別幸市変化

問題と㌻る対父娘咽を･7fL回のように知LA=lfl北操以臥 46oN浪以南軸比にLg切り, 3つの鹿本的水塊

q )45' l●一' 47Il一r46●

ノ･雷,戯 S sd 劫a T_ aS 一三一

重 量 0.滝JI式i 点t一十 J.£宮A >Jk%1..I -/,2,̂i後 司 I､二三

第 1回 .N.1 鹿 範 l桐

a)hi別 (0,50,loom)のhiili状態がr]ことにどのようになり,どのように変化しているか,また水塊の

分痛がどのような範組にわたっているかを眺めてみる.節2回は,このような軌点から得られた分科をプロ

ットして･その外汝を蛤んで廟いたものであるOまた那 1歳lこは色別･水塊別･各月別の平均水温帆 並び
に.l'均塩菜故をかかげたが,M水塊の50,IOOJTlkiが11いのは,前轍で既述したように粗雑7'i月並状慾を

'Jミし,平均胎を求めても患叶がないからである｡以 卜月別に水塊の居並,分布状カなどについてnNl(鋭明
を加える｡

4月 (中 ･下旬) .こtJ)的耕u)lV水嶋 】0

はまだ銭めて方95で,',J;谷岬IJitfか,

ごく沿岸一城に限られて1faL,2の lEgl
のように鹿瀬,50m居ともほとんど同

じ唯雌の低いを′】ミし,鉛l銘批合が盛んに 5

行litわれていることを物持っている｡C

水塊の益軒IL均他が趨めて低地を示す

のは海氷の融解によるものであり,ヲon

岩塩滋菜の巾がILL)のは,本来Crn水

系 (巾冷水)としての性町のものと,嗣

畔の晩秋に到来した C'S水系に彰苛さ

れているものとが7Jltとしているためであ

ろう｡

t̂水塊の50,100Tn掛 こはW,L系,

Cltl水系のものがlj止し,そのためki血

ー1-I

一0 ･､､､ ′′勾

-I ,/,'多 / /

'3 71 175 1&0 185 19D

第 2包 水塊別,各ti別居吏状態

2の lr司 4Jl



状価がtk鰍 こなってL･り,この碗fHは古

)lとも同じ帆tiJである｡

5月 この時期のJlki平均帆を舶Jj

に対比させてみると,ll温 の蚊 合はM
(3.5.C)>C (3.C)>W (19oC)の

伽であり,一九 4-水虫はCノ水塊だけか

ILJNと11っている｡Wノ水塊の50m眉の他

は4J｣と同株にiZ居とほぼ同じ総帥こ存 5

在し,また 100m月引こはまだW水塊が謎

められない｡Cノ大塊の50,】00m旭は,

紋燦ではあるがrtL-温 ･liq'N化し,とく

に4月の50m膚にみられた180%o以 卜 0
の低NJkはすでに存在しない (ただL/,;三

木岬北方450-36'N,)430Eでl.53oC, rr

I7.8%Vを′Jけ 記iiが 1例ある)O

6月 畦地勢)Jが強まって くるこの

時恥 乙は,前月まで見られなかった 100

m憎にもW水塊が認められる｡その勘所

はTf深紋がもっとも沿Jiiに接近している

偲耽即一郎弔押付並であって,しかもそ

nより北曲のむしろ',iく谷暖紙の批入日に 10

)Lfい硬流域には認められないO このこと

は能収卿より｣ヒ内城ではW水塊の紙巾が

100m以汲水域におよはないことを意味

している｡

W水塊のよ地盤誠比を他の川こくらペ

ると股低を小しているが,これは触′'_=こ

よる陸水03彩層と考えられ,庵めてrL;】N

であった'58年の資料 (W水塊の軌点数

13)をのぞくと郡 l滋の ( )でホした

ようにさらに低Atとなり,平年的Ij:他と

してはこの方が確からしい｡

また前月までC水塊よりrtb瀧 であった

M水塊の讃届水は,この月ではむしろぷ

千位日となり.低温水襟が生成しだした

ことを暇'J(しているO

2の2図 5)J

5 18.0 185 ユ90

2のBEE] 6月



7月,8月 :7Jjの各水塊のぷAJ平均

水温世を1m)]に対比 させてみるとC
(6.2.C)> M (5デC)> W (4.2OC)

と高温化し,その頼位は5JIJと児なる｡

そしてC水塊とW水塊の､t'･均的にはほと

んと題がlj:くなるが,M水塊は低温水･:拝
の鬼ikにともないC水塊との,範が前ノJよ

り大きくなる｡

またW水塊の50mkH'均水鮎は2.8℃ 10

もFl;川 より日払している｡8J=こなると

ぷM水温は各水塊とも瓜II.11の仏を小し,

W,C水塊とも2loCにおよぷことがある｡

M水代とC水塊との鬼 も2.2ccと最高 5

で,このことは伐汲水将の先述がこの月

で,もっとも旺盛IJことを′Jミしている-
I)

粁』はち8年の板測染料からオホーツ

ク海冷水域におけるRti水が抵Mであっ

たと報告しているが,このことはC水塊

のii楢平均塩瀬hiが17.76%Oとfl7)後のJJ

にくらべかなり低Nであることから一般

rr'J傾向とみて遺文えないであろう｡

またW水塊のヰ均水鮎がJHこより変化

するのは100mJ肖付近までで,200m以裸

Mrになるとほとんど変化 しないようで

ある｡C水塊の50,aOOmld平均水温は

前後の鵬連からみて)llt低温のように思

われる｡

覗

L当与にかなり低乱であった'57畔の資 15

料 (測点数6)をのぞくと く )内のよ

うになり,平年的なtaとしては,このJ7-

が妥当であろう｡
10

】90



9月～11月 ･各水塊ともilki水は淋次

降温し,10月になると6月と同様にM a)

水塊とC水塊の平均水温にはほとんど差

がなくなり.1り｣ではC水塊のガが低温

となる｡

また10月のC水塊の&増水がかlitり;ii 15

叫であるのは,すでに述べたように新た

な拍水 (C'S水糸)が到火するまえぶれ

杏/JlL,llJlではさらに勤B･になる｡こ

れが下Aiになると,W水塊では9月が赦

[･,.Sの帆で,I1Jlまで拍1の応温l腿 が持

托される｡

jl'C水塊の50mhiの他は10)j以降に

13ると,帆)ほ でとはかなりその範囲を

矧こし,It:d温化しながら怯朗となり,辛

均帆にもその帆こ,Jが顕著に''謎められる

以上 100mbiまでlこついて月別に変化

状態を述べたが,それより以裸 絹は,

2の9区lに′J-1すように,200m増までは

各水塊別に棉当の点火が謎められるが,

400m以深層になるとはは同一の他で佐

野にほとんど変化がないようであるO

Cl 175 180 185

2の6既 9月

Cl 175 180 18,5 190

2の7図 10Jl



2Ll)8F司 lりl

第 1表 水塊別
＼iT.0-読.50"-店｡苫oom㌔..5.3418805.38I883-(9)(!)5月7･2518･67612818174｣1聖上王)3.7218.68

H )RS llJr)

2の9E月 200-bOO､k群

帆

均+刺¥各C水塊,.omhic,.lT.50mhic.T7石o甲乙M 水 塊om由lT.Cl
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Ⅰ事Ⅰ 地域別の水温,塩素tの季節変化

前項では水塊別に各店がどのように変化するかを述べたが,ここでは水域別lこどのように変化するかを眺

めることにするO那 3鼠は節 目盟に不した水域ごとに史料をプロットして作鼠したもののうちのいくつかで

ある｡

宗谷曝流域 (距岸10浬付近以内海区)

I,宗谷岬～枝幸沖5也付近 (3の1回) 20

の成層をみると,8月下旬ころ水温が最

rHJを/バし,塩素虫は4月F句まで年変化 15
が人きく,それ以後になると,ほぼ一定

のW水系に占められる｡しかしこれが紋

別以南海区になると,大判ま高Bt水であ 10

るが.沿岸水のため.かなりの鵬舶/Kを7l､

す協合もあり･このような傾向】は】OTLP_什 5

)止水城(st2,5,]6,22)の点屑でも
趨められるC.

砿払～柁†沖10挫付近(st･5,10)の50

m胤こなると,9月中旬ころに水温の峰

があるが,変化の巾は】0-16oCとJLく

)J',塩瀬出をみると11月以降はff料がな

くてノNyJであるが,少くとも4-lo月舌

では186-18.9560を示す7tL朗水となっ

ている｡

10月卜旬～lけL卜旬ころにIj:ると地政

沖以南海佐の点満水はC'S水系の到来に 18.0

ril来して急激に陣糾し,このよう11偵向

は代車～紋別沖の20-30浬付近にも認め

られ,この水系の流域に相当することを cl
意味しているt,

雄武～紋別沖】Oit糾､J.近 (st16,22)
の50m柄 (うの2tEl)では追払一枚孝沖

A st.I
' st4

o sL9

.ヽt
E

/ +.h.

* ～L
■■●

,･'.･･!･:'･1.･..
o′ o

eLlo ･I.
OIo

ヽ･ ■ LL A' 1'.I
:二･∴叫･-t.･ll･l･･ニ●iT'.～'p

●ヽ

第 3図 水温,塩東泉の季節変化 (水域別)

3の 1図 0米層

と同様に水温の峰は9月中旬ころにあるが,水温,塩発見とも若1二低目となっているC

能収岬付近 (st･27)は6-日月,針盟沖 (st31,32)では6-9月にW水塊となり,表層は0-21oC
ITと変化し,以北海区にくらべて季節焚化が大きいDまた6jH l旬～10月中旬における表層塩架塩は18.6%O

的後に中心があり,宗谷岬沖から南に位挺するにつれて漸次低以となり,知抹岬付近 (st35)では8月と

9月にのみW水系の他糾/A(186%o前後以上)が認められる｡これが下層 (st.28,32,35)になると9月

-ドイ･Jころ最高の水温他をン六し,50m屑で)6.C,一oom屑で13oCにも逮することがあるし,また6-10月の塩

滋もとはⅠ86-)88Tioの捌 uで滋眉より岩1-r.:hM である (3の3阻参il.弔)O

距岸20-30浬付近水域 一本海域はMノ水塊かC水塊が存在する水城である0

校や-紋別沖20挫イ･HLI(st･1L 17,23)は低温水･.dTに相当するためJlhilこついてみると3の4回からも分



.J .).i..

3の2図 50米ki
るように18DC以Lに漣することはなくそれ
より沖合の25-30蝕IJjtE水城 (stl2,L8,

24)より見李では,むしろ低温となる軸城で

ある｡塩菜延ではriTJ省の21)狸付近はliL 低N

水が措そうする水城で,後者は18.2‰fr以下

の低bi水域となっている｡これが ｢h削こなる

と水溢,塩素出とも一定の傾仙 ま認められな

いが,20姓什凪 こおける5-10ノ｣の50m帆ま

4-7oC,185-18.8%0,100m楢では3-
7やC,18.6-18.8%Oの織機に観測Il佃i多 い ｡

-方25-30il糾r近にllると50m吊で7～C以 卜

100m屑で5oC以 Fの範ui]で各月とb畔変動

が大きく極めて分散的である｡

大和LtE南 部 (st29),糾Bl沖30挫 fJ)1

(st33)は6月以降概ねM水楓にしめられ

ri屑平均水温を ｢話d25-30浬付近水城のそれ

と比較してみると5)｣までは)'.1低EI,6Jj
以降はjf･日.い｣の他となっており (節2ム参

3の3回 100米JFr
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照),また塩果訳は20叩付近水城 (sI.ll
l7,23)と同じような傾rTl】で,7-9Jlには

]86-18.8‰が記録される高群な咋もある｡

これが下Mでは8-10ノ｣の水温は50m用で

]0'C以上,100m用で7°C以上におよぶこと

があり,t支†-税別沖2ラー30糾 す近にくらペ
て一肘 ニr-:tJ犯である ()の5円唇BL!)C

沖合水域 Iitir化噸沖 (st.8.13,]41

1よ肝ね臣節を姐して,雌式～紋別汁 (st20.

26)は8)ほ で,人Vl唯小lJ上布(st301i;

よぴ1･lFtI.1ヒ叶5071IILJ'll(st･3J)は 7Jlま

で,それぞれCJkJ魁こしめられ,他の 牢肺は

M水畑とfj:る水城である このことから,/J]L
Jj･仰沖からIXIrxJヒトする',;三木柁淡の影野を巧
けるのは雌jt:｣ヒ･LiiLlr(st20)までであるこ

とが介るoiJT･･'て泊J'r湖 とは逆に.lb-に化献

するにつれて一般に吊J削,右肘で,仰】えは肝式

a)

59

/to
5

190

9876Til.4-
月

i
H ●●

●■
･三IA:･L'

10 11 12

10

5

n
T

19.0

･ '･A 'ilih･/.1

月 4 5 6 7 8 9 10

･,･･Lt'l:I･●.I､ l 三･
.･1:･. ●l

3の6円 50米桝

)の5岡 50米桝

～紋別此rff沖 (st20,26)の JIlR凡tA対ロを
IH｣ヒ鹿沖 (st･8,13,)4)のそれと比托
してみても,前Eでは10-1りHI.仙こ184r.V.

におよぷことがあっても,後Bでは各fJをjii)

してつの7回のように180%台以下と11って

いる しかしこのような帳向は50m■ほ でで

.l'つて, 100m軌こなると3の8国のように

はとんと差鞍がなくJj.り2oC以下の水温範関

とtJ-ら

以 r水城別にどのように変動するかを粍略

眺めた力.水城をかなり/ト範uflにとってもrI

朋では一般的な傾向は分る机 年変動が大き

くLト年他を求めるには無理がある Ij:も.左

折′L'_iuにもいても.それなりの牛糞動がある
し,水城によって下軌こよって特利敬も遭う

し.槻淵iFも必ずしも一定でId-いたy),fEし

い､I′咋1Lll有水y)ることは川建であるが,現F{L



月 4 5 6 7 8 9 10 11 12

うの7図 0米同

st20 st.26

st30 S134

月 4 e7
0I98765

<4r
.,I.,･it./,･ry:.'･irl･Y･･':1･ A;･ト
JT
●ヽ ■

3の8図 100米屑

肺で-1t:の佃を推定することも必要と考え節
2表にかかげた｡この求め方は識揃的,主観

的ではあるが,変動傾向と水温他のちらぼり

から,その巾央付近をフリーノ､ソドで結び大

略のttL'とした｡

IV む す ぴ

J)1トかh-ツタ梅南仲城 において'12-

'61年の周に実施された梅Tf･概側角料を ま

ず T-Clダイヤグラムを川いて水塊分析し.

それぞれの水塊が時期別,冬用別にはどのよ

うになっているか,また水域別にはどのよう

Ij:変動をしているか,という槻点から紫現し

た｡その結果を要約すると次のようになる｡

Lll瑞谷暖流水塊(W)の'･FrFtJにおける平

均水温仰の最高は表層で18oC(8月),50m

屑で】2.OoC(9月),100m吊で7.8.C(9JJ)

であるが,年 によってそれぞれ2loC,16oC.

げCに退することがある｡また塩果樹ま時月l
によって,各A判こよって若干異なるが概ね

Ⅰ8.6-188%Oの範囲で6月の表層塩菜i託が厳

低をホすのは触FTiによる陸水の影野を受ける

ためである｡

(2)M水塊の水城には低温水′器が/ヒ成す

るため7-9月の滋屑水温はC水塊のそれよ

りむしろ低くなる｡また下層はW水系,cm
水系が存在し,眉Tr(状態が複雑であるD

L3】C水塊の点居平均水温は7-8川こ

なると,W水塊のそれとほとんど同じ榊を′J､
し,50m月平均fdLは911までは漸次高温lHi糾

化するが,10)JRJ降になると急激に高温,帆

頼化する｡また 100m桝では年朋を｣通して

02oC以下である｡

(41知株岬沖からbL転｣ヒL_する',iL谷暗紙

の影管を受けるのは,雄武北淡50-607酎hT丘
(st20)までであって,磁払～杵や｣ヒ東沖

40-607甲付近 (st.8.13.14)では.年目り

を過して概ねC水嶋にLd)られ&吊塩瀬Glも

仲間18.0%允以下である､,

(5)200m摘までは各水場別の･l物 納.

ルぴにその範伊剛こ佃ulの 巨̂ブ冬がLJJtめ られる

那,400m以探R引こなるとはば 均一になる.､

(6) Jk城別の表岡水温平咋仲を.窄勅的



第 2表 表 層 平 年 水 温 推 定 旭

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10
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PJとちらはりから概略を求め,第2滋にかかげた
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水 産 物 の 低 温 貯 蔵 に 関 す る 研 究 (Ⅲ)

解 凍 に よ る凍 結 魚 肉 の変 質 (日

日 )-L: 濯 ･H lll l'f

Stud.e3 0･-ドreezmgand Rerrigerarionor 八lari･-eProl1uctS(Ⅲ)

1)enattlrabOnOrmLISCkproteilldunng

tlerro如ngoH ro'/ertrish日)

KaoruTAMOTOandSyhuTANAKA

TheauthorshavestudledontheInfluenceofvarlOuSdelrostlngCOndltLOnSllPOnthedenaturatlOn

ofsaltprotelllextractedfrom AlaskaPollack andCod meat durlngdefrstlng andsubsequent

storage

TtlCSampleswerefrozenat-25oC,storedat 20oC.

1) DeErostlngat18-C-2DoClnallto,atXlut5hours(LnCOmPletcdefrostlng)causesnocosl-

derablelossolactomyoslnSOlublltty,blltdurlngCOntlnllCd storagetheactomyoslnlSdenElturCd

raptdly

2) TheaCtOmyOSlr)extractedbybrlnelrom flShstoredforlongPreSerVatlOnlSdenatumted

rapldlydurlngdeflostlngandsl一bseql一entStoragethanlnthecaseolshortpreservatlon,Ill-dthe

ratesofactomyos)ndenatlJrat)OnlSgreaterthanlnttle)altercase

3) Whende†rostlnglernI光raturelSIncreased,theactoTTlyOSlnbecoITleSlessandlesssolubleln

saltsoluttonandtherelSdecreasetllelrtn-Kamatx)kol7forrnlngablllIyfromdefrostedmeal

抽 書

LIL脚 まね'仰j軌 こよ1て.おおむねその風味,'X美価帆をlLlすることなく.新主flil失態で貯蔵されるが.(;7

歳保相集f'tの如仙こよ1ては筋内軸軌 こ物理化学的変化を一iえ内乍†か変T;する 凍絵魚肉を利用す る蕨 に
は,lpJらかの力決で.もとのLl:鮮状態に戻す稚作が必要で.このM作は群銀あるいは書解といわれる｡

解凍およびその後の保存によって魚脚 ま物理的.化学的に様々の変化が'I:じ.群雄灸件によって群雄綾

の内野に向偶がft:.することが知られている.物理的な変化は,tとしてドリップの両から研究がなされてい
l)))D +)
る,,

5) l)
.LLL内代付けの化17lfJIs変 化については,N.kkLlaらのニVソ内の Myoslnの変化.'77疎らのコイ内の

7)
Myos･T･･ATPIATPase活性の変化,tFIFl.らのマグロ内の変色に関する研究がある｡

柚括 札内をねり穀Eyn巧と科として使IFlする甥令に.解凍炎件,解凍後の柁rF条件によ1て,ねl)私法の拙

(7位に鵬連のある似内の Myosin系毎船佐訳El竹が,どのようfj:変化を/暮するか,またllrl搾製品の..V.常にど

のような形YFを11えるかについての研究は少い

'FE打らは.Iヒ軸芯で多推されるスケトウダラ.タラ,ホッケなどの桝出帆内をねり}1,51,時i柑こ利川する研'RL.A

冬掛 ナてきたが.これらの桝中仙内を使ITlする作に,どのよう11粂Hで解補伏川したならは泉も良rtHiを≦
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凪が和られるかを知るHlrJで,スケトウダラ,マタラを川いて研究した緋ui,)■日 の'Jll比を守rjl=ので傾幣す
る｡

この研究に'LW と助)Jをいただいた神谷,武田両技師にお礼巾し卜けるo

試 食 方 法

1. 杖 料

化しUtlはオホーツクWli椎のスケ トクyヲと,タラで鮒延は]̀と叶I.Ltものを用いた

2. 測 定 法
■1

1) 瓜桁件-N,Aclomyosln-N,3m .,3･lり),ペうりのL旅さl揃1梢のj血り行った0
2) 州ノ)測延のための試料の製法

脈桃内をチヨノバ一にかけた後に,乳鉢でIfnF,tり2分,食粘 3知,継粉8%を蘇加して5flFlU州1VLL

して内相を作り,ポリエチL/ソ縦にLR)P,に/dみ. 部は叫りの測定に,-確 は85-90oCに30～川iJ.花
熟 して帥)J測定にITlいた｡

試牧結果および考察

1. 解凍による塩溶性愛白jtの変化

搬めて郎腔の良好な (跳ilI_の終了FLJ7I)スケ トクyヲをラクソドの状態で 1Ckgずつ-25DCで/#射し,グレ

ーズを行った後-20.Cで凍鼓 し,嫌裁 1ll, 1,2,5,9i那qRにそれぞれ取山し, 3-5kgの/鵬 l,プ

ロyクに分けて,ポリエチレソ矧 こ包み,一部を18-20oCの室温で,一部を砕氷rTlで解祉したO

嫌枯小,解純的後,解凍後の放置時間ことの肪内を5% NaCl抽tlrl液 (I-3oC)で41lllHL,荊内の輔榊

佐一N,Actomyosln-Niltの時間的な変化をみた｡測定は同 一魚体の筋肉をJIJいた｡
18-20oCで解凍した区分は仇仏払iがブラスにE二外するのに4-5時F,uかかり,郡 l表,耶 1-2同に小し
た時間は肉温がブラスになってからの放置時Ftilである｡ただし砕氷巾で解娘 したl)(分は氷申にlfx開してから

の時間であり,18-20oCで解漉した15(分の20時F7Tl時に附'L'1する｡

続架を節 1講三,叩 1-2岡に7!､したO

第 1義 妹紙Jスケ トr'yyヲHTJ内のL指'11におよはす解diおよび解Idi後の)/(i)nLの影野

一 一 ∴ 二 ‥ -::

670 1620 076

s N(%)I

AMmg(%)

7LO1 60

1450 076d

560 6n1

1210 0730

4川 trace

).C40 650 70t

塩析件 N S-N ActomyoslnN AMmK

解 祉 条 件

I8-20oC

咋/i-JIl解rrli

枠
解



慧 x JlZLtA" ) ホ2図 解射 こよる Actomyos･.I-Nの城存範の

第 1固 執 如こよる勾引句の塩析件-N柄の変化 女化

冷蔵伴より山して,lt'1ちに凍結状態の筋肉を納切して,5% NaCl仙山牧で解氷しなから柚,ll.した誠括r71

の塩浴性 -N,および ActomyosttトNWま祈 りllこ′lくしたととく,/I:帥時と比較すると,凍叢2i』r;は で

はわずかの減少であるが,5滴TLqFIでは Actomyos】n-N最が仕郎内の37%,9i当間日では 15%に減少し,

凍載期脚 こよる筋肉の変化が認められる

凍載 1日および ligr;BElの塩鞍性 -N,Actomyosln-N和が2過r;qRのZit料より少いのは測定帆体が興る

ので,用件差によるものと考えられる

18-20.Cで剛 し内乱が0- IlClこ卜.FI-した群雄ltlJ後の筋肉から柚 hL,た,塩溶性-N.ActomyosLn-NもLt

は凍輪中に仙山した鳩介と比枚すると,旋鼓 lE~=]の場合は規分収敬が桝hlしている｡ l過問,9jl叩Jの切

付 ま同 一で.2igr和.5過riilFlの糊命はわずか減少している｡
NlkkIlaや請蘇らは.ニVy内とコイ肉をhnl叫 】に凍括し,すぐ解淡 して解凍中の MyosLnFK矧'lPrの析
解性 (抽山桂皮)を研究し,帆ノー巾に凍焦した槻命は解凍初期の Myos.nの溶解性が咋内および袖ht小の内

の賠解性より隷分榊加することを盗めている

JQr;-らも梗lti中のワラズカを謙治 (-2FC)し,油絵 1日で解淡 (2げC)し垢溶性 -N,Actomyos.nNi.し
の柄解性を調べた佑柴では,凍抵Irlより解凍Il●(後の塩溶性 N,ActomyosinlNの溶解性が崇T的加した｡ITく

戚 lElの朝命,聯如 く後の塩柄性 N,ActoTnyOS.nN 凧 がL水絵 1flより鎮サ写いのは,袖掛こ州 ､1こ.tJW が

帆 l■(巾の状態であった触仏のためと考えられる｡

L汚雌らは解碑抑制における MyosH-P5(窄乗の収軒の増加は.Lや構解l+J処矧 ~上る耶内の糾鰍 ì''rrJIjlJl俳姫
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化によって.rLa一代作による抽山が字Eilになったことも一閃と考えられると述べている｡いずれにしろ▲4･軌

Illに柚.刺した似合と,解恥fi韓に抽出した糊合のJi杭粍 N kは,あまり育ちなかった｡

辞頼後の仙体をそのまま放置した喝介は,此k後が山くなるにつれて,各'収載期fiiJの拭刑Jとlこ心肺性

-N,Actomyosln-Nの琳解性はJIi軌乙は少した｡すなわち)三輪Ltlに抽IL1L,た ActomyoslnNqに対する堺

.,ll後の放Z花相川ととの ActomyoslnN H･の確符の'.切介を耶2矧こ′J､したが.1屯成 111では解dluJlH灸は'17J'rj;
のLT'とくllk鮪巾より収r棚t多か1たので,116%であるが.桝舶後4WEuでは766%,8柑'''LJ碓64)形.20

"lHlll後31.6%'と ActomyoslnNの列i作tltが鵬少し.JLk紛 いと解'kLl'(後のJTに比べて,帆･t機 のZが 人さ
く.特に肺心綾41馴 IrJまでの納期の変化が人きい帆IIJを.J､している

取舵後4時Jfu日の ĉtomyosTn-Nの城/Ihtを'.l三蔵期F;u別に比較すると,叩2回のととく.L心臓 111では
76,6%,li那tlHでは618(ち.2igfHl1518%,5矧ぎulllO%,91当1川rlではほとんど0になE)Hql峨1抑U

がLiい試料ほど,解L火後における Ac10myOSlnNの沌少が急就な緬向を'Jlしていることが認めEノれる

JJ-.1紙tを同一温樫に放FZL塩約位 一N.AclomyosinN妹のFWt】的変化とや渋内の変化を比柁すると.･lI

もL内はいずれも ActomyoslnNIitの沖少が=Lホである

市疲らも袖fiコイ所内を辞如し,㍍ L.l】奴の筋肉 的 DSlnN.ATPaseの手紙 の変化が.Ll■lJ肘史にIl-JちにF''1

私度に旅捜した/1-_砺内の沌少帆hlに比べて=L敵であることをiBめているりまた.大木らは/l内にJtペて.

JIJ･桔F村の群裸線のntl刑イ日劇守が=.JRであることを観群している.
砕氷巾で低温解J粧したPt分は,解凍した時間を測定することができlJLlか1たので,東燃に仏経が筋′小して

からの接遇時rlLJがJqIJjであるので,砕氷中に入れてからの時間によ1て,18-20'Cで簾鳩したC<分と比較す

ると (18-20oCの時Fほ=こ柵当),砕氷巾で解純した方がいずれも塩析件 N.Actornyostn-N輔が多い｡

補給貯蔵期FirlHこよる Actomyosln-Nの残作tltは.L週間Rの試料を除外すると,こili紛 いにJIllfhした

Actomyosln-N 行tにk･日.て,秘蔵 lHでは633号,2i邸ilrlでは17-Iq7, 5過tidn11.6%.9)出目'lHlは0
で,ほ～201Cで解淡した場合と同様に,.･li紡郎耗糊rlruが良くfiるにつれて,解4Tff賢の ActoTTlyOS川 の純′Jyl

〟.'=･.淑な矧I.)であることが認められる
I)
f令木は/Fニ内と乾煉内より塩析液で仙thL,た Myos111[和ti白を比l<して.舵蛾によ1て内軸 '1が (､打,'ft▲に

11るが,#;けだしてきた Myosin lぺ加｢l成/'=ま′ヒ内とまったくずL-1'13いが,柄けてでてきた MyoslnE火炎

L'lの純度を測ってみると.OL鴨肉のものは′暮:内よりJl常に低い机性を′Jミし,蛇矧句から仙川される Myosln
E菟蛋白は/上内とト'1様な ActomyosinにはJCい11いが./L内の A.:lomyOSlTlよりも球形に近くlj:･'たとY,え

られるとiBペている

4･掛こよる MyosLnE<iiil'Iの賓経も似(;lに上る奄件にZfi附したL'･があり.､i･鞍打銭に上1て饗件してい11

い MyoslnlぺJfiE'[もJヰ･鵜の彩守でィ､前作.化しやTLl紙料 こ変 ､ているために.群4触こJ,-けるl/(耶粘性U).Y.
Tfか一kl･鵬斯rluのl{t､dnEiとJ(きく.((桝仲化しやすいものと維r.izされる.

下れJ,の地熱こよると.′l'内に比べて,'LJ･戚即."LJのl<(､札内で弛jlfLI二Jiirり内郷1.も1-～1件のL相 川IIJ

/)りtJく.いわ曲るやりJ)4J:態にIflく11りやすい-これは内相のもlfl性にIyJ止する心柄 (Myoslnlj()加II'日

〟/ト.内に比べて純鮒句の叫介は,I-)･rLのごとくりくホ桝件化するた.V)(. IQ:企iiに肺肝しても川 のあるゾ

JVl人IAtZから.('榊作のJ/,i,4人懸に変化するi卿だがrfiL-こともr刈述しているものとP:えられる

2 解凍後の放t温度によるかまぼこ形成舵の変化

日iりrBのJ娘でtlt別解や(水中)のノ)'が.)8-2r小Cで附けした叫fT,上r).かまはこ)FF,戒億にJ唱怖-A-るLiiだ,'t'1
鞘Irlのi矢少が少か1′-那.'jf掛 こ砕氷rflで斬･1日ノてからu)llllヰtiqlfEuの比純ができIiか1たので.その1.-..

を僻めるために.抑俄2掴l川のスケトウYラ内rJげCJ)'r<trllで与n11rllll/(即して,内iuが 2tCの吋に如tJJ

してチョッパーにかけた内 (内乱IO.TC)Ti一指1kg-rつ.5.1O.20Cに恥托して帆IJE柚のIjlt節鑑札t7)彩

管をみた.打払rQ-に)/(iuした内を)的糊iiよぴ1E時制JhPl'して心17-沖t Nを洲起し.塩析件射′IO)窄件をみ

ると火に.その内でYllた内相のやり.およびnFIL枚の1臥SI.の朋tJJを榊1とした括-)王を耶2血に小した.

解やIlll絶 (チつ/′'t-〟:1J)fお)のJkll州･.N㍉=こItぺて.)相 .与t陀の終q(声且rgの垢77州･N:一打)!.･l.7



第 2美 肌;l'Iと弧 皮 に よ る 内 一E!jの 変 化

u(迎 温 度 解袖垣後 l 5･C IO･C 20｡C

的 拭 時 ri.A O 3 )5 3 15 3 15

内 払 (.C)

塩船性 N(勉)

坐 り (g)

･IPLL JJ (g)

150

0.700

30

220

は,5℃で802も,Il･LCで546%.2ぴCで40.2免と,いずれも帆丸ILit鮫より誠少し,さらに的?鴫HuがL<く
なった)5時1.Li)後の比ilTは5ccで474免,lbLCと2UCはほとんどrL'化で37.5先近くに城少した.すなわち肋推

弧IiEがII.:JL､ほどAA満仲 -N iIとの池少が多くなi),)/(置温皮による谷内のむ柄性 -N Ltの丘は放F削引rLJが山く

なるにつれて次節に小さくな1た｡

Jjt避温肢と内相のJW)の蔵さのl兇梓をみると,解凍lfi汝の内切の坐り加地も人きく,次で5uCであり,10

.Cと2rttCは嗣二名より劣った qt選B判i口が】5p引;Uの瑚斜ま ▲Nやりの赫さが舶まり,59Cの場合は竹りをLi..

したが,10<C,20oCの増合はぺiりがiEめられない状態であI,'た.

,花熱 投のかまぼこの琳ノ)ら,JtliりとはLfrld様に解凍IL'I_後の糊付がもっとも人きく‥er.丘が良好であJ),

Jjll稚iutR'がII.ilJいほど赫ノ)は抵 卜し,Jjt社時rHJがL<くfiると冬瓜EQ:JL;に鵬 rlL品野がガった かまEfこのu7,官r

と,仙科内の塩析性diEJ'iTとは,軒はIi鵬係があることが認められている机 AiA攻でも盤洪性 N:l主の多
い内ほど,知りの煉さやLIWJか吸っており,Jjt;花によって塩析性-～ ilとの貼少と)とにかまぼこ形成低が低 ト

するのか止められた｡

3.群J7温度が月13E内の品井におよはす形■

ここではLとして解凍藍段によって解放後の内の塩溶他出白質の柄解性と,ねり弘法としたときの品質

におよはす推称こついて検討した タラのフィレーを-25eCで凍結し-20Cに貯威したものを用いた｡

a.併収温度と塩析性-N址の変化

JかkL.'41日Iのタラフィレ-を棟桁LFlに20g如ビーカーにとり,各iii度でhL時riilに群雄して塩浴性-N左との

変化を比校した｡

帥 J･41)JITl､

1. 枕絵IllHこJlLIIL'.した

2.氷水小で解.AL,4時fEiI奴に内iuか】('Cに l.沖してから抽山LI=
3 7oCの水で解凍し,4時間後に内乱が6ccに上汁してから抽出した

4 20oCの水で解放し20分で内患が5●Cに上村してから抽出した｡

5 20やCのJkで解放し,4時間後に内乱が12BCに上梓してから袖山した.

塩浜性盛白姐は郡 3Liにみられるように,

14!kJ中に抽出した勘合がもっとも多く,次い
群3表 解水温EB:と塩析性淡白の仙川iJと

で氷水小,7.C,20･Cの水中解凍の肘であ 群神Pif,L 塩構性-N
リ,低温処汚した脚まど,解祉牧の塩溶牲

蛋白故が多く,群雄後の肉質の変化が少かっ

た.同一･温度で解放しても政道時ri肋ijiZくな

ると垢桝性軌〕の変性が多くなった｡Nlkklla

らも帆払i解凍内の)J'がIu.)温解放内より塩析佐

助'Jの変性が少い結火を得ている.

(%) (塵2

2.596

2544

2･035 I
1338

】087 1

00

C:
3

Lrt

8
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h tll解叔温度とかまぼこJB蚊能

加給 7LIHのタラフイV-を200gずつ,それぞれホリ.LfL/ソ掛 こ包み,次の条件で解放し,チヨッ/i

-にかけた内を2分して, 部は巾ちに内糊を作り,Jl乍りと州))を測定し,一価は59Cに18時riu放遣後に内

糊を作り舛ノJを測定した｡

群 椎 J)-比

1. 27-Cの水中で群凍.20分で附 し内乱3oC,チリ ッノ､一掛け汝の内ihLOpC

? 2rCのt_EL豊吉小で触 ,100分で糾 し,内盤2oC,チヨッノ､一掛ナ後の内温8oC
3 LO'Cの室iiで辞淡,180分で解放し内乱 l'C,チョッパー輯け故の内払8●C｡
群lk後ただちにチヨ7バーにかけ
た内から帥ItL,た主桁性iti白鼠は10

°C,279CtLL曲掠,2rC水中解凍の柑I
に油少している (嫌紗Llに紬1日ノた

心培性-N鎚は2.59(1%)｡

Al淡LrL披く心および解桃内を 5tC
に)8時tu1枚呈後納2)内で作ったかま

ぼこの赫JJは,塩林性iX白姐の多い

I糾まど.出品の鮮ノJも人きい帆iJJが

第4表 解凍温皮とかまぼこ形成能

I I 2012

2 2.200

3 2.550

さ敬
)
の

g
1-n

L
i

､-

二

一

20

叩

田

でノ

.d｢

亡フ

tRo

細

6

みられる｡

坐りの蟻さは279Cの水Lll群雄が,他のものよりわずか劣ったが,27oCと10.Cの似合は農がiEめられなかっ
た｡同一温皮の水IF)と'aJA中で解漉した勘合は,水中解放の方が,塩析佐 一Nft,鮮ノJ,#_り犬に空気 中耕
地の勘合より劣った｡

b. L21解凍温度'とかまぼこ形状他

凍培10日ElのタラフイL/-をrllTJ述のようJE各温蚊でAf沸し,解凍私財 こよる影菅を再び検討した｡

Al 維 JJ比
1.32℃の水lい群れ チヨッハー-桝汝の内払 7℃
2.20●C ･′

3 )OoC ,′

4. 10dCの空'̂LIJ鮮血,

内乱が l-2qCに1m-するのにか

かった 鮮 淡時rLuは,32cc(30タ)),

20oC(60分),109C(loo介),lCvC

窄1̂巾 (130分) で解凍軌跡 こよっ

てそれぞれ共る｡解凍後ただちにチ

ヨノノ､一にかけた後の内温も上記の

ように若干の差ができた

城舷中に抽出した塩溶佐 一N 31は

2.550%で,チヨyバーがけ後の内

9tC

51;C

8●C

第3兼 鮮血温蚊とかまぼこ)β成催

聖竺｣_鵬性-N(%)L舛 )∫ (g)座｡の塊さ(g)

J妻 ∴

:封 ;;:

から袖山した各試料の塩溶牲盛白甜 ま鮮政弘腔のh')いほど少く.塩ずり内糊の舛ノJおよび触りの程度も解放
iii段の仙い拭料はど小さい傾向がみられる｡

同 一温度10oCで水車とL4!免Lllで鮮独した以公を比較すると,前L.,lとは逆b(11に水中で解祉した勘合が垢納
他iNErl.魁品伸)Jにおいて'4!'Allj鮮淡より健った轄火が守与られた｡この糾反する結果をみると,bf11の試験

の叫合も,4回の場合も水LLJと'4E/Jt中で耕純した後の内筋および製品舛加 坐りの差は比較的惟少であり,

終止投の内温 (テヨソハー掛け後の内乱)のI'.;)いガがいずれも劣っていることから,同一温度では解放.I)'
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枚,桝/J･J中也時riuが肉'ilfにはほとんど影億をIJえないで,解JJl淡の処矧こよる内iuの農が肉汁に影背をお

よはしたものと考えられる｡

このノ山まさらに検講､け る必卓があるが,おそらく同 弘fiEで鮮嫌する似合は,水J-1と'JHI;*ulとでは内IPi
におよはす影背はほとんど.&が/j･_じないものと胤起される｡ノト拭験では水小熊J火の勘合は,ポリエチL/ソ紙

でしっかり'dみ,水が^らfiい状態で行ったものであり,解凍する血肉をはだかで水中に入れた機介は､1

然,解虫処作中にJLtt仏は水を吸収するので,'4f'dIJJ群汝より水分が多くなり,娘L=LのL.UdLlは劣ることになる

ものとE,-えられる

またキl叫ま解穀内をそのままEAずりしたが,粁凍後に水WlLなどの処矧こよる代作がJJlわ一,た増分に

は,さらに捉推Ii捨児が山るものと･考えられるが,以｣二の始火から低温で解凍した場合は脚 するのに峠riu

がkくかかるが,ll..1A溢 (3TC)で解放した内に比披して,心肺性Bi自'ilの変性が少く,その内で作った製品

の舛ノ),14.りの･lgLさが俊リ,かまぼこ形成価が促持されることが認められたO

スケ トクyヲやタラの桃鮒勾をねり製品似料として蚊川する切付ま,抵温でAS披し,､巨船oIは たは解放

した内は低鮎 (5oC以 f:)の状態で蚊)f]することが望ましい また解凍内は生鮮肉に比較して内TTの変化が

ILIいので,すみやかに仇川すべきであり,保存乱皮は生即内もそうであるが低馴こすべきである｡

要 約

スケトウダラとタラ内を-2デCでJ如拙し, 20LCにFj鼓し,いろいろri肘 による解放内珊o)変 化と,
かまぼこ形状能におよLlす形帯について検討した｡

)) 価.紡状態の魚内から仙 1日.た塩浴性iH白姐と解放lrl:絵のAA栴仕出Lj止とは,ほとんど且が認められ

ないが,解凍してから政雄岬Ir.JLl)柾過と)tに塩ホ性矧'JiLtは独少し.放逆温度が高いほどその減少が

IFlかつた.

2) 一鵬 紺i=械期1alが良い山内ほど,解Jk後の塩油性東山のは少が中く,独裁刀川肋1良いほど,鮎約位出

L'=ま鮮棟後に変性しやすい状掛こ変っているものと考えられら

3) 帆舶温度が仁]';いほど く32oC),群L火内のAi柄性翁仁=i少く,その内で作った鮎▲HE,の卵ノJ,Jl与りの塊

さも低トし,かまぼこ)B成憶を低Fする帆 11】が認められる

4)Lセ拙句をねり魁品FLi科として蚊川する糊で†は,低温で解放し,㍍止LIIL,川の内または,解Jql故の内乱

か似 うゝちに,すみやかに蚊川することが人とrlな製品を托?るために必 要 Ti各rI･である｡
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水 産 物 の 低 温 貯 俄 に 関 す る 研 究 (Ⅳ)

地 内 の過 冷 却貯 蔵 に つ いて (I)

ltL JL ぜ

Stu(liesonFreezing Rclrig,cratioll0rMarinel'rd ucts(Ⅳ)

Onthe LLndercoollng I-reSCrVatlOnOlrlSh ･nusclc(1)

KaoruTAMOTO

TtleauthorhasStudledonthedenatllratIOnOtfishmuse)eprolelndLlrlnguDdercoollngStorage.

Ll1OrdertolnVeStlgatetheln爪uenceo【1ccCrystalsonthefreezedenaturatLOnOl丘shmuscle･

Alaskapollack,ALkamackerelrneaLwereusedas experlTnentalmaterlal,20%ethyleneglycoI

JL-ddlethyleneglycolwereaddedlothemeatduetofreeZLngPOLntWasdrope

)) lncase20% cthylene冒)ycoltlnddlethyLeneglycoIwereaddedtotheTTleal,thefrcttz川g

JX)lntOfsamp)eslalJ10-8docand 58oC,theretore,whentheEormcrmaterlalwasheldat 3oC

and-9cc,andthe)a一terwasheldatI3oC.thetemperattlreatWhlChthesamplesneverlreeヱe,
thesesampleswereheldunderur)dercoollngCOndltlOnS
3) ThedenaturatlOnOIsaltsolubleprotelnWaslnhlbltedunderthecoDdltlOZ)SOltheseI)ndcT･

cooLI I】g.Whenethy】eneglycolanddle一hyleI】eglycolwasaddedtothemeat･

lncomparlSOnOldeT)atlJra110Ⅰ】OfAshmeatprotelnt光tlyeenlnthelJndercoo)Lngandlnthe

freezlngState,understoragea一thesametelrLPerature.therateoElhelrdenatllratLOnWaslarger111
thelatterthanH1theloTmer

lnconlParlSIOZIOEdenatlユratlOndurlngundercoo)lngbelwecnstoragetemperatureat 3oCand

that-9oC,therewasllLL)edlqerenCebetweeFHhetwo.

緒 書

イtL内を水絵qj戚すると仏様,凍歳温肢などによ･･'て税政は巣るれ 純減期ITrJの経過にともなって仙内灘t'｣

の変性が遡行する

故就中における塩浴性7Ji白の変性は,袖#-1こよって筋肉組織中に鬼退する氷結IL"rLによる,坑内組織の択

胤 脱水によるiK山相互の凝集,煮諭された所内小の堤,捌こよる塩析などの彩管によって,総合的に/jlずる

ものと考えられている｡

従って嫌就中の出自変性の因子となっている水鮎 ,I.の発生しない状態で地内を低温貯載したならは,iE白

の変性が少く11るものと考えられる｡

ここでは血肉にエチレソグリコールなどの物好を添JJHdi合し,魚内の水絵点を降下させることによって,
水絵.～.■.のともなわない1削合却の状態で帆温片;成した糊li,地内刑 Pがどのように文化するかについて検,汁し

た｡
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1民 tk 方 法

1 処 理

スケトクタラおよびホ′ケの輯内をチヨ-/バーで砕脚 こして.エfvyグリコーJL,,i?エチL/ソグリコ

ール,ポリエチvl/グリコールをそれぞれ砕脚 こ20カ (亜蛍%)添加ノて乳鉢でよく混合し,各試料を3つ

に分けて-rC,-9oC,-げCの冷蔵室に貯点したく

2. 4溶性事兼の弗定

内10gに20倍屯の5% NaCl溶液 btr72)を加え,10釧iilホモダナイズし,3,r仰rp m で20分間,

遠心分社した上丑披LIJの全窒素を測定した｡

Ei柵 賀来- 率 一 語 慧芸蓋話 芸墓誌 lCn

託 挨 括 Jt

l スケトウダラ内

a) 水絵品の±山荘状態

2CoCにて測定した各法科の祉接点 (凍結曲線から求めた)は,撫処珊 I11oC,ポリエチVソグiコー

ル処】翌-2.9oC,i?エチVソグリコール処理 -58oC,エチvyグリコール処理 -8.6dCであった｡

-3oCに貯蔵した船台は,fr托処稚内は凍結点以下に冷月JSれたので淡括し,水絵品はEl数の経過と共に次

淋こ人きくなった.

エチL/yグリコール,L>エチL/yグリコール,ポリエナL/./グリコール処理内はいづれも肉温が-39Cに

㈹ トしたが,終加物の膨幣で桃括点が降 卜しているので,水 絵lV.の発/暮三がみられず生肉のように軟かい状態

である.

-9UCのIii介は,ポリエチレソグリコール処理の内は故知な凍 払 ..['Iがみられ,1耶処課ほどではないが独Gil

した｡tyエチレソグリコール処矧 まさらに凍鮭占Llの発生凪が少く,従って内筋の凍Rlの程度は小さい｡エチ

Vソグリコール処矧 ま水絵品がみられす肉質は軟かく,内温は-9oCに低 Fしている｡

従ってエチL/ソグリコール20%処理内は-3廿Cおよび-91Cのqi鼓では,水kl1rl-[-.の発生がみられす過冷14J

の状態におかれていた〔

L7エチVソグリコーJL,処理内は-3tCでは過冷却a)状態に11っており,一 9.Cでは水絵品がみられるが,

その旭は少く大雄分の水分は未嫌の状態で,過相月】の状態にあるものと推定される (凍捨点と凍蔵温度から

..r井すると内小水分の凍結斜 ま約375b'である)

18●Cの切介は各試料共に氷結品が発生し,内筋はLAj化し煉括状並になった`内'iqの凍Lblの程度 は撫処
稚.ポリエfL/ソグリコーJL,,i7エチVソグリコール,エチL/ソグリコール処理の俄に軟かくlJ.'っている｡

b) rJL'鼓中の塩溶牲蛋白の変化

各試料の塩溶性窒兼丘の変化を第 1表に,4i水色l老兵の蓑支存率の変化を罪 l～2回に不した｡

-3.Cに貯蔵した墳合,無処理の垣溶性饗尭TJjtは急人目こ城少し.貯蔵16日で塩酸性窒窯の残存率か4!彩に

畦下し.塩析牲Bi白が急速に変性した｡無処矧 こ比較して過冷却状葱であった,エチVソグリコール,57エ

チVソグリコーJt,処Pl卿まわずかの減少を/((したにすぎず,20HRでも当初の86%の鼓存率を,Jミした｡しか

しポリエチVソグリコーJL,処理内は,日]で47%の妓存串に強少した｡

-9'Cの場合,知処押の塩溶性窒発見は- 3̀Cの切合よりLtr-減少他向が少くなったれ それでも16Elで
当y]の47%に頼少した.

エチL/ソグリコールおよびLyエチVソグリコール処理内は, aoCと同様にわずかの減少を不したにすぎ

ず,ポリエチvyグリコール処理肉は13oCと同様に急速に滋少した｡

-18oCの&Lli,無処理の塩溶佐里棄丑の減少は-9°Cよりぷt少く1ごったが,17日では当初の47%に減少

した 康抵状態にあったエチL/ソグリコール処稚内の塩格佐里光束は,雑煮)2日までは凍鮭前とほとんど斐



第 1表 過冷也および凍結状態で貯戯小のスケ トクタラ内の塩溶性型菜il;の変化

富 要し二 兇 処貯械二 塩溶&全量l 2 5

-3oC ≡チ レ ング リコ_ル 引 子.ニ;…上 喜;;｢ま;

9oC

-]8UC

Jエチレングリコ- ル +

ポリエチL/ソグリコール 書

,nlや 処 用

エf レ ンy リコIJL'辛

L7J-チL/ソグ リコール
ポリJ-チVソグ リコール
l烈モ 処 Pll

JLタ レ ソ グ リコ ー ル

C7ユ タ V ソグ リコ-ル

ポリエチVソグ リコール

t 過冷却の状態で貯蔵された試料｡

その他の試料は水絵IL..I.ができた.,
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第1図 13LCにWj威しLIの塩浴性窒東残存 第 2図 -9ccに貯就中の態帖佐全点残存

尊くの変化 率の変化

らなかったが,20E二川 ではuT初の70%程度に減少した t7エチVソグリコール処刑柳ま,やや3=デL/ソグリ
コール処刑L肉より変性が人きい結果が得られた｡

2 ホ y ケ 肉

a) /k紙L..-1の/ト成状態

-3uCに貯成した場合,無処矧 ま水路Ll細(宛/上し娘kLiLたが,エチVソグリコール,クエナVソグ リコ
ール,ポリエチL/ソグリコール処理内は内弧が13dCに降下したが,水th､.＼はみられす過冷L])の状態であっ

た｡鵬戚14日Uから冷献呈の温皮が上11･し- I5vCになり,如処理内の氷結LLn',は眉 l融けて減少したoまた
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20日以後はさらに温度が上昇してブラスになったので測定はrIl止した｡

-99Cの似合,エチL/ソグリコール処理内は過冷却の状態であり,t7エチL/ソグリコール,ポリエチVソ

グリコール処理,如処理の暇に氷結品の蛙が多くなり,肉質の凍Lilも順次に大きくなった｡

118.Cの似合はいづれの試料も淡篇したが,内'ijqの凍La]の捉跡 ま触処理,ポリエチレソグリコール,エチ
Vングリコール処理のl悦である.

b) 貯栽EIlの塩溶性窒紫の変化

各試料の坂熔性全米の変化を第2劫 こ,残存率の変化を飾 3-4団に示した｡

第2表 過冷却および凍結状態で貯蔵中のホノケ内の堆溶性窒兼の変化

* 過冷却の状態で貯蔵された試料｡

その他の試料は水絵ELJ.ができた.

比
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rT JZ 已 b

第 3図 -3oCに貯蔵中の塩桁佐里菜妓存

率の変化

U 7 14 YI B8Zj
l71 Elf

第4図 -9QCに貯戦中の塩溶性窒素残存

率の変化

I3ロCのlibi合はスケ トクタラ内と同様な傾rajを′Jくし,!演処姓とポリエチL/ソグリコール処理肉の塩溶性
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窒真義の残存率が50鬼および44先日こ抽少した｡過冷月1状態に拝j成された,エチレングリコールふよびJユタ

Vソグ)コ-ル処冴内ではほとんど城少がみられず,20EILjでIL'1蜘o)93鬼および95舞の桃//率 をノバした0

-9ccの職分は1粥処月Iと他の試料との屋は一3oCに比較して少くfdlったが,2011日の塩縮佐賀糸の残存率

はエチレングリコール処月l肉95,%,LyユタVソグリコール処稚内85%,ポリエチL/ソグリコール処理内79%,

撫処理内765%;のILhJlであり,28州｣では83免,75%,72分,65%のWlとなり,過冷抑状態であったエチレング

リコ-ル処理がもっとも出山変性が少く,次いで氷結品が少く大部分がR淡の状態であるL7エチvyグリコ

ール処雅であった.ポリエチVソグリコ-ル処理は20Elまでは細処現より残存率が多かったが,28ElUでは

tut処刑より少くなった｡

-】8vCの鮎付ま如き処州の塩熔性窒*u_の減少が-9pCより少く,また処州内も-3PCおよび-99Cよりわ

ずかであるが少くなっている｡

仙L処矧lこ比べエfレングリコール処理が)'lr一変他が少く,JエナL/ングリコール処矧 ま印も■LQ:であり,71

リJlタレyyリコール処JIRは受性が3くな-,たO

考 案

スケトウダラ内およびホッケ内にエチVソグリコール,Jエfvソグリコール,ホリユタL/ソグリコール

を添加して触肉の/jai結点を人工的に倖 トさして,水路L"Jlの允LLしない､過冷月はたは.k部分の内Lい水分が水

#'l'"■rにならないは態で低温貯蔵 (-3oCおよび19山C)し,比内出自の変性をみた結児,エチレングリコー

ルとiyエチVングリコ-JL,処理の似合は,hjl 温[31:で祉培状態で貯蔵した触処理および-18vCにIri威したJrlt

処乃は り出自変性が少かった｡ポリエチVソグリコール処邦の勘合は却E処理と同棲度の変性をし,ユタVソ

グリコールによる過冷却状態と児った結火が終さられた､これはポリエチL/ソグリコールの作川によるものと

考えられる｡

エチL/ソグリコール処理によって過冷月1貯威した魅斜こは,-3oCと19℃とのui裁温度且によって,也

自変性にほとんど差がみられIj:かった｡淡触状態の-げC貯蔵と比較するとホyケ内の場合は,わずかであ

るが過冷却貯蔵より蛋白変性が少かった｡またLyエチL/ソグリコール処理の以合は,I3oCの過冷却qi鼓の

方が一部分氷結品の発斗した-9uCおよび人軸力の水が水絵品にIilった-18uC貯蔵より,出山変性がJ一日-少

い結果が得られた｡

般に生きている/l物細胞は,嫉軌.I.I.以 トで)J(結 肘.が発｣一し,嫌紙状矧 こな る ことによって 城 北す る

が,凍結た以 Fにさらされた以介でも水絵ん■.の先/lしない過冷却の状態であれば,楢を受けにいくことが知

られている｡ウニ卯のように湖冷Ll)Lやすいものでは,jd冶LIJの時FEuが)出し,ときには,ほとんどJlle省である
り

ことが軸告されている｡

山内の過冷hJm我についてのり快 はなされていないが,鮎,食塩などをJullえると仙内の媒結ノ.■人が降下する

ことは知られている｡

^試験の結火から仙内iE白に帯作川をおよはきないエチL/ソグリコーJL,,JエチVソグリコール13:どによ

って粗肉を処Pjル ,水hL.I-"'Iがまったく発生しない過冷h]または,わずかの水絵品が存在する軽度の状態で低

INnu貯蔵 (-3.-9oC)した助命は,触肉盛白の変性が僅少であり,氷結.I..1.1こよって生起される生白変性が

〈lこじなかったことによるものと考えられるoWi蔵日数の経過にともIj:って山内出山が徐々に変性するのは,

添加物の形帯か.その他の腰Ldによるのかは不Ujである.

生物如胞の淡抵触#Jいこうける佃勤 ま前処理として,馳臥 グリーtM ソ,エチL/yグリコールな どを川
2)3)1)

いることによってよく防げることが展近わかってきている｡

血肉に添加して-2O.Cに凍結貯蔵した勘合も,地軸,グリセリン,ユタL/ソグリコールは地内出自のね

'4!.変性に対して保護作川がある栓抜認められ,その捉護作川のJIupi比は,馳類,グリセリソ,エチレン//リコ

ール,クエチL/ソグリコールの鵬であった｡/#結納胞に対するl記の物筋の搬誰彼偶については L･力jlP解さ

れていないが,bIと掛 こよってできる氷のidをへらす効恥 細胞内の屯解田の横波の増大を如胞内外でおさ
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え,伽潔を)克少させる効児が如胞のklL水性をJt;Jめるのだろうと考えられている｡したがって過給hJ伏せと淡

鮪状態では,エチL/ソグリコールの作用は頬似の点もあるかもしれないが.氷 u I"11の存在しない点では根本

的に兇った条例と考えた力がよいと思われる｡

仏のuT枯貯戒はiIA内の変常を防ぐためのTI'1であるが,輯温によって発Ftする水絶品による形坪を考えた

以介.冷淡変性しやすい允LZiの糊合は.小輪と.法Tr作持との糊にはむじI>んがある 仙内の品郡代侍には

20oCという低温は必要であるが.その耗T.領1-J る吹払.I..T.はかならすLもet饗では11い 氷格Ilr1.の焦JLLf.ll

い脈む町政 が.-T能であれは.その方fJi似内U).I.!l'Ll作1割一Hfl,lJJで.f)ろ上梓貞C1れる

要 約

似内のrtl,も当変性に封する水Lt.V.の篇坪をしらペるために.過れllJWi!鼓rllのイIL内ポl′lの変件について徐.はし
た｡

試験にはスケトウダラおよびホノケ肉を川い,仙内のl･Ii紙1-･.を1-チL/ソグリコール,Jエチレソ'/リコー

ル処輔で下げた｡

)) 2066のエチL/yグリコ-JL,およびJエチvyグリコーJL,で処P7Iした的介は,試料の棚軌 .'･､が 8.5.C

および 58oCに下り.そのために前榊ま-3<Cおよび 9C.綾hは 3'Cに相成してもpt柑まJミいJJ't,J'･I.
iiiALfi:か1た｡

2) 2(1%エチL/ソグリコ--ルおよびクエチVソグリコーJL,処冊によって,過冷111の状態で打;鼓した糊合

は,r''l･温俊で沖鼓した撫処兜より梅沢性器l'｣の変性が少く,両六のrirJには明らかlil差異が認められた｡
3) 過冷111の状態では 3oCと-9oCでの貯就温JQ;のfTl岬では,塩柄推称 l̀の変位柑Q.にほとんどズy/
〟,..13められ11かった

文 献

1) ･;州七,/.i･Xt=_()953) 帖私料JfJl物bJ, (10)p81

2) 机)I Bl1()957)･ (15)p.17

3) - (1960)･ (18)p.23.

4) (1961)' (]9)p )
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水 産 製 品 の カ ビ に 関 す る 研 究

第 1報 イカ煉製工場における落下カビの時期的変化

輿 m Jfr 甜 ･L/r一 席 Iけく け

Studiesol-FurlglTsohted from MarinePrcductS

Ⅰ.Seasollalnuctt]ationorfungl illmanufacttlringorsrrlOked squid

YukioOxuD▲ andTerllhikoSAT6

TheauthorshavestudledthemmbersoEfungilalledonseyeraLfactorieslnVarl0uSSeasons.

ltlWarm Season,thenllmberoflungLlneveryroom ateachfactoryShowed lllCreaSe lt､､'as

foundthatthe7)umt光rOffunglWasVarlableconclderab)ylnaccordancetothecondltl0nOflac10-

rleS.

0mtheotherhand,lnCoolseason,thenumt光rOfEllngllntheroomswassmaHandthedlか r-

enceofthefunglCountsamongfactorleSWasSl)gllt･

lnrespecttotheprocesslngrooms.agreatnumberoflllngLWasIsolatedfrom roomsfor.

hand)lngOfrawsquldandtheroomslnWhlChmanyme■lWereatWOrkforcllLtlngOrpaCklng.

TheauthorsfoundmanyspeciesOfLungl,Fllngllmperfectl,PcnlEJ//JZLm andAs♪erglllusln

theselactorleS,butM〟EOTWereroundlnSOmelactorleSOn)ylntheseasonofhlghtemperahlreand

hLgh humldlty.

Jt I

1)2)J)I)い
さきにイカ瑞製品におけるカビの付着発生におよはす各種炎逝灸件についての試験培柴を報告したが.こ

れらの試験過掛 こおいて種々の問題に突き当らなければIiらなかった⊂

従来,カビ特に有害カビに的する試廉は比較的少く,J遷した諸問題を解明できるような報告はほとんど

見られなかったB

著者らはイカILE製BE.におけるカビの発生RIJ-止について倹紳rlであるが,付着する各穣カビについて較木的
な研究の歩を虐め,そこからもっとも効果的な防止法を見出すペく日下継綴巾であるB

著者らはイカ漁魁t堪lにおいて室内に落下するカビの種規,および製品にィ､JrI'するカビの親矧 こついて採

雅を行なったのであるが,竹中より落下するカビ政の時期による変化に,どのような傾向を認められるか,

また各工場 ･工確の跡こよ･'てカビの落下軌 こどのような澄男があるかについて槻LLEJ-する｡

この拭掛 こあたって,怒 L･万食品株式台托 -)1食品株式会社 高相食品株式会社 駐車水盛株式仝ネ1

山一食品株式仝杜の方々および金谷信一 "Aq山榊JJのrq'氏には,色々と加仏力をいただいたことを感謝しま

す (社名 氏名はABC暇による)｡

tW 捷iA並びに考察

イカ馳 品の製造方法は工場によってそれぞれ特軌 まあるが,要約すると耶 1炎の rRで行なわれてい
る｡
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イカ維処を焚逝している日も相 ,その炊快および段鳩にも也々のJrt策があるが,これら11柳川Jから各EL2

桝別に5カILb･,(A B･C D E)をえらぴ,令室ととに滞 トするカビの多少を一定培地に億ノト-す る

カビの幣紡牧によって比較して見た｡各 rLL,I,の外弔尼提要餅iおよび作で内相 ま郡 1円-那5円の 始 りであ

ら

第 1回 A I叫礼 節 円

第2図 13IJl),札 にyIL阿

第3国 C IJTl稚 ialH7rq

第4回 D工 場 b:F E4
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培地には飽寒天培地をLfl;従 9cmのVヤーL/

一に洗しこんだものを用いた｡各場所ととにそ

れぞれ3個づつ正確に10分閏年父中に吸零した

もめを,270C恒温左目に5円間放置したのち.
発生したカビの末孫故を..'f-放し,その平均数を
求めた 得られた括巣を各丁稚ごとに図′Jけ る

と,叩6回～叩tl控‖こ′Jくした通りである

すなわち処理コ二柁別にカビ満下の憤Tf･lを見る

と次のCとくになる

1) 生 処 理 の 蛾

生処規を行なっている喝所のカビの落下数は

邦 6回に見られるように,6,9月の温暖時に

多く,かつ各1二喝問の差の111も大きい

これに反して.))1,12月のように比較的'#

ねな時期は概して請下敷も少く,かつ各工矧糊

衆
落
款

朗

におけるふれの巾も′トさい｡ このことは輝冷暗

においては l二助間の弟は少いが,温暖時におい

てはに助によって細当の.星があり,またいずれ

の1二物でも･その時の条件によってカビの滞下 50

数が,⊥岸しく多くなる危険性があることを,](し

ているものと考えられる｡さらに1一跡こよって

時期的変化の大きい所と,あまり大きくない所

があるが,/i.処坪の位荘 顎の稚置状況,iu,i(

排気の良否,作果状【妃などによって移管される

ものと考えられる｡

2) 第1次tN味の蛾

.花熱後一般に郊 1次調味を行11うが,この蕨 30

調味場所におけるカビの落下軌 ま罪7図に見ら

れるように,T.也間の是のIT=まいずれの時期に

おいても糾1に大きい

那6図と祁7図を比較して見て一番目につく

ことは,^工l掛こおいては/I-'処理切糾由の工場

にくらペて,カビの爺下敷が著しく多か-,,たの

に,叩 )次調咋X椎の協ではもっとも少く,I)

=助においては生処理場ではカビの預下敷が少

いのに,那 l次即 41の喝所では温暖時に多い方 10

のグルーブに入っていることである

この現製はそれらT.1韻における第 1次胡昧似 5

所の位正による彰書が大きいと考えられる す

なわち節 1回の反正国に見られるように,A l-

均においては節 1次月味は佐処理場と分#され

た鴇剖宴の階下で行なわれているのに対し,D

第 5園 El二喝 定 置 周

A工場
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第6図 /ト処 刑との D,I,



工場では卯 1次調味を耶4図に見られ るよ う

に後処雅坊の共の方,規製量の前で行なってい

る｡このような作文壕のた星が- のよう蛸 雷

黒を生じた-LL;潤 と考えられる｡ 数

郡2回,節3回に見られるように,一般に那

1次調叫はlI･処稚恥 .花泉勘またはこれとhH･'e

した横製宅嗣で行11われているのが現状である

机 こうした蝿軌 こおいてはそれらの作Tl他 20

ILllEl･lhi人きく影帯するものとr;えられる

3) 煙製宝前のgL

イカ規1削ま煉乾時,頒基の弧腔をy)oC以 1-に

IT什せしめることが,L,tA通であるから,根乾がE什
10

(.した刀ビは大雅rJl熊頗されるものと考えられ

るので.処品に什古するカビの敬は様乾後の叫 5

m_Id"Lが人きく影背することと思われる.

根乾後玲B]を行なう瑞蛋恥i,叩8円に見ら
れるように.やはり 一般に温順時になるに従っ

A工tEn
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3 6 9 ]2月

許7回 叩 1次 Nl叶 のBJ.
てカビの柿下教がふえてゆく棟内が多い｡

しかしl淵 ‡･.】の月の巾は時期によ1て人A-ないようである ^一期力埠 期を通じて少く･Dl二喝が温確時に

なると多くIslているのは,叩 l次JM のJ柵 とEl.1じように一･城内作嘗厄辞のズーによる影幣が人きいものと

考えられる

3 6 9 12月

第 8囲 横 軸'･.,'1111の糊

1 6 9 12月

第9匡I Uj斬 逝 別 の JL,1

4)切断 遠別のAA

l･J)帆 薄別井1HlllLlているJl.Jr9-rも臥脚～Jlビu)ホ ト敬力{甘く1'lろことは甲州 利 一小J'11た･LulJで∫〟
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他のT_fit_の也合とlLjlじである｡工場riilでき上Elすべき点は,Al_hLが鴨生前,那2次調味'包淡などいずれの

糊合にも他lI均より少いのに,この工掛 こおいては,温峰時もっとも多いことであるが,同作東宝において

は他の調味加コ二品の魁連も行なわれており,作装入且も多く,人のIII入りも多いことが原田していると考え

られる｡

ここのt棺は魁晶がもっとも多く人手にAlれるTfまでもあり,カビの滞下散のみならず,T.rl日仏および

yI-兼器l.主などに什T.tしているカビについても検.付しlsければ11らない

5) 事2次tt味のqL 架

郡2次郎 U T'iっている脚 のカビの削 一 纂

状雀は耶10円に見られるように,他の1-ri_の川,

介と大月がない｡AT勧 IBT均が他の t~称に

くらべてカビの蒲下敷の少いのは.この2｣-均

は叩l臥 叩2岡に見られるように他の作黒
31.とl<附されており,作潜入Llも1-2名で少
く,叩3円一節5岡に見られる仙 E_tiiJlのように
切斬 選別と1-司じ部屋で多故の作常日がいる1粥

で才は われているのと興っているのか.人きい

影7!を枚Ifしているものと考えられる｡

20

JO

6) 包 装 の 場

/d地Ul･)-Tのカビの柿下4J:態は耶11円 にIiら 5

れるように,他の糊所と同様な伸1印をホしてい

る｡

この協所においてもAl二鶴が一般に少く,こ

れは卯1回に見られるように,帝展が他の作業

叫と鰹れておY)作男nも少いのに対し,他のT-
叫においては他の作淡とTLjl里で行なわれ,ある

いはJd姓のための作澄人口が比較的多いことIi

どに榊 するものでは仙 ろうか｡ 薫
11ヒを通じてを祭するに,T.場内各 l二相 こi; 赦

ける室内カビ沸TT軌 i.611,9月の温暖な時

期に多くなる伸向が見られ,各工場間における

),-の巾も大きい｡これに対して 3月,12月のIt

l!((rJ'h(冷な時期にも.いては各工場とも少く,か
20

つ ｢上郷tlにおける月のllJも′トさいように見受け

られる｡年端桝亡とのカビの誇 ド軌の必 こつい

て見ると,r_喝によって多少の速いはあるが.

/1.仏様糊がもっとも多い｡その他の槻凧 こつい LO

ては1二喝の卍Pt,作票l雌 などによって#77さ

れ作東人nが多く･かつt11入りの(W L･い脚 i 5
早,/1=.処粍糊に托した職所などに阜いことがJ'

められた,

次にこれらのT柑 こ満下したカビより,外地

1二Pるもの与/I)貯横束し,その阿木根絶竹濁し

A工場
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3 6 9 12月

第10囲 叩 2次 JI,1味 の 糊

-A工場

~~~~-Zi〝

.."...."C～
一一一･一.･D〝

一･一･一…E 〝

3 6 9 12月

帯11図 '.ll.Veu) )i;



た軒淋ま叩2滋に/[(した盛りである｡

E喜qEヨ 氾 過拝のどカ下

柁 介 rilr-苅 ム コ ー JL,FI

I-貸 Ilil苅
7スペルギ̂ ,ス叫

べニyLIクムAi

T･ 'jE Jt 頗 湖

lTl) 6ノ1は-.Wl二域分のみ

Lrl

t7

1
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Jlに見られるように,1二期に満下しているカビの耗矧 まlr;1乍頗湖と子羊幽湖のぺニL/iFIJjム (アオカ

ど)尿が彰く,了.#菌類の7スペルギルス (他戚)属がこれについでいる は介l樹ZLiのムコール (ケカビ)

と引まl-U-Ll3mにくらべて少いが,6Jl,9Jlのようfs温咋吋こややもいことは.′､コ一･L,tiのものはl'.-:1融彩
杓Hl均所を吋む件PiLから姐ても1禁と考えL-,れる

結 書

イか.St知力製造丁稚別にカビの耗下数を検.けした槻fT,外｢湖ともJJ･'.処期の叫,すなわち.NJPIL･'Lrlは
.FLJ熟などを1TIiっている所がもっとも多い｡耶 1次調味 畑乾稚冷却Iiとは/I:処邦と漣純した堵肺 で行なう
域合よりも,隔離した勘所で行なわれているガがカビの紡F政は少ない｡従って/l三処規より.探熱までの1.杜
と,爾後の工程とは隔離された建物で行なれれることが望ましい｡

捜乾後の各工程の1掛こおける状態では工期によって運があるが.作文人月が多く,人の出入りの多い所程

カビの諮下敷が多いようである｡従って他のJxHJ.との同時代作においては十分il･.意LfLければならない｡

各1二壌Tigにおいては寒冷時のT嶋&_(ま少いが,租略称こおいてIiTJAの庶事,その他による影TFが多いた

めか,1二甥問に人きな農具が認められる｡

時期のIからは窄冷暗より温順時に移るほつれて落下数が多くなる〟,その柁腔はlI掛こよりPe.る｡

1j:お,この試験の朋掛こWlってJlビ接収槻桝の温此および杓J皮と,カビ蕗 ｢教との関係を換.けして鬼た
那,同 一時期,Fll-L掛こおいては切らかll脚淵朋保は恩められなかったOむしろ同｣時期においては他の

条件,作腰人L-1の多少,作兼状態,作瀧終J'織朋始までの処附などが大きい影閏を持っているのではないか

と考えられる｡

1二掛こ蕗下するカビの脚 は,ィ､完全頻出とIf.男顔瀬のぺニV リクム続 アスペルギルス属が多く,持合

要 約

l) イカ根魁の効●iWJr･lJiL班を換j寸するFWJから,TJ朝EAlに捕 卜するカビの時JIJ別および l_叫別の#,下
軸FtLJを倹暮けした｡

2) 各'&'_仙こおけるカビの紡卜散は6ル 9)｣の温嘩時に岬JJlL,lrzIB寺に各 l柳川LJのJJ_のllJが人きい0

3) これに放して3JJ,)2Jlの'礫玲時には全般附に数も少く,L助けUのjlの11Jも小さい0

4)命l二相を通じて/J一処乱 糾Fk,B灘などを行Ij:う場所にカビの紡下が多い｡
5) また作真人flが多く,人の出入りの多い所もカビの蕗 卜汝が多い.

6 1.糊に紡 卜するカビはイこ完全菌類と71兼曲詔のぺニVリクノ､幌 ･7ス･iA,ギルス杭がすく.柁介他

tfiのムコ-4,尻はLl弼11との(.-:)温首足時に ･滞 rH.I.Jこ1,LいてiByH･-.1しろ_



7J J二日-,の.!.tから各工稚ととの茎の促鼠については 卜分な考慮を必饗とするo

f Jt 文 #

1) 東田 ･成木 ･佐藤 (1956):此水洗月報. 13･(12)p･15

2) hî ･隼田 (1959) 16 (7)p･31･

n 帖煉 ･ガiJt･取m (1960)1 17,(10)p12

4) rP_川 ･♪ih ･企 (】961): 18 (12)p1
5) 咲Il11/r･iii.bi本 ･竹芥 (1961):Jt水式月帆 18 (L21p 7
6) 'tr'[軌 :応Jl順 Ij: 上･F(Tii行水).

7) )LH･JliHIIll‖･剛1-:款隼的甥換7)こ(TrI行.ll).
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水 産 製 品 の jJピ に 関 す る 研 究

第2報 イカの煉製品に付着せるカビに対する

調味料の影守について

火 Iu 寺｣ 必L_･仏 様 Jl(i 彦

StuJleSOn 】JungH sohtctlfroJ)1nlarincPro山LCtS

lt･ tnFILleJIL･er,∫ScaSOnlngOnthegrL-WtllI)Ll

rLLng11SOIated from smoked squid

YuklOOxuDA andTeruhikoSAT亡)

Theauthorshave)nvcstgatedtheInfluenceorseasomngonthegrowthoflunglはOLatcdfront

slr)Okedsquld,whlChwcTeprOCeSed川 theplantsdescrll光dlntheprcvlollS reJX)rt.
ThcresultsobtalnedareaSfoJlows

l) AllorfungLgrowbetterwILhaddlt10nOfsugar.

2) Almostallthespec)esofEungtarenotlnnuenCedby111CICaSeOrSl】gar(111;Ldd】tJOnOr5

-25免 sugar),butsoJTleluJlglgrowbetterwlthlnCreaSClnamOunL

3) Growtho††ungllSll]hlbltedbytheaddltlOnOlsalt,butthedegreesorlrLhlbltl0narCdlffc卜

tntbyElJrlgLSPeCleS･

4) AlmostaHofAsPeI,gJ//ILSSIX:CleSandl'elJICIIIIJLWISPCCleSgrowJntJIC InedlacontaJnlngl5

勉 olsalL

5) GrowthofA14LCOrSPeCleS･Smostink.bltedbyaddlt10nOEsalt

6) FungllmpcrFect)exceptoneEtJnguS,Wh]cLlgrowsataddltlOnOfoEsalt.arclnhlbltedby

theilddLt10nOrSalL

7) MucorspecLeSandTrichodermasI光CleS(Fl.tlg.l･叫X:rfectL)growlXtlerbytheaddltLOnOf

sodltlJllghtallllCacid.butnolsotheotherhJr]giobserved･

* 7

171旭製.■,んにおいて.調味料のu!川狼がその杵;戒性に人妻fj.影帯をもっことは,これまでの火際的漣駿から
t)

椴によく知られている｡jF必らは,さきにイカ漁魁品の魁造工挫中における韻味料の使用且が貯裁性,牡
にカビの発ffに彰書することを組め,各席使用調味料申塩分全集の多券がもっとも貯我性に形雫をもつもの

であろうことを推溢報告した｡

カビ頬lこ対して親昧料の種籾およびその多雀が,それぞれどのよう11形IFを与えるかについては,これま
での報告類も少く,またそれらの括巣もまちまちであって明らかでlsい｡

旨̂ ･らはイカの煉無品に付古しているカビ頬を分♯検IA.したのを汝仝とし,これらのカビ類に対する調味

料と,その浪艦Aがおよはす影響lこついて C之at光k｣た地を川いて扱対を缶tみたので,それらの培米について

報告する｡
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供 拭 菌 類

JJとの俳誌曲としては次のものを佐川した｡

罪1鰍 こおいて詣丑した1場で製造したイカ漁魁品を恕幽したVヤーV-に入れて実験室にもちかえり.
その 一定巣より,殺鑑冷BJせる/生理食塩水を用いて魁品に付着せるカビを袖山分鼓し,麹寒天培地を用いて

桃枠上.i養したものより得られたもので,Phycomycetesでは Zygomycetesの 〟〟coT属, Mycomycetes

では Asconycetesの AsJ)ergFIL〟S届,Pe〃JCJ//IJLl〃bi,さらに FungllmperEectlのか (那1-耶4歳

奉ILq)の各輔を桃カビとし,実験にあたつては地'J.(大利rhIJF地IこbJ繰込抹し,27oCの恒温器にli邸川哨瀬し
たものを鮫川した｡

拭 1挨 方 法

カビEilこ対する事創Jl物の彰7を換.I.1するため次の方法によって火施したD

す1..わち CzafXBk培地を基本としてJ桝,,イカ根製品におけるt薮Jtl昧料である畑地 血触 グルタミソ
鹿ソータの3矧 こついて検討した′

糖分の影苛を換討する場合には,CzaJXk培地の成分から庶政を除いたものを鹿本対照とし,これに庶地

を5分.)0%,15%,20%,25%とそれぞれ添加したものを比較川培地として用いた｡

また食塩およびグルタミソ頼ソータの影野を検討するためには Czapek横地を対円代とし,これに食塩 3

形,6%,9先,I?形,15免またはグルタミン簾ソ-タ0,ヲ%,1.0%,15%をそれぞれ添加したものを比

較川培地として用いた.,

ltlh7t!の培兵した供式カビを托9cmのVヤ-L/-に流し込んだ斗血培地にm捺染拝し,27.CIFli温 器にて
100相川特産したのち,カビの免/kのll触,発fl状態2),Rについて轍宇検対した｡

法政結果並びに考泉

1. *51の叫舎

CzaPCk培地より虎地を挽いたt,uj,およびIJrJ出各i止の此蝕を加えたものについて,JJどの発生状北を拙

黙した触媒は那1-卯4山こノバしたjdりである

第 1表 1̂tLCOr山の発伽こ対する拙分のガ71

0 5 lO 15 20 25

一 一 一 ± + t

一 十 + 1I H 肘

- :± + + + +

M〟EOrSJI川eSuS 619 - + 什 什 1十 什

旺 1) - カビの虎生が戚められないD
± カビの発Li一は止められるも頓川部の最iJJの部分のみ
カビの発生が塗代取 こ討†い認められる｡

前月に比し発育良好
仙 カビの発育状況は非常に良el･｡

Il) 祈2歳以下各点ともこれlこ坤ずるため省略するO

那 t必 こ見られるように M打COr (毛力ビ)展 4株は拙分の含まれfj:いときは発背が見られず,鮎分が増

加するに従い先帝が良好になる傾向が組められる｡また同じMJLCOrraEemOS〟Sでも髄株によってその発
))

育状態に多少の虐異が見られる｡､世相ま砂地より分澄した 〟〟eo'について糖の無添加の助合も発生す る

那,添加した場合の確1割まより火打であり,培地 100ccに対して 100gの庶糖を添加したものでもなお鬼fi
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は阻害されないことをiBめている｡いずれにせよ M'LCOY瀬は鮎の添加により食卓は一店良好に1ilり,添加

狼による差違は少いものと考えられる｡

第 2表 AspeygJ/ILLS属の宛骨に対する触角の膨嘗

㌃ 二 義 諒 有 -竺讐堅 0 5 ･0 15 20 25

AJ'♪PellJCLLloEdes

/lJ♪ LICrSLCO/or

AsLISyduLtll

Asp･tLSLlJS

As17ひC/IrtICetLJ

AspgLaJJL:〟S

:､ _

631 + L JE l1

642 1 l J1 1[

652 + H 日 日

653 1- 11 日 1I

-

･卜

jl
-

-
･｢

As♪e'g'I/"S(抱歯)展7株は第2iZに見られるように,庶地を添加しない場合先付の認められない も

の,鬼巾してもィ､良のもの,また免荷が潜血のものと色々あるが,此地の添JJlにより先軸まいづれも-始良

好となるC

第3表 Pe･Ll王JJL･L･川 朗の発育に対する舶濃度の彩管

雷 率 申 ｢要 撃 i〒 5 ･0 15

l'C〃･chrysogelHLllJ

Pe′LbrcL)I-COPLjPacLuTIL

l'cJLrqllHgePLu

PcIF.JOILLJLFILC/[〟117

1'cIL/TelJLLelLEalJS

l'elI,CyC/Op川m

Pelト′LLlHfuLostL7〃

PerJf01nmunC

Pen.dec〟mbcILS
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ŝbeygJIltJSgIG〝川Sのように糖の添加鼠の増加にともない,溌帝が多少良軌 こなってくるものもある
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2〉
が,5-25%の添加板では人きい屋矧 まほとんど認めらiUよい｡平沢は庶地 よ り分耕 した AsL'ergllL'LS

a,yzac,̂ spergH/〟SI)erSleU/or,As♪ercF/LIJSg/a〟C〟Sについて拭験し.Asp･gLoM1LSは軸の細添加の域

介はその鬼/I-は見られず,50g以上の添加では先付が小山になってくること,Aspvcrs'colorは30g以⊥.

の能の添加において徐々に允fTは,lLt良になり,Asp oryzqc は70gの鮎の添加により,允fTがやや小丘に

なることをJlめているが,これIilどを併せ巧えた似た,Asbc'3'/L〟S朗の由は始の添加奴が為しく多くなっ

た域合には,あるf:HIA尭巾がFll省されるが,25分以 トではます大きな彩管がないと見て度し31えliいようで

ある｡

PeHECl//JA"E(ア*カビ)崩は無地培地では耶)Jiに見られるように,I'elllEIIIlunlJulJIJlllEC//〝mの 1

椎を除き.人知分売かlt良あるいは先帝がiilめられ11いが,この培地に庶飴をJxlえることによりいづれも発

行は良女=こなる｡全般的に5-25%の渋虻のILUにおいては触ホ度の榊加に作う尭fl'の著しいBは戚められfi-
))

い.､†′沢もJm,は り分析した PcNICl/LJulNbi4f如こついて止験し,l顎掛こよりNt減のJeのあることをitめて

いるが,30g以 卜のUJJTlではJA女‖こlj:ってもPu鞘されることはないようである.,

従って5-25,%の地の7恭加は PenzClHIlultkJnこ対し人きな彰背はないようである

第4蓑 FungllmperIec11の鬼軌こ対する地裁皮の形管
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FungLIrrtFNtrlectlについて見ても節4Jlの如く庶地軸幡加の培地ではTrJChode=〃a損の1枚,pholnO
属
,PoecJIolnyCeS
属などの菌株のみが通'F;tの発生を見,
他は発育不良あるいはま･)たく発
生が認められな

い｡
またTrJCl10derma属の1株およびPGeu/omyccs属の菌掛ま,
糖添皮の糊加に作い発育が良好となる

I)
那,
他の人称力は鮎泣度の劇こよる発帝の丘は過められない｡また､巨沢はPoecILomyαS属,SIeI〃JPJLy/1um
bi
,C
LL7dosporluln属の3株について試験しているが,
培地10Ck,Cに
対し100gの舵もtEを添加の魅缶でも,
他のカビ矧こくらべてFLl害されることが少い頼lT･Jを'Lくしている<
これらのことからFunglJmperfectlのLXl経は,
態の増加による影野は他のカビに比べて少いものとJ;
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えられる｡
)17)

舶添加によるカビの発肯阻害については,培地を用いた半沢の報告の他にBlttlngが Tomato･Boll川onを
))7)

貯蔵するにあたって,lOBcに対し)70g以上が必要であると述べており,tllrStはJam中のPerlZの/L川m

glazLCLuNくその綬 t,AngerOn,SheaL,Benlamlnllt'により CorJ'enteLes蛸と命名されることが伐D.Liされて

いる)は65%以 卜の合杜では発育することを報告している｡

以上の枯淡より見て,助の添加によってカビの発77を阻磐しようとする場合には.相当漬皮の添加が必要

であり,凪常の調味に11Jいる程度の使用且ではカビの発軒を阻磐することはできない｡壌合によっては,か

2 塩 分 の 蛾 合

Czapek培地に前,T+己各渋蚊の食塩を加えたもo)について,カビの発生状況を勝 した括媒は郡5-8必こ
小した迫りである

第 5表 MALCOrJlの発f!Jこ対する塩分の形書
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m5Jlに見られるように 仙化OrRiiは食塩漬虻が増加すると我執まn]刺され,うち3線は6%で発.ffせず
9知以上ではまったく先帝が認められない｡これから推定するに 1̂ycoT属の鬼肯阻山こ塩分の増加はイ】効

なもののようである｡

窮6表 AsbeygllL〟S尻の発育に対する塩分の彩管
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As♪el･glliws仙こついては耶6点に見られるように Asp.〟sLas,Asp.ochTOCe〟Sのように,9%で完

膚が認められないものもあるが,AsL･verstCOLor,AsbgLG〟CA'SのようにL5%にもいてもなお十分発育す
Jl

るものが謎められる｡野u顎は15-20%の食塩ie5度ではAs♪eTgJLLLJSRは発生しIiかったと述べているが,
い り

Petrowaの試験では飽和i4度 (20oCで NaCL26.359gを100cc中に含む汲)でも十分発育することを示して

いるといわれる｡このよう11卦 i培地による差異の他に使用菌株によることも考えられる｡

AsbergIEL〟S属の曲が食塩恭度の増加と典に次三料こ発育が抑制されてゆくことは若者らの拭験 で も認め
い

られ,また野II等も記載しているが,これまでの接見あるいは食品の実状より相当高裁度のものでも,JA株

によっては発向を見ることがある｡



第7表 PenluLLl〟〝E尻の発伽こ対するih分u)ガ滞

∴ / -t･:･･サ ･･ _i 'T･IJJ･_
′00 …

L

日

昌

∵

:
.
:

;

H

T

H

.

:
i

∵

l'elIEJlrySOCCllLLIPL

I)e〝.breuEICOmLIaCl〟11t

I'cll.rqPIJIgCnq

l'川 .JqllLJllJIeLLLLIIL

/'elLノrcqLLCILIlJ/lJ

l'elt(y【Lo♪LILllJ

JJell/IJllItJLLosILlll

Pell.(01111IJILJJC

Pc〝.deC〝nlbe〝1

-

1

一

十

Ib

i

･i

J
･

十
十

ト

ト

+

+

-
+
ト

L

I

I

-

I

I

1-

1

-

J･

+

十
･
-

-

十

1

+

1
-
-

-

十

･T
-1

ト

ー

ー

-

1

-

ト

+

I

T

ト

+
卜

+

十
十

-

+

1
-

+

-

〓H
I
H-

ト

-

+

T

ト

ー

t

L
小

T

ト

penlel/LIWWE凧も食塩添度の卿加と射こ発育はb]J制されてゆくが,弟7ム･に見られるようには先ではま
I)

た抑1に鬼門することが題められる.同 ･種であっても菌株によJ)運搬が止められる｡永田によれは20免渋■)7)
皮では PC〝lEILLl〟miiSの-菌株は発生が認められなかったと述べ.Thon andShawは】5勉でPcnlCrLLIZL川

i)T)
はFuIJ_されるとい.I,ているが,Petrovaの江坂では麹和也水(20ccで NaCL26395gを100ccllHこ含む池)

で1よお允什㌻ると述べているという｡これらの差は培地および蚊川南性の屋共に基づくものと考えられ,也

))のJfl加によって鬼付を机審することはできようが,FILLLすることは榊tと考えられる.
FungLImperEecllは耶8よに見られるように,食Eiの柵J)Jと射 こ人称分のものは発fiかUL倒され,15亀

では CLodosborLuWlhJlの l株のみが発育を認められている

全般的に見て FunglImperrectlに対する食塩の添加は As♪erCILL〟S叫や Pe〝lCtLLizLm暮引こくらべて,

大きな阻串作川がiBめられるようである｡

以上製丑山後穀品に付着しているカビ類に対 する食斗綻hlitの発育を見るに,その添加且の増h]と射 こ

カビの発育は抑制されてゆくが,その程度はカビの凍湖によって柵1果っている｡食塩に対しても17とも嬢

い鵬 を示しているのは,子葉菌類に尻する As♪e'gJJLJLS凧とl'e"lfJILJum尻であり,接合菌類のMA'COr

抑 まこれらにくらペると朝く,また Fungllnr光rf∝tL知はこの内七の中仙に当り,大部分は蜘 )耐性をノバ

すか.FIJには著しく強い相性を示すものがiBめられる｡



第8表 FunglJTnPerfectlの発育に対する塩分の形f
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3. グルタミン強ソ-タのqt合

凋昧料としてもっとも剛 ･られるものはJW軸と食塩であるが,イカのは製品においてはグルタミン鼓ソー

Vを上成分とする化学謁嘩料の使用も1%以上を占めており,その彩管についても凋査することが必要と考

えられたので,前記拭験k,準じて Czapek培地にグ ,̂タミソ酸ソ-タを加えカビの発育状況を概寮した｡得

られた括巣は罪9-L2Rに'示した通りである｡

衣に見られるように At〟fQr属はグルタミソ鼓ソータの添加によって,明らかに党利 ま良好になることが

iBめられる｡また FungJImperfectlにおいても TrlChoder桝Dの諸菌株および二村IB歯の 1掛 こおいては,

グルタミソ酸ソータの添加によって発育が良好になるものがあるB

LかLMLLCOr属,FlmgllrnperEectlのこれらはホ明曲の 1株を除いて添加されたグルタミン酸 ソ-タ

出の変化によるBj削ま題められlitいO

これに反して AsbcrglL/tIS展,Pe〃lCIL/LJIWJkAlまグJL,タミソ鮭ソータを添加したからとて,その発背がよ
くなることは認められない｡

第 9兼 1̂〟cor属の発1日こ対するプルタミソ駿ソーYの形曹
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妨10表 AsJ"rg･LL･LS鵬の常軌こ対するグJL,タミソ赦ソーダの影筋

第11表 l'C･J'C'LLL'WtJ,Lfiの穐潜に対するグルタミン椴ソータの彩管
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第12衷 FunglJmperfectlの党Iffに対するグルタミソ鮭ソータのAZnL-I:
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イカの懐 剣 ｣Tn製造IIJL後,製,見にH～[しているカビの允T'rに別して,仕川.ll,qlJ人判がどのような影甥;をIIえる

かについて,C芝apek培地を川いて試験した結il主によると,使川正調昧料申.庶相の添加はjJどの栄発恥とし

て頂要なuil兼附の供給であり,カビの発fiを火bTならしめている｡肘掛洪肢が榊加すると共にその以遠圧も

増Jxlするため,カビの発創 ま阻害せられるようであるが,5-25%LILrの低摂政では掛 こ刀どの発7割こ'-Xしい

一̂異をJiえることは認められliい｡

グルタミソ散ソーダの添加は MtLCOrrhおよび Fungllmpertectlの rrlr/lL)denTJa屈など一部の繭株の

碓flAをJ漣灯I.Lらしめる力㍉ その他の FllngllmrxtrfectLや A†/'elgLJILIS尻,Pe''IE'IILtLl"病においては掛 こ
JJどの億hJを助Liすることは少いものと思われる0

.1l.日経料小,カビの備付こも-1とも大きな彩管を11えるものは良心である｡食垢折蚊が増加するにつれてカ

ビの発T†が榔l】llされる似rTi】はすべてのカビに汲められるが,FLLll肘 掛こついてはカビの頼頬あるいは純株に

より芹が見られるようである｡一般に Asf'ergILL〟3屈,PeNtCtI/lLJIW楓は仙約度の塩分中で先帝するものが

多く,MtLCO′属や Fungllmperfectlはこれらにくらペると,低前fu-の食塩命lRのLP;地で傭持される傾け.)

が儀いが,Fullgllml治r†ectLのIIlにはE5%の食塩添JJH韻でも,fAお溌frl)(安らtj:いものが )株紐められて
いる｡

々ITTlの試験は Czapekt刑也を川いてJdJ即七郎Tti独の影野を検L汁したものである〟.IR際にS)たってはこれ

ら相TIのlnl係,他熔加物の彬竹.Jk分介;1は どについても考膳を払わIiければならないことはtL'l然で,紺Ll

iEt柁11どL'これらのLJdLr･によって/..I.されるであろうが,傾向は大きな差がないbのと考えられる
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要 約

(1) イカの他動品魁逝泊後.製品に什蔚しているカビ類を5)熊 し.脚 末料の碑林,渋皮のカビの確帝lこ

およはす影甥について CZaPek培地を用いて検柑した｡

L2)-1作L七.11の添加は如添加のものにくらペてカビの発育を良好ならしめる｡

(3)川棚'5-25%のnJJI=こおいて. 確 のカビは恥添Pi=の仰山と八に億ffが良W･となるが.人郎分のJJピ

Iこは影轡がなく肌'&されることもない｡

(5) Ŝ♪crgt/ILLSJ痛,Pe〃FCIlLH川 尻は食塩の[5%耐JITTtにおいても沌付するものがすい

(6)MILCOr属は食塩の添加lcよりJq骨はFR審されやすい｡

m Fungllmperlectaも人部分食塩添JxHこより預ffが別巻されやすいが, I株のみ舶性を′バすものが

捻められた｡

L8) グルタ ミソ酸ソ-タの添加は MILCW 屈,TrTC/LOdcrlltd 尻の允背を良好ならしめるが,rlhのカビ

まかこはその怖加の有畑および浪姥による見料 ま認められない
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イカ製品の製造工程中における各種燐酸塩類の利用

第3報+イカ調味乾品の製法について

奥州 行雌 ･竹'G T'J.･食 用子.I

TUfk tsnrthel'111SPhatesontlleMa･1uraCturulgLJr∝ cssofS{Luid

TtL Ontlle SeaS′､ned anddried squid

YukioOKUDA,HlrOShiTA7CEYAandI(anekichilくoN

Theauthorshavestudledthelrlfluenceorsodlum POlyphosphateslnthemamlf.lCtur)ngpr(keSS

olseasonedanddriedsqutd TheresultsobtalnedareasroHows

l) ThecolourdeYelopmeTltOf､･LlntOnC●'(contaLnedlSOamy)gaHateandcllrICaCld) F●

react10nlSPreventedbysomesodlumPOlyphosphates

2) 日 "LlntOnC"lSaddedtothesohttlOnahercheJallngF●bysodlumPOlyphosphatcs･†rlPOly

telmpo)y-andhexameracompollndsareefrectlVerOrPreVentl0nOIcoloTlng

3) WhenmlXttlreOf"LlntOnCMalldsodlllm rX)lyphospllatesareaddedlothesolut10nWhlCh

contalnCdF ,he7(ameモaCOml泊ur)d[sonlyerrecnVeForSamepurPSel

4) Tll虫02lSTnOSterreCtlVeforthebleachLngOft泊りedsquidneat･BlltlfthelmlnerS10nt)me

lnWaterafterbleachlTlglSeltherexcessIVeOrtooShort.rlnalproductchangestobrowndurlng

preSerVatlOn.

5) lfuse lSmadeofsdlum polyphosphaleS,"LlntOnC"andrlz02foraddltlOntOthesquld

meatunderthe紙ttledcondlt)On,SOdltJmtrlPlyphosphatelSrnOSIefrectlVeandtheflnlshedproduct

lskeptlnWhlteslateforamostl011glln)e.

6) H use ISmadeolsodlum polyphosphateslnaS∝OIld seasonlngOrbolllngaSmlXed solll

tIOnWlth''LlntonC",sodlum hexatLLetaphosphateon)yLSSultedforthepurpse.

7) Useofsodiumpolyphosphatesa)onehasnoe打ectonpreventlOnOfbrowningd】scoloratlOn

# T

イカJ即Lr,r,1.にはいろいろあり,その多くは臼くJt:上げられることを輩求されている机 貯鼓CFIに次市に
Jt変して,過にはその癖B,価帆を損することが多い

I)z)
XJ7;らはさきに,このようtS畢攻は原料が-Bi;の低下lことも11-･'て進みtJJく,渦鴨方法や乾喋方法litどもま

た人きIil彬坪をもっていることを報告すると共に,いろいろな叔化PJJEl村lfIiFソトンCを使用することによ

って糾1糊r糊にわたり変色をElJぎ得ることを報告した

しかしイカ内や白身の札内をリソト-/Cで処理した城含,内色がdli炊紫色をrlLlするが,この呈色はl)ント

ンCのモ体である没食子鹿イソ7ミJL,エステJL,が奴内申に含まれている鉄イオンと鈷合して荷邑するものと

されている.また内Erlの金成イオソの存在は,魚肉の擢変を進める屯要fiL月子の一つであるともいわれてい

る.Jrltlてもしrt･Eちかの処矧こよって金成イオソをJ寸鎖し得るrJIF',リy 卜yCと錬イオ./によるTl色も也

t巧 l臥 叩2乍-1ゴ骨材:式 91および10)
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らず,かつ貯就中の変色も相当防止できるのではないかとYiえられる｡

イオン封鎖mの産品としてはいろいろあるが,著者らは食品添加物として..tr･TTTされ,かつイオンj=1蝕能)J

のあるものとして梯合燐酸塩に者目し,このEl的のために使川して見たところ,掛合燐酸盤中にはrfiこの

目的を果し得るものがあることを認めえたので報告する.

拭点捷iAならびに事書

1 リントンCと鉄イオンの反応におよはす持合妖泉Jiの形■

従来抑缶煉炭垢の鉄イオソ封鎖能力は トリポリ舛鹿ソーYかblとも醜く,ビロ嘆鼓ソ-タはこれにLICq(

し-キナノタ燐酸ソータがもっとも劣ると報告されている

著名らは鉄イオンとリソトソCとの間の発色が蛸敢胤 こよって約1Lされる糊介,これまでのRHlと同様な

括果を示すかどうかをまず試験管内で検討して見た｡

この較拭魚用鉄イオソ含有液としては lCClltに 1mgの鉄イオンを含む塩化帝 2鉄溶液を使川し,リソト

ンCは l/50cc波圧の溶液を,縫合燐鼓塩約枚はいずれも05劣柵9:の溶淡を班川したが.輔魚心と1)ントン

Cを偶々に用いる場合と,両石の混合液をJ恥,る槻命とを考慮に入れて'ji施 した

ます脚 10本に塩化耶2鉄溶液5ccずつをとり,それぞれ縮分輔酸塩蒋液を ICCから10ccまで1cc一

とに輔加して加え,さらに茂清水を加えてJt液を15ccとした よく混合したのちl)ソトyC約 5cc右加東

て発色状況を他案したE

得られた括異は弟 1表に'Jqした通りである,

すなわち鉄イ* ン含有牡を細分燐教壇で処理したのちリントyC枯枝をJvlえる職分｡

イ)ビロ燐鮭ソータでは塩化罪 2鉄柄牡にJllえると枚は ･ll_洞萄し沈澱を/lニするが,燐酸垢がJNIlする

と沈貞則ま次節に熔解し還仙こなるOこれらの軌 こリントソC紋を加えた似合,いずれのものもr.I.也がitJJ.めら

れた｡

ロ)-キナメタ煉炭ソータでは前栽同様-ELは潤両度を棉すが次節に透明になり,これらの液にリ./ト

ンC液を加えた場合,前記の液が透明にIiると共に着色しないことが認められた

-) トリポリ煉醸ソータの場合も -lHま渦両度を増し沈板を仕.ずる帆 輔鼓塩の叫加とA.に叫び浴解し

透明になる.,リントyC枚を加えると多少洞内していた液も逮IyJとなり苛色し11いことがiey)L:'れた ti-也

を阻害するに必要な坑は-キナノタ燐酸ソーダよりも少顎で効果が認められた.

ニ)テ トラポリ燐鼓ソータの場合でも-1Lは沈毅を/bするが,燐穀垢の坤Jxlと共にrillび桁耕運11月とな

る｡リントyC液を加えても透明液は幹也しない｡使用液冊から見るとも1とも効果が認められた｡

Pl上の搬果から封鎖能力の大きい帆 こならべて見ると,

テ トラポリ燐酸ソ-タ> トリポiF燐酸ソーダ>-キサメタ憐倣ソーyヽLJロ舛醸ソーyとなり.これまで

の報告とやや発った給恥が見られる
ll

既確の燐酸塩の鉄イオソIf銃能ノ)の比較は,鉄イオンとロyyカリ(KCNS)とのタ汚化付物JB成に什う

発色をおさえるに必要な煉炭塩添度によって比較しているので,甘&.らも戟イオンとロタソカリの7!.色に対

する燐酸塩の阻止効果をリソトソCの場合とfEllじ方法で検.付して見た すなわち塩化耶2鉄柄池と輯鼓塩の

混合液に1分ロダンカリ5ccを加えて呈色状態を枚方した 鞘られた轄現は邪2f{に示した始りで3)ろ.

この衣によって男色を凧止するに必要lj:燐酸塩帯2)少い帆 こ111らべてRると,

三三警誓書喜…;三ダ) -キサメ- y

となり,これまでの報告とrF'1じ傾向を′バしている

従･･,てロダンカリと鉄イオン リントyCと鉄イオソとの1.1色比LL.阻⊥=こ必要11輯鮭塩は,それぞれy/.→

ているものと考えられる



第 1表 鉄イ*ソとリソトソCの反応に対する輯態塩の影ず nL

臓 塩溶披(cc)㍗ 1
~▲一一＼ .

榊 水(a):-

折酸塩 ､戟奈時 ＼】 9

'F 含有液+
燐酸塩浴液

+ + L ;
l

- l - I -

: i

--~ こ∴ 二 i :-_緋 .I- ∴ こ こ ∴ 一リンけ C液 削 かすかに 削 南-てt' 削 剛 が多 削 萄-てい 監禁 篤 に 削 ま透 明 液:ま別海っている る い る

F一一含i)液+
燐酸塩洪液 ~

-キナノタ

蛸 ソータ 1上 記 液†赤咋孔 l赤 味 井(7-)8-5) (7-18-5)
リソ トンC液 液は濁ってL,沈鞭を生ずる

る .上氾液無色

･リボ LF

･'丘簾ソータ

l

に ,i: 紫 苑だいだい 亦 昧 & 変色をxJJ.め!=
(7118-4) (6-18-ラ) (7-18-6)L' 同 左 同 左 同 左 同 左

浩は剛 が多 憎 ま剛 が多 管は瀧ってL' 紋 は馴 j

F 含fJ液十
解放Iを倍液

･ 二 ∴ ∴ i:-.I,:I.･:J{ Å 烏 圭 ∴ ､∴ ! ･ ･ ･ い ･

テ 'rヲポリ

槻 ソータヒ記 液- う す 4' う す 丘 赤 味 井 変色を認めか(71)9-4) (7一 】914) (7-18-5)

濁っている い い

同 JL. 同 /.二 間 ._同左同左J同左
薙 l) F-I,tL有淡に燐酸塩を加えた時の状態 -透 明 ±かすかに濁っている 一濁っている 溝しく濁って'}る rL狼を牡する

8)
2) 色の凄示は ｢色の原典｣によったO ( )内の数字は同省の ｢色度一日付度一馬:T/贋｣である｡

3) 変色を謎めないものも大宅の場合には茶色峠を感するものがある｡



域旋盤溶液(cc)

9 8

第2表 鉄イオソとログソカリの反応に対する壌酸塩の影晋

3 4 5 6

7 6 F 5 4

同左同左同
･Y ∴ .∴ こ1. 一∴ ● ∴ ‥ ･

-キナメタ燐酸 ソ13{
,h 赤 哉 味 赤 慨 るい長味だいだい 赤 味 yl変色を認めない

i1-14-】0)(I-14-10) (2-115_-71 _出 7-6) .(7-18- 5)液 は 透 明
同 左 同

(1_1._帆 _琵ーl｡,蘇(71 :_,)R 芸色fi認 芸 な,忘 同 左 同 左 ･同 左 佃
= ポリ燐 酸 ソー タ 赤

竺 ｡,芸 =必 去 ,芸 三 ㌶ ｢ 芸篭 認 芸 ㌔ こ同 左 同 左 同 左 同

左同左同左

左同左同左

注 1) 色の表示は ｢色の捺準｣8)によった｡ ( )内の数字は同音の ｢色度一明度-苛波｣である8
2) 戟イオソ含Jf]J液に燐酸塩を加えた時の状掛 ま耶 l態と閉じであるO

第3裏 鉄イオンとリソトンCの反応に対する輔敢塩の影芋 L2)

∴ ∴ ∴ 一一
うす 市 紫 うす 背 紫 うす背味紫 崩

_ ｡ 端 数 ソ ー y (.8-,812 (.8-17 3)Si?.19 _-12,～(

4 5 6 7 8 9 10

6 5 4 3 2 F 1 0

う~亨一育 紫 うす 背 紫 うす背味紫 茶 白

18-,812 (.8-17 璃 ?憲 ,-T2歳 6̀i忘1,7 し11'b 同
液 は 透 明 液 は 遷 明 る

うす丑だいだい うすだいだい うす丑だいだい

三 _ 蕊 ;(2,'遅 禦 ～同 左 同 左は.6i還 ∑

--- ∴ _二 一 _ _ _ _I _ 二 十 一

洲 棚 ソー タ (I,-.8- ,)(.卜 17-.,臨 7:T4L?(20-,叫 (2ト 肘 ) (2… - I) 同 左 (jl;誓 同 左l同 左
- 液は透明 1液 堤 通 明 液 は 透 明 る 液 は 通 日)] 液 は 透 明 液 は 遷変色を認めない心持ち灰色がか

っている

背 味 白 うす増味紫 うす酉味紫 紫 昧 白

いlる い

ソCの混合液で,'iL 1) 本義は燐酸塩とリント 鉄イオソ含有液を処理したものであるO

2) 色の表示は ｢色の標準｣一)によった. ( )内の数字は同省の ｢色度一明変一考皮｣である=



弟4表 鉄イオソとリントyCの反応に対する市販切放tEの影辞 111

燐 酸 塩析液(cc)I･､･､〕 l
兼滑水(cc).

叫 騰 塩 ＼禎寮時 ＼ L

I三 二 1 _Do二
2 1 0

二 ∴ ∴ _.､ 一 十 ∴ ∴ ∴

F-含有液十 一
燐酸塩溶液 ~

･/コソFG う す 貞

一一一 舟L､: l'･::I
F 含有液+?
燐旋盤熔樵

千ニラ.+.ス 変色を認めな 赤
上 d己液 †い (苧_正 浩_?,(蛇 管,(,_L 雪, 同 左 も) - 上 二 : ∴

変色を認めた'

l

l ぅ す 炎

I. :二 一二 .･ 主 Jf-:l二 一 二 .:1.1 -■･.

リソトンC液 液 は- 菅は濁ってい:浩は別 が多芸豊 吉告に 削 ま透明 液 は 糾

,リソサソ区 議 譜 蒜 ±

二十 r±
茶 色 赤 咋 黄 L r赤 味 姫 う す iYL変色を望めな うす 戯 茶

ウ エ ノ 上 記 液 -(e-19-6)(7-18-6) 同 左 同 左 (7 18-5)(711914)i, 同 左 (7-)8-3)同 左

9ソトンC波 削 ま透 明 誓はねってい 悪讐 吉富に 経 は透 明 削 ま透 明 削 i透 明

タでソサン長講 翫 - ± △± 金一 △+ △±

コ_." ･ L記 液 十｡曹ー】卜 管)㌍ 即 ㌍ 浩 甥 (L L で)転 禁 巧 同 ,,-_ r司 左

ヅソトソC璃 聖 篭 こ̀警は掬ってい沈搬生成多く脚 生成･沈削 杓ってL'l沈沖荷色 赦着色 る

± +

う す 哉
同 左 (7-19-4

液はかすかに
瀦っている

註 l) F''含有液に補巌塩を加えた時の状態 一題 明 ±かすかに克っている 一統は南I-･ている 著 しく南ってい る .
_沈穀を生ずる △誠二汝が多い 血沈鞭が著しく多 い ｡

2) 色調の表示は ｢色の控や｣●)によった｡ ( )内の数字は同書の ｢色度一明唯一rS蚊｣である-_

うす 苅
(7-19-4)

液は透明



第 5表 鉄イオソとリソ トソCの反取こ対する市街横板塩の影f L2

也鼓塩科液(cc)

簡滑水(cc)
句 敢 塩

6 5 ｣ ｡9I･｣ -～

同左r同L-Iful左

H 咋 日 う す Hi-うすBLだいだい う す -FI う す Pt う す 盛 饗色を認

ぅ ル コ ソF･G (18-19- 1)(7 19-3)(6-19---4)(7-19-2)(7-)PIS) 同 左 同 左 (7- 】9-2) 同 ノ▲二 めない

霊讐 吉富に禦 別 が多液は酌 が多い菅は淘ってい削 希っている 雪は煽ってL' .蔽は別

う丁 青 紫 うす背味紫 変色を認めな
い

千ニ ラ ホ ス (芸 ,･I: 12q' 同 i 蒜 乏描 毒筆署≡ 同 ''- 同 ～二 間 … 左 同 町 同 左

式 t F,tJ 瓜 咋 モ 五 味 灰 葬 稚 灰 う す 範 う す 崩

タリソナン ･ウエノ (8 19- 1)(8-Ⅰ9- 1)(7-191 1) 同 /,' (7-19-1) 同 左 (7-)912) 同 左 (7-19-3)TE･1 左

液 は透 明 監禁 篭 に- 萄-ている 禦 空言かに渦 墓豊 吉窓に 管は祝ってい

ff 味 炊 うす r号紫 紫 味 白 うすたいだい う す 償 う す 苛 う す -&←

タリソナン ゴールド(】7-19- 1)(18-19-2)(19-】9-))(5 19-2)(7-1912)(7-)9-2) 同 ノLi 樹 左 (71 9-2)同 左

莞豊 吉告に監禁 譜 二液は濁っている発は剛 が多- 別 が多･.,菅は織ってい 禦 剛 が多

ーt_ )) 本劇i蟻酸塩とiFソトソCの混合液で鉄イオン色付液を処理したものである｡

2) 色のム′T;;王｢色の標準J8):こよった ( )内の歎字は同音の ｢色度一明産一考55-｣である｡
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次に鮎介娘放血とリントソCとのdtfl液でイカ内を処理するJhtfiをFi-えて,食品,D添加tilJ;;を変えてiL

ナこ.

すなわち試験γ110AlこリyトンC淡5ccずつをとり,それぞれに掛合燐故ELだ;枚を1ccか ら10ccまで

ICCごとに神仙してJmえ,さらに鹿滑水を加えて金紋を15ccとした よくdt合したのち塩化耶2鉄満政5

ccを加えてその年色状況を椴黙した｡得られた枯淡は第3Rlこ'Jミした通りである｡

出に見られるようにL'ロ燐酸ソータはいずれの場合lこbji･色し.また練が湖南していた トリポリ燐鹿ソ

ーYは液は適例である机 やはりIYt也かiBめられたoまたテ トラポリ燐酸ソータは5cc粒度で心持ち炊色

がかって見え,その後の変化はiHめられなかった｡ これに対して-キナメタ燐酸ソータはICK:Cの漆加によ

りややかすかに琳るが,li色は退められなかった｡

したがってこの均分,_'.J_色阻IL催ノ)の人きいtiにならべて見ると,

-キナノタ燐轍ソーy>テトラホリ燐酸ソ-タ> ト少ホリ煉炭ソーY LJロ洪鮭ソーy

となるo

m lムおよび那 2Jlの船児を比較する.に鉄イ* ソをAt公演厳塩で処理したのち,リソトソCをJxlえる似

合と船台煉炭AiとリントソCの出た枚で鉄イオソ合iJ-物を処推する似合では,使用Bf旋盤の見放を考慮しな

ければならない｡

すなわち舶眉の魅かこは,

テ トラポリ燐酸ソーy トリホリ地厳ソーy -キナノタ舛鮭ソーY

が幼洪あり,扱必の域介には-キナノタ燐酸ソータが効果があると符えられる

上jLl試験は抑(†蛸旋盤のqi似 こついて行11-たものであるが,巾取燐鹿毛はいずれもこれら域旋盤の此(i

物であるから,以 1.の始ni通りには行か11いものと考えられる｡そこで市取燐酸塩の歎I軌こついて同様な試

験を行なって見たところ,卯4ぷおよび那5鹿の枯淡を得た｡

鉄イ*ンを鉄酸塩で処理したのら,リントソCで処尺する機会には,第4よにみられるようにr打臓輯鮭心

中ミートソD･キュヲホヌが女健 児を,Jtした｡タリンサンウエノは iiは⊥三色しないが再び_土色してくるC

刀/L,コソFG タリンサンゴールドはうす且に古色する

次に蛸巌塩とリソトンCのdi合液で鉄イ*ン含(1枚を処Pfl.する機合には,卯5ilにみられるように,キュ

ヲホス･ミ-トソD jJJL,1ソFGが劫火があり,ダリソサンウエノ タリンナン1-JL,ドはEF也する

これらlh収拭他心の成分をカタログからひろってJ<′バすると.那6滋の逝.')である

弟6鼓 1fl 板 燐 酸 塩 成 分 i l

M uヤ.桃 の櫛隼 拭儀ソータ･メタ- -タlビ- ソー坐 り- 古 夕- リ

ミ ー ト y D

カ ル ゴ ソ FG

キ ュ ラ ホ ス

タリンナソIT)エノ

25

26

85

50

タリソナン ･ゴ ー ル ド I lq

0

2

勺ノ
0

0

Lr

.J)

1

30

註) 冬成分は各社の公点数によ･?た

那412,節5Jlと邦611を肘合してみると,タリンナyウエノ タリンサンゴールドのように幼児の組め

られlitいt)のは,岬休において劫火の趨められなかったビロ燐俵ソータの含fJ-姐の多いものであることがわ
かる｡

他の二名のfu滋はポリ燐飯塩の推知,J各地鹿塩の純度などが関係するt.のとS-えられるがIyJらかではな

い｡
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以上の,G止境からイカ内のL)ントyCによる着色を阻止するには,トリポリ燐触ソータ テ トラポリ燐酸

ソ-タ･-キナメタ燐酸ソータがよく,市販燐酸塩としてほど口供棲ソーYの令イ】ふとが少いものが劫火があ

るようである｡

そこで刺皮したイカ内をこれらの汝を川いて点熟し.B也のJl細を尖軌 こ検.付した｡

ます50-5デCの温謝小で枕Lf刺鼓したイカ内を,トリポリ燐息ソータ.テ トラポ9燐巌ソータ･-キナメ
タ甥巌ソーyおよびビロ燐酸ソ-タの0.5%液を用いてそれぞれLO分rLilJL'熟したのち,lJ5,(X氾漁度のiIソト

ソC綾で｡托恭 し,引拭き2%の過酸化水菜水を用いて2時間50'Cで讃白し,淡Jk小で3時間水脈Lを行なっ
た後,約20秒淋淡水小に過して脱水し,放冷後内の色の状滋を椴群したC

その絵梨 トiIポリ燐赦ソータ .テ トラポリ燐戟ソータ ･-キナノタ燐態ソータを用いたものは純白感をも

ち劫火が招められたが,ビロ燐酸ソ-タを川いたものは亦紫色をLAilした｡市販燐鹿足巾,カJL,1ソFG (求

lI蛾赦タグタ1-A) ･ミー トソDを川いたものはやや.1人げ んだl'[さであり,使用1割こついて号止が必輩で

ある｡

次にこれら地盤塩とリントソCの況合淡で.庶務する似合,池が人も主になると試験管内では如色にみえたも

のt.やや行色を題められる このItE合液を加鵜すると ･耕也は浪くなってくる｡すliLわち加為した燐酸Eiと

リントソCをdi合した勘合,および加漁10分後の古色状矧 ま耶7滋のどとくである｡

第7表 zu 缶 液 の 変 色 状 況

= 志 詰 ま ま 会社別 ･ 蒜 .蒜 完 誠 仁 志 加納 ｡色舶

L' ロ 燐 酸 ソ ー タ

ト リ ポ リm 鹸 ソー ダ

-キナメ タ燐厳 ソー ダ

テ トラ ホ iI甥簾 ソータ

タ リ ソ ナ ン ウ エ ノ

タ リ ン ナ ソ ゴ- ル r

ホiF燐巌 ｢タグタ｣ 1 A

2 8

だ い だ い 色 暗いだいだい色

だいだい叫をおぴた亦色 lだ い だ い 色

B 級 亦 色 赤味をおぴただいだい色

A う す 炎 色 81 色

8 如≒ 色 ･ う す UL 色

A も兵をおぴた8(色 ,JtIL<をおぴた旋色

C 微だい だい色 だ い だ い 色

C 淡だいだい 色 だ い だ い 色

D 淡 遜 色 拡 色

D 淡 亦 色 l榊 をおぴただいか 色

,1.t I) 燐酸矧ま0.5%淡を用い,これに同姓のI/5000リソトソC液を加えて観解した｡
2) ポリ燐儀 ｢タケタ｣ 1 AはカルゴソFGとILd.組成のもの｡
3) ポリ燐放 ｢タケタ｣2-Bはキェラホスと同一一組城のもの.

こU)zliた浪IIl,トリポリ輔旋ソータ･T トラポリ燐酸ソ-タ.ピ口演鼓ソータとリントソCを用いたもの

で.<:黙した勘合は内が亦紫色を帯びるが,-キナノタ燐巌ソータとリントソCの批合液は内にIlt色を認めな
い.

以上の冶柴から執魚ALとリントソCを別々に用いる似合には,テ トラホリ沸故ソーダ.トリポリ解放ソー

タ -キナノタ燐簾ソータを用いることができるが,ili合性として用いる句会には-キナノタ燐鹿ソータよ

り班川し得ないことが盟められる0

2 イカ肉の･JF白について

イカ内を庫々の翁味品とする場合,内の涼白のため 一般に油性化水淡水もしくは次弛硫放ナトリウムが川

いられている
り

為占らはさきに姶イカ製造時,ムVリ内の添Uについて検J寸し,次亜砿飯ナトリウムよりも地位化水兵
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水を川いたJJが軌 Il効架の良blはことを搬合した｡しかしながら.ムVリ後の讃白はその後の脱水がElJ耗な

こと,内が川+状になる火 Ĵ.tをもち,またNtイカ以外の魁.PF,では鰍切後の蔑白は取り扱い上.碓々の難点が

あるため, 鰍 乙は増抜き後.刺此花熟したそのままのものを涼白LJx.工を行Tsっている｡

またイカ曲昧 1品のFi城中における相生には,添仁),水fPlLの程度血Iplが大いに形甘するので,もつとt)

適1な治山,水IPl条件を求めるため叫び換pTJを止みた

新鮮な/i:.イカを､誕抜きし他部をJ8(り除いてからよく水洗いし,50-55oCのiu水中で撫Ifil]蚊Lftl洗液した

のち,第8血に′J､したように処理しその状怨を抱黙した｡

J.1I如こは砂地30も,血AL8.5知,叫の東0.8%の'.91分で泊lふし,亦外投書球を川いて屯伽を行なった3

第8表 恐 山 刑 に よ る イ カ 内の汝 F'J

油山刑

州事(i(人蚊川)

過 酸化
十､i:人

扮

ル

炊

ロ

･〓

帆

ク

処 珊 )) 比
製造時の状態および
穀 晶 の 外 観

糾皮したのち,沸Ji水LILで)0分｢批点熟,17(冷後. 製E,r'E,はやや哉色味を･!ijびたtiL

ムVリ,胡味,乾煉する｡ さである｡

A 判fiiした内を2%過良化水糸水を用いて50.Cで 示山後もっとも山 )感がする

30分IiU洩l'J,さらに粗氷叫で2時間Jk洗後,沸虎 も,5分間の煮熟で純白掛 ま失

Jk叫で10分riil点熟,IN冷淡,ムVリ,羽咋先様す われ,10分光熱では対,Wより愁

る い｡

B A同様処理.庶熟したのち叫び2%過廉化水盛水 特に2Id漂白の効掛i謎めら

_一 ∴ t十 - z

C の糾蚊した内を迫ちに沸購Jk小で10分riiJ.rA'蒸し 純t'_IR舶11製品が肖られる｡

たら,2%過鼓化水菜水を川いて50oCで2相ul漁 l

山,紙Jk中で2時間水rPl後,水切り,ムVリ‥娼

昧乾煉する｡

^ 和仮 した内を01年的扮桁汝にて常温3時r;il讃 讃白後の状世および勲品外地

宝言 ヲrT芸芸立志;…10分■乱馴 れ 水切 上 納 と人雛 認められ恥

8 割liLした内を01カItNlb)縦枚を州いて50vCe3

時riu洪山後,Aと同様に処稚する｡

C yJJ13(した内を0.L%肋扮柄汲 IAに35もii肢 1

ccを加えた7aを川い,冊弧で3時Iiil汝(Jしたのち,

AとIHl様に処稚する

D ‡放 した内をCと同じ液を川い5C'Cで3時Ju添

rj後,AとFpl倭に処稚する

刺放した内を0.1%次曲硫酸ソータ牧にて',l常濫

で3時Tru輔D,2時Fi'J水肌後.lo分F捌#熟放冷,

水切後ムVリ,調味VL嫌する｡

刺Jiiした内を0.1%次dEl故赦ソータ液をF机,て

50.Cで3時FLtI涛白後,Aと同様に処理する｡

以上の魁品を外観的に椴黙した絵巣はilに示した通りで,次亜Gt醸ナトリウムおよび噛掛はこの転勤｣
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効幣か少く,いずれも対脚と人且がiEめられ11か ,1=､避妊化水兵水を川いる増作,一rL熱扱軌11したものか

もっとも良如な出火を示し.gill)iE後IE'iちに軌二日ノたものは桃山城が軌いが,その後.R熟するにつれて白きが

火わ九.5タ州月の一花鮒 こより純白感は火われ,LO分間の庶糸ではむしろ対的l名よりも外観上小山とILり.内

のイタミもはIj:はだしい.別収後と点放牧の2回恐白したものはI｣さにおいて.6;糸按潰白したものと劇 まliL
いが内のイタミがはなはだしい.

以 l▲の!.lj.からみてイカ内を謙F'1する切付 乙は,適齢 ヒ水盛水を川いて.焦.M後に漁L'Jするのがも11と も効
】)

lIミ的であった 溝七らはイカ内を赤白する期介,常温では2年の済度か適当であることを述べたが.キLulは

tif抜状態のiJJ命の浪齢 こついて検討した
秋イカを別政処理した扱,燐赦ALとリソトンCでR耕 したイカ内を05%-3私の過酸化水瀦水lIJで別rC
で3時rfu添rJL,流水小で2時Eli)水洗いした披J即k乾煉 したものと,刺J生.推払後群白することなく-lefちに舶

叶妃快したものとを比校 した姑火は耶9ムに′】ミしたinりで,枇イカの軸/U'25bF追腔がもっともよく.少くとも

第 9表 過放化水糸水の浪収丘による故山矧史

過酸化水兵水ietIE

J1 胎 (末位川)
0.5(ち

J.0乍-

1.5も

2.0も

30%

別 .LL■. 外 hJ

71#い姓色を錯びている,

対Altより山 がゝ首十また且色が盛ぜられる.

沸かに炎色を帯びたJplI_Tt

はとんと鞍色は感せられIJこい.

I171占よL)さらにuい感じ

2.0知のものと差は過められIiLい｡

正)温段は50ccにおいて行なった

J.5%以 lのめ皮を必紫とし,A-ィヵにあ･)ては聞様の処用培rtiでは15も以 J.で人左はABめられ/iいL
過酸化水ぷ水はその班J11集作によって軌 }47采に芋 しいkが現われるといわれ,その舶 5̀する要糾U)人
きliものとして処理鮎皮と水糸1万ソ添腔 (pH)があげ られている 称に温蚊は人きな鵬係を もって お
り.iiiJ虻が10oC上るごとにその幼児は2-25L畠になるといわれている｡ 者&らは過簸化水兵Jkの添皮を2
Sbとし,漉温を30oC.40oC,50.C,の■C,70̀C,80LCにそれぞれ保持しイカ内の讃白状況を概黙した｡この転

科に淡Jkを川いて一HJ.熟したものと,妨敢堀とリントソCをJIい て.推称したものとをそれぞれ漁白してみた｡

守与られた鵜火はgilO劫と′｣ミした止りであるD

第10蓑 溢 Ill鬼 に よ る 漁 lノ｣l火 批

也

芸 榔 ･JlTEI 淡水でrA熟 した内をiBt'jしたとき
I妊

05駕 トリポリ娘敢ソーYで処 現 した
後,Ll5,∝氾リソトンCで点熟した内を漁
目したとき

l如 拙 削 純に30分糾 により文机 白さを 鮎 敗に2剛 桝 するも一柳 紫色 を
嘘する 2BftEIJ経過するも文化しない( 虚する 4時FilJ汝丁山こよりややJ'1色の 色胡

内に枇化状態は盟められない｡

3OuCの似介とEul様である

となる

内に叔化状態は止められない｡

軌'J液に2時rlU汝Ttiするも,まだ淡亦紫

色が銭-.ている その後徐々に消火し,4時

r;Uの愚Ljで丈朗Iit'Jさを嫉ずる

内0)状態 内に帆化状嘘は冶められない｡ 内に軟化状矧iJlめられない
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.-)一一 言 -rI∴ ..'1-:二∴ ∴ . 'i

l内のtC中 内に軟化状矧ま認められない｡

鮎 状況 _聖 に】_0分聖 よ｡禦 白きをT

漂白1時Efi]位より,淡赤紫色は徐々に失わ

れ,80-90分のaBL白で美野な白さを感ずる｡

2時間経過するも変色しない｡

内に軟化状態は1gめられない｡

無目液に30分浸執こより淡赤紫色は火わ

感ずる｡35分位の浸液で内は致かに貴 拘 れ白くIiった｡90分浸汝により微かにJK栂色

色を･汀Fぴ,60分の泣所で完全に汲末褐色 をおぴ,2時ruJで内全体が汲式栂色を呈す

をLl_する.

内の叫 舶 ･AL),を失い軟化する

淡白状況 l 群山池にヲ分汝軌こよりljくわ:り,15
分で微かにBl栂色を稽び,20分で淡式袖

色をユする｡

る｡

内は弾力を失い軟化する｡

療自液に】0分泣消により,肉は白くなり25

分の汝711により徴かlこ遜栂色を感 じ, 30分

では淡鹿褐色となり,60分で必旭色を旦す

る｡

内の状態 Iぷ三㌢ 化乱 く'指で附 と容易につ る舶 靴 礼 く'指で附 と紬 にくずれ

群山状況 黄白液に2- 3分の泌F'iで白くなり,

5分で歓かに哉福邑を感じ.15分で淡弟

粘色を(.1する｡

内はさらに軟化点しいO

讃自注に5分浸誠により白くなり,8分の

汝TRで徴かlこ灘梱包を感じ,20分では淡五

抽色を呈する｡

内はさらに軟化著しい｡

註 1) 洪白液は2%過厳化水盛水を用いた｡

2) リソトソCのみで避熟した勘合.この漬LB:の煮rl汝ではEiくなりにくい｡

3) (,も濃度の過貞削ヒJK巣水を用いれば鉄イオンとリントソCによるJrl色も消火する

すなわち温虻のL.itとともにださl'Jまでに生する時riilはぎしく)畑 されるが, ･b肉質は弾JJを失い易くId･
り,また矧iilの経過とともにBL色唯を帯びてくる失血をイJしている 汲水で.rL熟漂白したものは切断した場

合よく群白された感がするが,水FRL後細則した勘合には微かにR栂色をJEllしている｡

多姐の処矧こ当ってFLdT温処理では鵜の棚拾 ･LLA桔 軌｣の胡節も閑兼であり,!o'CJl下で行なうのかもっ

とも'tg韻なようにf;-えられる｡

次に水盛イオン摂政'がアルカ リ性に保指された似令,洩rj効n主がよいといわれているので,過酸化水来水

にアンモニア水を添加してpHを胡節し,過頗化水盛水そのまよのものと比較してみたところ,那 lliiのよ

うなkL火がi与られた｡

すなわちイカ内を燐鼓生とリソトソCでr̂恭したものはpH5.0-88においては漆白時間に屋をiBめない

が,pH9.6およびpHl0.6にもいては明らかにB,t白時間を蛾 することができる｡

･般に退散化水東水はpl17.0より徐々に分淋し始めpHll.5-)32において,はげしく分解するもので逓

倍pH9.0-L0.5で行うものといわれているが,出自のみについていえはイカ内の場合も7ルカリ性が或いも

のは漂白は早い｡しかし一jl内Trの軟化ははfj:はだしく,実用の点では適当とはいい得ない｡
次に漂r'j喝TLn=ついては那10必こみられたように夏イカの協会は50oCで9C分で十分漂白されたが,秋イ

カの助介L-5時FHJの鮒'Jを行なった枯淡では,2時間以上におよんでも幼架には何ら丑が,I,a.められなかっ

た｡

以 r_の絵火にみられたように史ィヵの場合は秋イカの場合にくらペて漂白月割肋 鴨iく,また同一時Tiuでは
流Lだがうすくても同じような軌〕結果が指られることは肉質の払紙の.a-1こ基問するものと考えられる｡

過酸化水盛水を用いて恵山する場合,熟 'j後ぬらに乾煉する態合申臓性のある叫が残るのみならず,貯食



第11表 pH他の変化による課 (J効)蛙

,.｡ 仁 ｡ l二 二〒 88 F

淡い兼Dtを描びたElさ内
の牧化はigめず

微かに紫)tをあぴたl'Jさ

内の林化は過めす

50分一 向 1

90*
描く微かに紫叫をおぴた

白さ内の軟化は止めず

同

.卜

L

日

.
ノ
′上

司

1り

同 左 l■司L.

棲く故かに紫咋をおぴたELは
内は箸l･軟化災昧

紫味を tH火 白 色内は軟化しィ､
良

微かに裁帖色味をおぴた白さ

内は ･博軟化

･20* ■≡≡;･を脚 の約 ㌦ lJl- E".Li rJ 左l
註 1) FLイカを50-55tCにて書岐0.5%トリポリ燐酸ソータにて10分l/5,MX)リントソCで10分.花熟し
たものを赤白｡
2) 処理温度は50vC.

ILJの変也がlIiくねるので適当に水L的する必薮があるCこの水IPlLのIll皮を次ujJ坂によって追光した｡
冷淡イカを解淡後説抜きをなし,JH内のみを50oCの温水でWl生し,0.5知卜iFポリ燐厳ソーyで10州:il,〟
典故さらにリントソCの]/5,000濃度のTh'淡でJO釧iiは熟したものを25b逝錐化水盛Jkを的ヲU'Cに保温Llit

第12表 水場し時ruJの追いの貯鼓性におよはす彩管

解 賢裾 鞘 裾 寧蟹 塁墨榔

<
'-J
J

L与･..･ 三二.:'::草さの
製品色項 鈍 EJ.純 白 やや鮎 やや舶 盟 等言をFJE
咋 矧こ対す
る 刺心 性

3

5

;I_ L)
?)

す
変

日

対

の
に
小
党
銭

-

1

f
LI

F
±

七

-+
ト

=

J
･
L

l

-

1
+
‖

一一一一
一

土

±

+

J･1
7

一
±
±
土
±
土
+
什

搬佐 一感じない ±故かに感ずる +感ずる ｣卜抜く嘘ずる
一白色生色せず ±故かに&-色を婿びた白さ
+淡いR色を婿びた白さ 什弟褐色

一

一
±
±
ト
.
上

土

十

I
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から3矧iiJ鎖白を行なった｡蔑白後全内丘を同一客豊中でときとき即 F･LIiがら水晒し,止め水の掛 12時

閥ととに換水を行なった｡

水晒し後Ih'ちに触刻 朋味 ･鑑煉後ポリエチL/ソの袋に入れて28±l●Cの恒温蕃中で変色状況を観葉した

枯柴は抑 2Rのj曲りである｡

Rに,Iミされるように内味に刺托味を感じない程度までは6*rj]の水晒しを必要とし,一方内色は水晒し時

胤がL<く11るにつれて,一旦青白された内が再び白きを失I,'て淡味を帯びるに至る.

したがって水姉しの阻まはこの払暁培巣においては4-6時間,すなわちか推定味かかすかに感じられるか

ちようど失われたころでLPltすべきで,それ以上Li時間の水晒しは内包が磨くなるばかりでflく,貯意中の

変色も早いI

以 l･.の枯淡からみてイカ内を群白するには 15-2%の過酸化水兼水を用い,50'Cで2時間または40'Cで
4時間赤白したのち,鉄分の少い水で4-6矧;I),すなわち畑峨 喋を感じなくなる程度まで水晒しすること
がもとっも隻ましい｡

3. リントンCと境酸塩のイカ内の貯叢性におよはすJf■

イカ内をリソトンCで処理する態合,頒良垢の適当なものを併用するならは,内申の鉄とリントyCとに

塵く着色をy)ぐことができることは前述した辿りであるが.この較クyトンC単独使用のものに比べて貯蔦

性にB-を生ずるならは目的は逮せられない｡そこで両省を使用した勘合の貯載性について換対した｡

A)aB味時添加した勘合

rf]-内 ll~似こおいて処遇した輪イカ股料 (7Lf糸 満白.細則を行なったもの)に対して,砂糖30%,食塩

85%,味の光08%などの湖味料とともにが旋盤 ･醸化防止剤を節13Rlこ示した'割合で溌合軸昧した後,赤

外線花球を川いて乾煉し放冷後ポリエチVソの盛にb1人し,280±I'Cの恒温器qlに放臥 色軸の変色状況

を観照した｡篠きられた絵児は第13泉に71くした通りである｡

第13表 第2次加味鴫酸化防止剤故川の効架

経 過 日 数
処 Ptl. 方 紘

対 J批(部品は使FTTLIsいもの)

-キナノタ燐酸ソータ0.3%を謁味料とまぜて内にu葡1

ビロ燐酸ソー70.3%を謁味料とませて内に汲和

トリポリ燐酸ソータ0.3分を調味料とまぜて内に混和
-キナメタ解放ソータ03%リントソCl/5〔伽を

詣味科とまぜて内に混和
リソトンCl/5,000を羽咋料とませて内に混和

タイ9 1-Al/10,000丘を凋味料とませて内に独和

アネピトーJt,lll,000牡を凋昧料とまぜて内に混和

5 7 10 】2 15 17

十

=¶

..+
±

±

汁

+

+

十

刊

+

±

±

+

±

±

十
+
+

一

十

±

+
l
+l
+

+
I
I
L

+f

+I

+
1
+
1
+
F
+
I
l
)

l

17+

H
I

+l
+

T

詫 L) 糞品掛iムVリ内に対する土である｡

2) タイジョーAはBHA系良化yJ'止剤.

?) 7ネビfL-ルはBHAとBHTを収和した水溶性の阜化防止剤｡

4) 白色変色せず ±微かに茶色を･73ぴた白さ ト淡い茶色を帯びた白さ Lト黄褐色

この虫にみられるようにLIソトンCを使用したものは,対敗にくらペて変色までの時間を長くすることが

できるが,やや炊紫色を塁してくる｡これに対してへ干すメタ燐鼓ソータと9ソトソCを併用したものは▲

古色が少なくかつ変色までの期間も9ソトンC甲独使用のものとの丑は扱められない｡

船台燐放生を嘩独で用いたものは貯簾中の変色防止効架はlj:く,LJロ嘩醗ソータはかえって変色を進める

轍向が.速められる｡
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この枯淡から-キナノタ城熊ソーYは灯i肘 !1.に凝滞をJ-1えることなく,イカ内u)リソトンCによる～一色,を
FVJぐことができるものといえるU

鹿化眺止&)申タイリヨーA (J3HA)または7ネt='トール (BIIAとBHTを含ilする水柄性液)はとも

に対地より多少劫火が温められたが,リントンCにはおよはない｡

8).rLJ必時使川した機会

一花熱時憐鹿垢とリントソCを川いる勘合それぞれの浪艦を決定する必要がある｡′達者らは変色 眺1r効 El三

のある市販燐酸塩Ll･もっとも劫火が多いと思われる市販燐酸塩の ミ-トンDについてl■hI-Eの朋係を検.けし

ナこ｡

す/i:わち50-5デCの温水小で撫押しIiから剃放したイカ内を0.5%濃L延のミ-トンD波で10分FZu炎熱,こ

れを掛 4必こ/J､した名詩度のリソトソC級で10分胤S.港,引き続き2%過酸化IK滋/kを川い50oCで3時lFUの

TjH'_l後,2相IFiJ水WlLをなして水切り後細則,調味,乾燥の上程を経てポリ.LチVソ滋に｣寸人28⊥ 1-CO)1-1

弧掛こ此過して状態の親祭を行った態束は第14虫に要約された通りである｡

第14表 補酸塩とリソトンC摂政の側係

I/2,500 E Il5,ODD lI/10,000
0.5% 0.5駕

都 1讐 讐 誓
したEjさ もっとも白く感ぜら

やや照ずんでみえる lれる

≡; l 六 .I.

05%

弥薪よりかすかに光

るも(Lさは良jzl･

l ]/25.000

'に炎色味を:汀ぴ

一

一

上

｣

~

nfと l) - 外観当日と変りなし 上 微かにb't色味をHlぴる
+ 淡い哉色を.:i;ぴる pトうすい丑褐色をエする

2) 燐漁船渋皮か渋くなると内が軟化LbJJいため0.5%とした｡

すなわちリソトンC渋皮の添いものは徴かlこ1月.すんで見え,諾隻度の薄いものは逝色味をHiぴている｡bu .■.

の外観では 】15,COO.-I/10,OGO渋皮のものが良好で,さらに製品貯蔵中の変色状態では,リントソC恭皮の

7'#いものは変色がIliく,濃度が沸くなるにつれて変色までの期r弘]は延長されているo l/5,000渋皮以上のも

のにおいてはその貯法性に農がiEめられtj:い｡製品の貯蔵 外観の雨血から見て1/5.000軟度が適当のよう

に考えられる｡したがって以 fLO)試験は燐酸塩濃度は0.5%,リントソC浪皮は 1/5,000として行った｡

燐酸塩はその種類によって酸化防止剤のリントソCとともに佐川してイカ内の古色を附し卜し似 ることは

1-Ill:報したidりであるが,この場合貯蔵劫火について検討するため節15& (.i-C)に小したように各様燐騰

糊を川いて拭験した｡すIi:わち胴内を剃皮したものを05%各燐巌塩で10分Fu],1/5,000リントソC紋で10

分ru,それぞれ.作糸後,50oCの2%過酸化水菜水で3時EB]法tj,水l柄3時Fiil,さらに敵地 し放冷,糾刻,.N,A

昧qL燦の⊥税を経てポリエチVソ旗に封入,28±1℃の恒温器中に貯城して,椙られた紙火はm】5滋 (iL～



C)の通りである.

経過Et敬
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】2

】5

】7
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経過日数

第15蓑 A 製 .i,i(.Wl戯

淡水のみ20分丁托熱

の 変 色 状 況 L])

トリポリ燐酸ソータ

リン トソC液 10分 分 布 軌

t

I
十

｣

2) 燐酸瓜 ま05%液, リントソCはIl5,000純肘 IJ｡

第15表 b 製 品 灯i戯 lTlの 'A:也 4人7)H2)

;'誓警 匿 畔 メ頼 ソ - l'191 ,㍍ lタ可 キニラホス

5 土

,o l :

l L) (J也変色せず ± 微かに丑色を帯びた白さ

1淡 い典也を滞びた状態 11旋褐色外板小艮

2) 蛸鼓H.高は0.5%舷ttJfJnl0分,リソ トンCは 1/5.000椎を性川10分rL熱｡

すljlわち トリポリ蟻酸ソーダとリソトンC処兜のものとリソトソC単独処72Rのものでは傑'Eを決め犬焦く.

-キナメタ燐轍ソータおよびテ トラポリ燐酸ソーダはトリポリ城俵ソータに次いでいる｡71】蝦お年概桟ILではや
はり-キサメタ輔醗ソーY,ポリ燐酸ソーダの号いものが効 14をを.I..･Lly)られたが,iliL七仲川のiiJ.合にくらべて
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第15表 C 製 .,E'E,貯 載 Eflの 変 色 状 況 t31

菅叢肇 凝 '芋 蔓忘孟;二; 亨

iF

2

-

4

tLt

6

7

9

川

_2

日

_6

_8

乃

27

叩

一
l

l

一

l

【
±

一

一
1
±
±

t

r

+

-

軍 事 九:言ソ ミートyD'191,誉 言リニケ:

註 l) 一 白色変色せず ± 微かにBE色を･thtぴたrJさ
+ 淡いBl'色を･描ぴた状態 Il共栂色外載木瓜

2) 燐酸塩は0.5%液使用10分,リントyCは1/5,000枚を使用ln分.花払｡

変色が早いのは,それぞれが含他の少いこと,ビロ燐酸が合併されていることなどに花組するものと考えら

れる｡

また節】5表3-crLrJに見られる貯蔵口数のノ削ま,各試験ケースa-Cの原料および試験｢卜の外川条件に鵜

づくもので,伏用産品の使用効果の椴列には変りfitl

第18蓑 混合液使用と柑々班用の貯法巾の変色状舵

法規

の
状

処

丑
7
時
私
君

)

-キナメタ燐酸 ソ ー ダ

淡水- 2051 7i;慧 孟遥 最 最
にて20分;斤浪

魁7時淡い黄色

教 懲 14'を･:Uぴている

Ji

6

8

10

17

14

15

17

20

23

白色で哉色時を感じない

註) -変色せず ±微かに妊色を描びた白さ +掛 ,炎色を芯びた状態 L黄枯色外板木月
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発熱時況合液として蚊mできるのは-キナメタ桝恨ソータのみであるので,これについて両名 を比較 し

た｡処理法は嗣名と全く同じである｡その結果は那16立至に見られるように対照より貯蔵性があり,両者のF1-ll

にはほとんど差が認められないが,トリポリ燐酸ソータで処理したものに比べるとやや劣っている｡

措 す

イカ:剛心ll冒.の貯蔵IFlの変色LJSJJぐJJ'法として,.作熟特リントンCをr机-る方法が行われているが,この
際リソトyCの に休である税金7:W イソ7ミルエステルと,イカ内｢=こ含まれている欽イオソとの結合によ

りJ･J(紫色にr;'.也し.この!lJl也は,d;J過群l'lにJlい る搾度の過酸化水式水の況既ではfi7火させることがむずかし

く,したが･-'て判.糾ま椛紫色を描びる火点を有している｡しかしIi:がら,この際磯､L'lli緋合舛離艦を川いて

欽イオYをJI孤すれば,このIi也は令く肌Ilされるか,多少で色しても財経の群F｣により消火し,純l′1な製

.守,が紹られる｡材令舛裁塩にはいろいろあれ,その種類,使用法によってIi生色PFLLL･.効矧こ迎いがある.,-午

ナメタ燐敵ソータは-)ソトンCと個々に用いた域!?,況命液としてJfい た機会ともに効架はあるが貯蔵rtlの
変色削Ir効卿 まi)ソ トンC単独班用のものにくらペて劣っている｡ トリポリ燐俄 ソ-タはiI上冷淡としては川

いることはできない机 脚々に用いた槻令は効果もあV).かつ貯蔵LFlの変色〃川_はリyトンC申独枝川のも

のと点はなく.もっとも効雑的であったDテ トラポリ燐酸ソータはriJ_色FfL止効果は良好であるが,貯蔵中の

変色mII効果は トリポリ舛散ソーダにくらペて劣っている｡ビロ燐酸ソータは全く効果が認められない｡開

脚 .'1-キナメタ燐酸ソーダとリントyCを用いる方掛 ま棚 (は りは良好であるが.,荷敷時tkJTけ るのにくら

ペてy,J なnlt命がlペ灘であるo

T,T狛 .1レびに聞役の水沢いはけ麟巾の変也に人きく船群するが,軌′川等の液温は榊 ､ほど,またpHイ州ま

アルカi.性の･掛 ､ものほどだ泊 は早いが内rIの軟化も.Zi‥しいoしたがって温度としては40-50.CでpH帆 ま

掛 こ甜雌の必要がないと思われる｡水洗小Lのな時は貯紛 いの変色が剛 ,〟,あまr)水洗が良きに火 したも

のは,肉仰 ま1.(1t味を.肖.rび貯RLrlの変色もrTiいので尉意LIlければならないo

要 約

り1 リソトソCと鉄イオンの反応にもよはす節介燐酸塩の彰軌 およびイカ内の過酸化水洪水による汗
L'lA件について換,付するとともに,これらの方はを応川した魁.守,の貯溝性について試巌を行った｡

L2)鉄イオン含有液に柵介燐酸塩をJNlえて鉄イオンをJil鎖し,リソトソC添加による_rlL_色反応をmLLせ

んとするAE],令,その封鎖効果はテ トラ.iiD燐憶ソータ> トリポリ燐酸ソータ>-キナメタ補酸ソ-ダ>ビロ

燐巌ソ-タの順であり,鉄イオンとロタ ンカリの裾也を抑えるtl,',命の劾架と多少界っている｡

L3】鉄イオン含話液に揃弓介燐轍垢とリソトンCの脈令舷をJnlえるji).命には,-キナメタ燐酸ソ-ダ以外

は効果が認められない｡

姓l市販柑命捕根城のLi～介は,iu 燐酸垢の介tltの多いもの,またはメタ燐酸塩の含fi主の多いものがr.1色

目LLl効果が認y)られ,LJロ舛横ソータの多いものはJA架がないことは,特休を用いた槻介とIrllじ傾 向を′J､

す ｡

L5) 抑Jiした後のイカ内について試験した括兜も卜記結氷と全くIP]･であったo

L6)イカ内を横内する似分.次4F･硫酸ソータよりも過放化水盛水による漂白が効果があるn

(7.糾吃後熱′1する方7.1J.･は内のイタミが人きく,かつその役の焦熱により預自効児は火われる｡

(i" .花水後漁L'げ ろのがもっとも相法架が得られるO

(9J敵艦はβ王Jいはと襟L'lは早いが内のイタミが早く,また内包は再び式色味をおび払くねる

t101軌1温雌としては40-501Cかもっとも適FQ=と考えられる,

uO pl寸50-88においては群白効脚こ差は認められな い.

u2)pH96.ll)6では摂自効果は良いが内の軟化が苦しい

u3)水祉ィ､1分(LLl鳩介は利敵味が敬いばかV)でなく,貯液中の変色がl糾 ,ため心桝しの必堂があるが.

拙rQ-の水l叫Lは内色の自峠が失われるばかりでIiく.貯領中の変色b早くなるから瀬けなければならない..
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04)人柄Lは剰裁味が岩丁残っているか失われたころ中止すべきであるo

uS)夏イカと秋イカでは使用薬品の添綻,使用時間を論集する必要がある｡

861那2次調味にあたり,-キナメタ燐酸ソータとリソトソCを用いたものはワ色少く,かつ貯蔵小の
変色もリソトl/C岬独使用のものと比べて差がiBめられない｡

477燐酸塩のみを用いた特命は,貯蔵中の変色防LLに効労となく,ビロ蛸穀ソーダはむしろ促進するfM･)

がある

的 蛸巌壕で処推した後.リントyCで処理したも0)では,トリポl)補醸ソーYを用いたものが4,1と

も好漁性に盲み,リントソCl柊独使用のものと人kが11い

脚 テ トラポリ地蔵ソーy･-キナJタ叫蔵ソーy有川いたも0)は トリポリ梯鮭ソ-アキ用い1=IL,の上

り肝鹿性は劣るが.対W.よりは良blである

亡弧 市板塀薮Biでは-キナノタ輯放ソータ ポリ蛸瞭ソーYの彰いものが効果を認められる〟.rll仏性

用の場合にくらペて空色が早い.

C11-キナメタ燐酸ソータでは,偶々に.Lf.熱する的介と縦穴油で作興㌻る頃合とでは貯昔性にkがiBめ
られない

争 考 文 献

1) 輿四･板木 ･托疎 (1955)-｣ヒ水拭ノJ報 12.(8)p21

2) 輿田 坂本 ･件廉 (1956) 此水江JJ搬 13 (6)p･10

3) 三 輪 (】950) ｣ヒ水式月#.7(9)p16

4) 三 輪 (】950) 北水試月儲 7(ll)p5

5) ヒ野魁戎鮎 燐酸塩過払祁

6) 小山 7LUi買(1958) 早柿田応m化学会報 25(66)p･17

7) 稲 沢 (1960) ニューフードイソタストリー.2.())I)61

8) 財団法人 日本色彩研究所 色の松草.
9) 綻頗 ･坂本 ･奥田 (1960) ｣ヒ水式月臥 17(10)pa2

10) 奥田 坂本 食 (196)) 北水試月報 18(12) pl



61

水産製品より分離せるカビの種板に関する研究

第 1報 イカ煉製製品について

tI.藤 照 彦 ･輿 n ll'･Hf

StudleSOI-SpecleSOlFungH solate(1rl.OnlMari･lClJrodLtCtS

T 0(Irul一giFrom sl110ked squld

TeruhlkoSAT6andYuk100KUDA

Theauthorsl･ndertooktoIsolatelhc(11ng】,WhlchadhereOtlthesllrraCeOlstllOkedsquldand

whlChgrowonthesrE10kedsqlHddurlngPreSerVattOn TdentlRcatlonofthefunglWasCarrledout.

TheresultsobtalI一edaresummarlZedごISfollows

l)Thefunglisolatedfromthesllrlaceofsmokedsquldwerelder)tはedaslOserleSbe】Onglng

lnPc〃JCl/lttLn7gems.5grottpslll̂ spcrgllhISgenus,2groupslnMtICOrgenusand9generaln
Fungllmperfectl.

2)ThefllnglWhlChgrowonsmokedsq111ddllrlngPreSerVat10nWereldentl丘edas2SerleSIJI

PclltCt/IILIMgenus,2groupslnAspcrgl/h/sgenusand2gerleralnFt]ngltmperfecll.

3)ThespectesolfurlglgrownOnSmokedsqLlldarelnamlnOrltyCOmparlngWlththosewhlCh

'ldheredonthesurfaceofsmokedsquld

4)Thereasonfo=hatfactlSCOnSlderedIObebasedonlmmerSlnge斤ectofaddltlVeStOthe

productsuchasseasol一･ngOr川hlblt10neffectofeachotherbysomespecleSOffungl. Howcl･er

studlesontheproblemarenowunderwayconsldeIlnggrOWlngCOnd】tlOnSOfthefungl.

抽 書

り
さきに兼占らは了ff内併魁T掛 こおけるカビの旅 F数とその様軸について報告したが,その際,臥別こイHi

していたカビと娘.Pn貯酔 いこ懲′ヒ生育するカビとの朋係について検.汁するため,工場より外気の汚染を桃ぎ

持参した日払Uか らカビを'jJ那して検身け ると｣とに,製..rL貯蔵小に発/Il/I-ffしたカビについても分離検糸を試
みた｡

t)
ヵ̀ビ'の介加 -の捌 11として飯塚はi'主幽類を構成する襟軌 勅了儲幽勅,ill.予納頬,および,ll'完全曲相の
うちで,主として州刺こよって佃性生姉を行なういわゆる和呼歯を除いた鞘5)で,しかも菌体が糸状を:7'す

る-TTTの徽4-_物ということになるだろう｡すIiわち1-主菌類の分取こr増しては分瀬の投酢を点現する用許の御

(class),ll(order).料 (fam.ly),属 (genus)など,ときには研究掛こよって意味するところが実り,

各Lrfの鳩界娘も必ず'Lも F(しないところがあるが,現(]-では次の軌こ分類する方ijこが過､vlとしてい るの
で.その方法によった｡

T 菌糸にまったく附A硬がない 諜繭湖 (Phycomycetes)

a 屯性/JI姉は内Jl:1る卵胞7-による jJLl歯軸 (Oomycetcs)

b 有性生袖は外′Fする搾介舶了l一よる 接合両軸 (ZygorTlyCeteS)
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Lf Il性胞子は7tに内作.する -T紫朗煩 くAseomycetes)

打 有性胞子は的Tl吉に外生する. ･･担子頗類 (BasLdlOmyCete)

Ⅳ 有性胞子は題められす熊軽粒子により繁殖する ･不完全尚効 くFungLTTT)Perfectl)

この分類にあたつてはカビの形態,特故などでき得る範tFH内で詳細に検品寸し席尻の決定を試みたが,カビ

n体保存巾に変化するものがあり,かつ限られた施設,器娘,文献などによらざるを得ないため,種名の決

起閃僻なものもあるので,ヰl可は子禁幽類および蔀-&加は属からさらに groupあるいはserleSまで,ィ､jE

令状矧 引LtSまでの分矧 こIFめることにした｡製.罷に什荷していたカビのうち,現n_ri'お挿抗の決定7TrllLl)(

たいものが少々あるが,これらについては引拭き検.相の｣･報11干したいE.
搬告に兆せち,rJf究退行小樽々鮎 旨等とれ促でほ いただいた北和泊人､̀7水肘 ;''和如勝て教Ijt_の木付.汽/A

仙丁.I.7脚 rJは帥)丁のr■叫tに対して深茶の謝意を)け るbのである

材 料

採 取 方 法

l 利息に付占していたJJビ

rrJ内政丁均より外Jiの汚染を防ぎ持参したイカ頒製知n7.をJI三理的矧'Lt食垢JM ･で一･定時問伽鞭し.軌IilTビ
I)

ぺ ′トにて舶tl1枚を 一定符苑桝取し,后平培兼法に従い粒汁発天培地 (BllglOo,以後斯汁准大竹他とはこ

の漬皮を指す)を用いて培肴した後,常法にl'tって分*,純粋特集LtJtiJ:村村とした｡

2. 製品の保存巾に発IFJ Ft育したカビ

l. 製品に発ノ暮-･/ト持したカビの cOlonyよ()･ELl金n宛胞子,あるいは分裂JFを桝放し,飽Fr'JSペLR
l)

地に平両替抹粍凝1-1､により割線鞄托して27°Cで析蕗した後,I.･有法に従い釧稔純粋培斉し眺試H料とした｡
't. 矧Pnfこ71d介稚′lして分離のやや閑雅と思われるカビは,后1･蛸足肘 こより粗目 ÌiJf培地を川いて

).t足した緒,I.LIJ･.ir)､に従い分離純粋).i斧し鵬拭け料とした.

根 葉

4)
分推した曲株について co)onyの外地を抱竹するとjt･にSlldeCuhure71.に付した力淡で.ホーJL, ス
ライドグラスを伏川し.ih:式特長したものについて繭糸休,子実体.その他の器17などを耶款放 下で挨 Llt
L,捷靖の後楽をした｡概繋轄梨は耶 12壬およびび耶2衣に要約したD

SlideCu)ttlre法に埠L=た方法 ;あらかじめVヤレー内にホーJL, スライドグラス.力′く-グ ラスを置

き,そのTにU字7,のグラス拝で作-I,たスライrグラス静託ftと泣鉱を敷いて鮭漁相磯する｡次に試験鞘内

の榔 ｢寒天培地をJJ:点前群させ拘引rCに冷却したとき,試料カビの挺了を減軌'1企｣でとL)よく11川lL,淋

頗した柵門ビぺ･7トで,その 1-2滴宛スライドグラスのホ-JL,に旅し,相月JL,11いうちにカバーグラスで

おおい,軽TT:して培地とカバーグラスとのfZlJ降を少くするへVヤL/-内の泌机に淋純水冬日ぎ F卍のように
YI=倒したスライrを紳t'AlfHこのせ,27.Cで培還し検鰍 こ伏した

第1表 製品に什Flしていたカビの旭群鵜火

1Xl推 No cotonyの 内 舶 rr')親 祭 PLi 歓 鎖 (JtJ 槻 祭

∴ :'.了了 L..:lr:-I:. /.l一 ･言 ･:T.:･喜::I.∴ ∴ ■二::∴∴1rfJ.1ろ.

1 もあL),群梢の附やをlJ-している〔 (阿yil. ln-

1ll1

6r'2 cOlonyの小lJ!は乍也に'Iiい 払 ,Tf′11胞 T･hJlliィ､鮮行状でm状仙まtIl.人件 にI.i'Ll'

fL･.丁.L='tJ-HJ;.lrlいI.q持軸;ri!l -r.sterlg'T･ataLmelt･lae土に朋 t/'M りb･.て.iJ
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614

え,次矧 こ全体に灰色がか って く

る｡東面は糞色である.

明市緑色で白い二軍の周操部を火

え.次郡 に食仏が炊色がかってく

る｡独浦!!宗で九IT11はLY(色である,,

I't暮止也で;JいJLl紬雑をl与え,次邪
に全休に汚緑色に変化し,繋rbは枝

&色より哉色に変化す｡

ビロード状AlJfは也でL′lい周描伽を

iもえ,次号掛こ灰色かかった色に変化

してくる｡)主は淡p-色である｡

ビロード扶持は色で白い周捷布を

Hえ,次邪に灰色かかった色に変化

してくる.兼は淡炎色である｡

ビロード状背緑色でLjいJ月練卸を

持え,次邦に秋色がかった色に変化

してくる｡髄は扱炎色である｡

如色の粉状で細い鯉があり,rI

tl周捷布をEtえ,次邦に全体が炊以
色に変化する｡粥r帥ま披UL色である｡

淡泊触色のビロード1人で白い周軸

部をはえている｡雅Irrrは淡白Ht也で

ある｡

i哀色で白いIL9線部をftえ,次卯に

汚根色に変化する 卓!凧ま瀧抱赤色

である

炊付触也で白いlIJ和雄を1ミえた

ビロード1A:で,1帥Ili淡 UL也であ

る｡

側密rLh色の綿モ状であるが,吹

第に鼻暗色に変じてくる｡

i一色で白いl月妊恥をLLえ,次邪に

全体が哨#灰色に変化する｡俄雨は

稚jK'色である｡
涼紺色で繋耐i声隻炎色より哨梱
包になる.

朗 徴 鎌 lr･) 葡 群

る｡ (図版 1 23-2C)

典型的な不紫芥状の分生胞子柄で隔壁 があ り.良

く平村である｡謂状体は metulaeと ram】とからIj.

I,ており,rnetulacの下が分岐している.汁/l-胞子は

球形でその連矧まはほnl捌人である｡(阿脈 1.3･1-

3b)

密着しており,短柄掃馳 群で分け:.胞7-は小 さ くそ

の差掛 まもつれているが,ほぼFll土帯状である｡ (同駅

∩.la～ ld)

分/l胞子 柄は小粁料犬で榊 J:体は紙人I′Irこな ら

す,StellgmataとmettJlaeとに分れ,分岐は僻であ

る (図版71 2a-2C)

分It二浪下書州ま不鮮 行状で.TF状仙 ま拡人件 にな ら

す,sterigmataと meIulaeとに分れ,分岐は幣であ

る｡ (図版Il.aa-3b)

分/lr胞子bJlは,Il解行状で,･TFIJ:休は拡人件 にな ら

す.Sterlgmataと nletll)aeとに分れ,分岐は僻であ

る｡ (図版打. 1)

MonoyeTtlCluata-Ramlgenaで分IL胞71柄の先は単

袷/L状の詣状休で1(坦ulIIJL-分岐が多くまた,ftTt'全態

も多く見られる (図版n.2)

分/k胞子脚ま小帯帯状で,符状体は拡人位 にな ら

ず,Sterlgmataとmetulaeとに分れ,分境は密であ

る｡ (図版m 3)

分/l胞 子桝は不軒帯状で,節状体は metu)aeと

ramlとからなり,散開性で sterlgrnataの先は細良

い,分Fl:胞子矧ま散人的である｡ (同駅m 4a～
4C)

分/I:胞丁附ま小熊剤犬で,謂状体は拡人件 にな ら

す,ster)gmataと metuLaeとに分れ.分岐は婿であ

る巾 (図版m 5)
繭糸に隔壁があり,褐色をTiしている｡JH.･削こ小さ
い胞7-が盟められる｡ (図版Ⅳ l)

分′LIT胞子掛まイく#帯状で,謂状体は拡人位 にな ら

す,Sterlgmataとmetu)aeとに分れ,分嘆は解であ

る｡ (国阪Ⅳ.2)

分/L･胞子柵は申輯JJ三伏で分岐せず.てl'･tnであり.州

枚歯糸から句rflにlIllJiして先端昔は膨 らみ.伶/ト4人の

､teTtgtnata(1/･ 9J▲1本つけている 'jl/l一胞子は
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磯路 No. Colonyの 内 服 的 観 察

6)5 円桜色より武神緑色 に変 化 し,

colonyのrIl心年分は羽毛Q_つて Ii,.

り.やぶHA:となる1R両はFL色

616 ネズミ色のFIl.tlたでソ1.m'fi純LYi色

で.もろ,

617

6t8

619

670

n.1純色の colonyでソi耐ま維LYL也

である

ネ ズ ミ也のW,モ代でt的hlは伐れ

也である

北部がJIL.っぼく,伏鈍色の約℃状

で亨長所は枚苅色である｡

孔山色の純毛 (薄い菌糸屑)で

孔l'l也と=■f純色の斑点を托えてい

ら

7:史紅色の総毛状で,こと漣 に得†T
L,色凋の添いS分すなわち,菌糸

の先尖郊分は粉状として訓常に飛散

LLもい｡

乳白色の稚毛 (薄い菌糸吊)で

孔rj色とllll土色の東点を ftえてい
ら

621 1】 1

624 ネズミ色の光aくある拓毛根でii長府

は枝LY;色である

前払色のビロード状でLノ,lく,縄に
蛸FJE一上色に変化する

No.625と顆0､1しており.折が也
で絶｢鳩lぺiH生rflるが,No625

期 歓 鐘 的 槻 繋

球形で 25-3F'で連卓削ま円墳状で良いO (関取Ⅳ.

)a-3d)

帯状体は掛密生で rnettJlaeと ramlとからな1て

おり,2-3Eol分岐する｡vllldlCatllmFF蕪で分ノf:_魁
I-‡州まjl王佐のもの,単軌のものが況在し,別fHAitでLf)

る 分′I-_胞了･は球形でLtll_托3jL(国附V 4a～4C)

Racemomucor即で艇了.繋附ま繭糸より甲牧に伸l<
す るもの もあるが,多くはィ､粒ulJに分岐 している.

胞子兼 (30-45J̀で球形)の外壁は切片的にこわIt坊

い 胞7.は5-9J̀Y7- 10l▲(回駅V l)

分/I:胞 7-粥はJiくrlJ堵状を呈してお り, PemcLl

Hmm b王の MonovertlClllata に01ていろ,,分′卜触T･

はLILHP,である (円材iV.2)

Racemomucor即で胞7書的は菌糸より叩帆に伸Li

するものもあるが.写くは小牧州こ分岐している｡地

下頚の外1割ま切Jl的にこわれ与か -｡ (図版V 3)

CymomucorEUで胞子章帆 ま傾剛 火に分岐する｡馳

7億は糾かい夕日J:で,lfl柵の先端にわずかに利伸のt)

のをも･,)ている (同駅V 4)

朋糸休にはW畔があり,J鮮也で,胞ThJlは (､収uElに

与j岐している 鵬F蝿は1■l也であるが,次邦にrY右上色

J.)i,_洗い純色になる 1 3I上付の卵形および 2.5-

3.OILの球形の胎7-の触りである｡ (阿触V 5)

l封糸休はjS朋で先胤 ま分岐し,胞7-は叩JFfで'̂(L対･rミ

の 先権にJI:.じ,EllLr的lこ岬稚し小林11胞 Tl雌 とな

る｡後にllij糸休のところから分piiLはらはらになる

(同駅V 6a～6e)

曲糸体には網噂があり,撫色で胞JF師はJr;如tllIに

分岐している,胞子椎は白色であるが,次邪に◆fu色

乃i,洗い一美也で.卵形及び球Jfiの挺7･のJ鴨である

(F耶ftV.7)

1■Tl l (円RltV 8)

RacemomllCOr群で胞 71貸附まLXljl=よ()rr一触に

伸J<するものもあるが,多くはJlt規tILlに句岐 してい

るo艇TiSfの外qyは切IT的にこわれ鴇い (阿恥＼l

1)
偽糸肘ま【.維丘は色で多くの隔壁があり,暮鮎 Jtより
分岐して述約位の卵形の胞子を作る 艇 Fは31J･-3

6JL(同駅V1 2a-2d)

lnJ肘本は白.樅 は也で 彰くの隔呼があり･I'ii糸休よ

り'')略してJ±相伴U)叩 軒の附-(-キ作る (阿脈ll.3
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coLoT)yの 内 肘 的 観 が 朝 敵 鏡 rr:) 椴 繋

627 i

L

628 I

に比較して色調がやや添い.

淡推桃色で全体に!'Jい舶毛が･毛羽

llrっており. colonyのLLl心軸は右上

也でこのu也は次卿とHtl%貞色に変化

する｡銘仙-は月桃色で次第に汚色に

変化する｡

coJonyの小心 .部分は軸也でそ

の外仙まFlLti也,そして周は知は山

p也,吹;糾こ全休が添い拙色に変化す

る｡態LEulま拡也色で培地を始めてく

る.

629 手兵色のYIJE状でtlが拠 るに従い

1:芸警 に変化する淵 棚 色

630 ▲ COlonyのLLl心部分は故触 也でそ

の外側は捻色で山い旭は雅を11えて

いる｡次邪に位也の斑点がでてきて

さらにテ与姓純色と渋u色,Ia也が加

わりハう｡光lElはIyt炎色o

No630と鵜似して い るが,No

630a)coLonyの恭一正也の部分が.

この Colonyでは泣iLi丘色である｡

.､ 一一;I.I.:･1㌦ .i . .川 ､

をはえ,次節に全体は次 u 色にな

る｡ソ帥lは淡炎色である｡

633 r-Iは色で白いJr.qu部 をiミえ,吹

抑 こ全仏がLkti色になる｡書とは淡B(

也

摂純色で矧lllIま掛.梢 純色で あ

る｡

635 rj色の純 色状でlll心難分に凝掠

l 也と榔 弧 がある9

6,6 L ,_lい机 が t洲 .ってお｡,吹

::'･言 :::三.I:i..I:l'-…

637 1 col｡nyの七日ま茶船色であるが,

a-3b)

幽糸休より分/L胞子の如く卯球形の連鎖性の介滋子

を作る｡ (図版Ⅵ.4a～4C)

タJ生地 (一帥 ま盤ii-瞥拍J上状で知的軌粒状であるc
LIJteO･Vlrldaでi描 糸は紐状を-JすD Sterlgmataの

先は尖っており,lopL3..分こじ胞If･は 2.5-35FE(凹

版lⅦ.la- 1b)

分fl-.胞子寸桝ま小鼓拝状で,/AF鳩糸より伸L<してい

る｡:,T7f状休は倣LW1性でなく据ZILしている｡ (図版lV.

2a-2b)

やや発荷が遅い｡分!出払+柄は中村で頂兼はフラス

コ形,Sterlgmataは捜列であり,分生地+はわずか

に糾粒性で 2.6-4JLの球形で lactphenolでl胡定す

ると鮮i炎色 (emerald-green)になる.ld定しない分

吐胞子は淡凝較色である｡ (図駁Ⅶ 3a-3b)

1Hl l (LgI批Vtl.4)

MonovertlCLl)ata-RallllgeZlaで分/I.胞i的の先はIIL

棉/_L状の苅状仏で小成AElな分岐が多く,また小誌仝態

も多く見られる｡ (EZ]版Ⅶ 5a～5C)

分/上胞fhLlは単斡tI･状で気歯糸より如くIlllkして分

岐し(i-い 由糸は冶Al;状で指状仙ま微細で分/I:.艇+yEl

は良くI叫&状である｡ (図版IJ.la～ lc)

分生胞子附は串qtl二状で分岐せず,平附で あ り,

州汝幽糸からシー小に伸Liして先端は膨らみ,冶生状の

stcrlgtnataをつけている｡分生胞子は球形で連鎖は

Hl轟状で山 ､｡ (EEL駁11 2)

慮糸仕には関里があり,無色で,駿+抑 ま不規則に
分岐している｡胞+塊は山色であるが次芥に添い税色

にな るC卵形乃j,.球胎の胞子のil妄りであるO (図版

lv 3)

暗虹色の PycnLdLIJm の 叫こ胞+を数多く持ち,舶

LEす ると噴火｢‖亡が似したl~は り胞+は押しLLJ.され

る｡胞子はL'l色で禎く小さい｡ (阻敵lⅦ.4a～4d)

No636に頬似 した PycnldLum をイJしてい る
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出両に茶色の丸i毛がある｡胡瓜ま.W.

枇色でJll心髄分は扱色である.

638 No637にZEi似しており,色淵は

やや淡く茶色である｡

639 山色の純毛で舛JJのある感じがす

る｡次節に:肌色かかった色に変化し

てくる｡耗lLliは白色O

640 淡白桃色の綿毛状で,廃山14ま血hl

と色i郎ま似ているが,廉く淡い捻色

を呈している

641 No640と点く類似しているがγと

血は淡弟色である｡

642 ビロー-1状でHは色よりl欠邪に暗

r雉達也に変化する｡2帥)はR位色で

ある｡

rJ色の射蛇 で緋JJのある娘じかす

'' ∴ l∴ ∴ ･''

644 純色よr)洪rYu色に変化する

袈rblは亦捻色に瓜色がかっている

645 的据な総毛状のtlj鎚色で次掛こ暗

色に斐化する｡ヅt血は梅捻色より.L.tl.

梅色に変化する.,

646 rY純色より恭Hu色 に 変 化 す

る｡rnI帥まB(色である.

647 irl色の純毛状で純色の軌1人があ

る ｡≠紬ilま31'色である,

648 ビローr状肯純色で白い周は雑を

iiえている｡矧納ま黄色である｡

649 TT司 Ⅰ

瀬 散 鎌 的 鞍 群

那,農捻色である｡胞子は白色卵形で 6-7.5F･×3

-45JL｡ (図放Yll 5a～5b)

No.637に頬似しているが. PycnldlUm の色は茄

色である｡ (図版IX la～tb)

lXZ糸仏は道明で短杖状に Sterlgmataが膚LLL.そ

の膨態は多廠多様である｡滅相色の胞子は叫独または

bi状についている｡胞子は捕球mUTj土球形で 55JA～

75/AX55JL～9JL(図駁Ⅸ.2a-2C)

親糸体には多くの硝煙がある｡胞子はiI状を呈Ll

～4の隔壁があり,純色で房状に着生する｡良さは
27I.位 (図版D( Sa-3d)

ト'1 I-_(En駁LX 4)

胞子脚ま中村で,ちぢこまった軽′トな分生良子yJtが

iZ!められる,stengmataは牧列,分生胞+は 】I,I立

の球形で No630と蛾似している｡ (図版X.la-

1d)

菌糸休は適切でhl粒状に ster】gmataが膚LEL,そ

の形態は多種多様である｡炎栂色の胞子は単独または

bi状についている｡胞子は絹球形乃全株JBである｡

(図版x 2)

分/上胞+ 附ま小港行状で,,7F状体は metulaeと

ramLとからILり,放朋性で sterlgTnataの先は細山

い｡分生挺子朗は放人的である｡(図版X 3a-3b)

colol)yは No601に非常に難似しているが,hi

い分場 子脚ま短く分嘆する｡起子は小さliLd状をし

ており,胞子は球形あるいは,拷球形で,胞子の先は

くちばし状でなくあるいは尖ってもいない.(団l散X

4a～4C)

識状体は扱密性で metuheと ramlとからなって

おり,2-3rt,j分岐する｡ylrldlCatum 群種で分出胞

子附ま如性のもの｡中性のものが混在し,粗粒状であ

る｡分生胞子は球形である. (囚駁Xl 1)

幽糸体には絹壁があり,射代色で胞子抑ま小成州こ分

岐 している｡胞子塊は山色であるが次節lこH触色r)

セ恭線色になる｡球形の胞子の集りである｡(EEl版刃

2a-2b)

分坐胞子柄はノf確名状で識状休は余り拡大牲な ら

す,ビロード状で metulaeの Fは分岐しない｡ (囲

RX1 3)

llTl 上 (凹触XJ 4)
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ビロード状肯tA色で白い周排軸を

はえている｡矧hlはul色である｡

山色の綿毛状で,Utも央色,純色u)

iL･.L.Iがd̀っている

白色の粗邑状で後に火炎柑也に変

化する｡julllまJhtta色であるC

耗且也で,失血は淡黄 色で あ

る｡

棚色と此色の塊な況令を してい

る｡クとrTr1-はJl枇色である｡

雌Ii白色綿毛状で似こ次は色に変

化する｡

白色と此純色のfJLl).TったどU-

ド状で後に炊純色に変化する｡ぬlll

は淡必色である｡

棚 教 練 的 搬 群

分生胞子抑 ま欄 芥状でi拝状休は余り拡大性 な ら

す,ビロード状で mctlllaeの 卜は分岐しない｡ (岡
脈XI !)

尚糸体には弼壁があり,撫色で,胞子MはJll以tLLl

に分岐している｡胞子塊は白色であるが次邪に洗い虹

色になる｡卵形および球JBの胞子の集りである｡ (回

駁氾 6a～6C)

分出三胞･子柄はiLL相性でIL1袋は球形に近く,分地胞
子はnj兼の｣_!3に古生する｡33-3.5JJの球形で小刺

がある｡ (図版Xu.la～ lb)

升生範子的は炎色でBlEhT,艇+ilJiは人P.で球形であ

る｡頂集は球JBで sterlgmataは横列,分/1-.胞子は球

形 3JJX3JL(図版XIL 2a-2C)

R色の perltheclaをJB成する,Jjj3東はフ ラスコ

世から胞+blfの先が,少しく膨らんだもの11とがあ

り. slerlgmataはrP列,分/k粒子はね枕性で球膨)I)

土類凍W,で,5.? 6JL～6FL,手書胞+は､ト耐性で,

37人4.7F･(立で,淑ま如跡程度あるいは明瞭でないも

のもある｡ (Eg)倣XIl 3,XVIJ Ja)

詣状仏の形は多捷多様である｡分∠上胞子 は 卵形

で,良くt,つれた遵紙状を玉している｡sLerlgmataは

は1_はだ特故があり,上布に従い急に細くなり,JJB姓

にも-いて少しくIl11っている｡ (図版XJIl la～ )g)

分/j:胞f寸州ま単輪生状で気幽糸より短く伸L{して)/

岐Lliい｡幽糸は枯淡状で詣状仙 ま微細である.

(図版XJII 2a-2b)

第2表 製品の保存小に允Ii生博したカビの81群幾果

幽竺コP colonyの 内 - 機 器 1

657 JE組が遜色で colonyの中火軸分

は噌触色,後次第に相似色の部分が
虻がり,且色の部分が良点として点

aしている｡

658 汚緑色のLJ)に鉄蹄色の 部分が触

り,この鉄師色の部分が(欠節に拡が

L言霊 三豊 紬 で培地を尚

659 l る｡色脚 ｡附 す肋 ち,欠菌

淡紅色の綿毛状で急速 に発潜す

朋 徴 鏡 的 観 舞

姫色の perltheclaを形成す る｡sterlgrnataはTIi

タL】,分生胞子は阻粒性で球形である (4.6JA),子煮艇

+は 3.9×47J▲で全血J凹凸があり明瞭li捕,横書が

ある｡ (図版XIV.I,XⅥⅠ.3a)

戊色の perltheclaを形成する｡ JIf轟はフヲスコ型

八女球型である｡分生胞子は粗杜性で捕円)β八二主知球

形で長径約6Jl,Sterlgmataは単列である｡胞子朝は

#ti色,子#胞子は平耐性で淡い浦があ り,4.5FL

6JLである｡ (画板XlV 2a-2g,XV112a)

曲糸体は透明で先塊は分壊し,艶子は卵形で穴 幽

糸の先端に姓じ,山347的に増殖しJI;搬な胞子塊 とな
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糸の先は粉状として非常にAt赦しiz'i

こ∴ 一 一 一 一

661 YE1人D colonyで淡i≠色よりiた

IY棚色に変化するL A血は汚炎色で

ある.

602 LrJ色のキノの細かい綿毛状で袈面

は淡炎色である

663 17j且桜色で-Jt血は選梅色O

PJii色のLllに鉄iIi色の,%分が711じ

しているが,鉄夢rlJ色の細分がやや少

い.

666 TY軸色d)ビロー ド状 colonyで仮

' に次触色に変化Tる クと血は炎色

である(

667 削 点色より後,次第に鹿粒色に斐

化し,l怖丘色の斑点があり,%LLlは

掩枇色O

漬裁Iiで次卯に漬汚u色 に変化

し,凝色と船Is舶介している｡矧Lll

はB(色である

'一一㌦ '--t!:r･,.i.二ly ':I :.:I:言 .!{

ってくる 汲Ihlは茶褐色で培地をru)

色に弛めている一

l 胡 散 鍵 的 機 素

ら.後に菌糸体の鵬壁のところから分SiLはらはらに
なる｡ (図版XIV 3a-3d)

Peritheclaを形成しない｡TLI蕪は膨大し,フラスコ

Tlで分生胞子柄の壁は粗雑である｡ sterlgrnataはLIi

刺,分/L胞子は実也なく出仕は6-8〃である｡

(鼠版XIV.4,XVla～ lb)

小整帯状の力生胞+朋で/̂幽糸より仲山 し て い

る｡,7F状体は敵側性でなく塊(]tしている. (閲駁XV.

2a-2b)

幽糸仙 こ肘噂がないO側壁より,曲糸はさかんにJJl

岐し,曲糸の先払部にF由噂ができて分裂する｡分丑す

る部分の 由糸は川曲し,あるいは螺旋状をヱしてい

る, (図駁XV.3a-3b)

炎色の perlthec)aを形成するIR垂はフ ラス コ 屯

で,slerlgmalaは叫クリ,分Ik起子は粗杜性で5-6

FJ,子#腹子は中村性で4 5〃,浦の痕跡は認 め ら

れた (図版XV 4a～4d,XVII.lb)

.75状体はJft拡人件で Inetulaeの 卜は分岐しない｡

(阿l批XV.5)

地色の perltheclaをJB蚊する｡JJB頚はフラスコ型

ハゼ球形である 分Jl_胞+はね杜性で楕円形乃七難球

形でLi稚約6p比.SLcrlgmataは単列である｡ 胞子

州 ま〟一兵色,子書起子は11L耐性で拭い膿がある｡
(Eg駁XVI.1a～ Ic,XⅥ1.2b)

GF状休はJlt拡人性で rtletulaeの下は 分 岐 し な

い. (図駁 XⅥ 2)

拡色の perLtheclaを形状 し,Sterlgmataは単列

である｡分生胞子は球形でL自:従 5〝,子莞粒子は 3.7

×5.5FLで乎耐性である｡(図版XV1 3,XVII Ic)

LW色の 押rltheclaを形成する｡分仕胞子は球JeJI)

土讃球形,粗粒性でlI'L従4-5JL,Sterlgmataは単列

である｡子兵胞子は､tL附性で峡被がなく.ト朋lRli肌

を41している. (図版XVT.4a～4b,XVll.ld)

裁色の peritheclaを)β成し,Jfl紫は フラス コ他
I)卓球型である 分/ト.恥+は相性性で捕円形J5セ朋球

形, Sterlgmalaは単列である,馳子リ創ま机上色,r一

隻胞子は平耐性でほいTAがあり,45/lX6F･である

く同砺XⅥ 5,ⅩⅥt.2C)
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捷 属 の 検 索

分*した拭料曲株他々について前掲の観察記鐘を基にし,次の分児,換央必 こよって種尻の換火をした｡

姑恥は次の那3il,郡4Rの通りである｡
i) A)

PenlClmtJrn尻;RaparandThom の分叙法に基づいた検･如il
l) lI

AspergILlus烏,ThomandRaparの 分類法に基づく換'索滋
8)

FungllmperlectI;Masonの分類法に基づいた分Xa讃
t〉

Mucor Jl;Zychaの分類法

第 3表 魁 品 に 付 首 し て い た カ ど

=遠藤

No. Class genus L groupsorSerleS

6CI

602

603

604

605

606

607

608

609

61q

611

612

613

614

615

6)6

617

618

619

620

62L

622

623

624

625

626

627

628

629

F1一J)glJmperrect1 [̂teTnaTio

Ascomyw es r'C'〝JYL"t .ipp圭.;=tt:,rfi7･o:ug:'t=;S;碁 Ie=rleS

I'rarlJJgelJLZSeneS

P I:llrJIJLJlltSerleS

P JalJJ/LllleIIILlllSerleS

Bus::llyncle=sfectl Ip十 =:.i/I;:'Le;lio.I,;'i･;･1,,HQSSneessr;,ee:SS::.es

Phycomycetes M〟Cor RaLemO〝川{Orgroup

Ascomycetes Aspergillys A be〝lCJI/OJdesgrollp

PJlyCOmyCeteS AI〟くOr l～D印mOmAICOrgroup

CymomAI(OrgrOllp

FungLlmperlectl Trichoderma

Alohl/io

TrJ亡hodernta

Phycomycetes MufOr Rocemollt〟COrgroup

FungllmperleCtl C/OdosborJ'unl

OosJIOra

AECOmyCeteS PepHCl/ILum P /〟〝JC〟Los〟mseTleS

P EOmmu〝BSerleS

……;l

検 .嫉･ 申

A uersICOJorgroup ^veTSlCOLorserleS

/'ra〃りgellaSerleS



gentlS I groupsorseries I 摘 要

P dcCtLmbensserleS
P /YequclllallSSerleS

rrJCJroderl110

P/LOma

641

642

643

644

645

646

647

648

649

650

65]

652

653

654

655

656

No

57

58

59

60

引

62

63

舶

朗

舶

前

.68

朋

AscomyceteS

FuI一gLlmperlectl

Ascomycetes

Fungllmperfectl

Ascomycetes

FungilEllperfectl

AscomyceLes

Fungllmpcrfectl

Ascomycetes

FuI】gllmpcrfectl

Ascomycctes

FtLStLW … i

AsbergJ//'LS l̂ ucrs'co/orgEO.】1,

I)clLILLI/川1lt

SlellJbhyLlFL/IL

P JallLJlllte/lILltlSerleS

l'elJICll/川m J'り-CLoblJLl,LSerleS
TrlChoderllJLZ

L}ellJCl/LLLLJlL

TrIC/10derJ〃〟

AsPergllIL-S

PaecILo,,LyCeき

PeJHCJJJJultl

A IISLILSgroup

A ochrqceusgl'oup

A glaLJCLJSgrOLIP

LJtLecLLIIJbelJSSerleS

第4表 製 品 の保 存 申 に 発 他 姓 付 した カ ビ

C)ass

Ascornycetes

Fungllmperlecll

Ascomycetes

FungLlmperfectI

Ascomycetes

掩 ,1ミ111

A sydowISerleS
検 知 小

ノIye♪C,lSSerlet･

PcILJCIllJ,Lm属の属放

AcLonomyccsは歯頬とみなして Fl】ngllmperfectlに入れた｡



結 輪

イカ比較穀品より分耕したカビについて検束'の結果,次のととき種期のカビを分類し得た｡

). 製 品 に 付 着 して い た カ ビ

Mw【or

ALterlJarLa

C/adospo…JlJL

FusanLLlll

MoIJula

OosLIOra

PaecllolnyCeS

P/Lorlla

SremJ,JzylJum

TrF{Jzoderllla

grOupOrSerleS

P clfr川umSerleS

P chrysogenumseries

P brez)1･COmba亡tumSerleS

P･rdmJgenaSerleS

P.Jant加〃elEumseries

P /requenta〃sserleS

P Cyclob川mSerleS

P fultFCu/osumser】eS

P 亡0111mLJILeSerleS

P dec〟1nbcnsserleS

A be〃tCl/IoLdcsgroup
A zJerSJCO/orgroup-A versJCOLor
SerleS

A LJerSICOLorgroup-A sydoルJSerleS

A LLSlusgroup

A ochrtlCeALSgroup

AgLaELCLJSgroup-ArcpensserleS

JrGCemOllJuCOrgrOtJp

CymolnuCOrgroup

Ⅲ 製品の保存中に発生生育したカビ

Ascomycetes Pen'cLI'EV"' 鳥::I;'"?uu:neSseer,1,eeSs

FuJlgllTT)perlectl

AsbergL/[〟S

AeL川011JyLCS
MonJlla

A /laz)〟sl0ryZGegroup

A.g/a〟cusgroup･AGnZSteYOdcmzserleS

A gLa如usgroup-A re♪cnssefleS

A gLaLLCtJSgroup-̂･YllbcrserleS
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イカ喰製製品IL付眉しているカビとしては l'e'JIcl//tLLWl鵬 10scr】et', ĵ♪LlrgL//ILS 5group与 '̂llLCI/r

鵬 2groups,FullglImperfectLでは9良を分足し,製 品保(Trllに 允/F/J.h した カ ビと しては
pe〝lClllJLJm鞘 2serleS,AsbeTCtIIvs尻2groups,FunglTmrx:rrecLl2bi分離Liiたが,M〟for姐は

iBめられなかった｡また魁品に発生した Asbergi/hLS演 lgrOuPは付lJカビ中に認められliいbのであっ

たBこのようにイカ桟敷製品に付首しているカビの播矧 ま比較的に多いが,'R掛 こ製品に発IkL,たカビの席

矧ま意外に少fiかった.このことは魁品に加えられる凋昧料.PJjat刑.PJJ編制なt'の添加物の汝遠状態,そ

の他カビのfl/Tに関係する外tlq持場およびカビ榊AF7lJの抑制作川によるものであるか,この綿点について引
純いて換.対したい,

riも.製品稚/I_,/トfIしたJJどについては製造⊥糊,添加物の嵐加および出的産児もあると思われるが.

㌻州ま試料の姓集も赦L掛 こししめたので,これらの"斤J.'･Jこついてもriムトl分とf:えられるので引妄といてJt

tZtの血脈,換'iミを行なって行きたいU

要 約

Il州 イJJ根魁⊥i-iで製造したイカ根知如.t7.1に付T.してい1こカビ,L'よひ製.Tdの扶議中に允/I,'HTしたJJ

ビについて'.･7T一弘に従い分離,純粋培ふし,カビ頗他州々について COlomesの外観,器l｣の特徴などから挽

'Jミ分Hiした

1) イカ媒魁製品に付Ilしていたカビの康夫削ま,/'e〃J亡JLLEJJWlkJilCserleS,AsbergI//ILSkES5groulは

1̂〟亡OrkES2groups,Fungllmpcrlect19蛸を分tLiuた

?) イカ鴨勲艮品の保戦中に発1-.,'I.flしたカビの捕ま削土Pe'lJLllIiuJfF比2ser)es,Asbergl//tISbi2
groIJpS,FtJngl1mFN:rfectL2月を分tLi!lた

3) 尖際に軌VL.の保蔵L卜に允iL,/l二付したカL/の様親は製品にィ､柑 していたjJどの健XBに比較して少な

かったことは,製品にJTlえられる誠味料その他添JA]物の製品に対するbZ遠状態と炎に,抑制作川によるもの

か,またカビhrl1-.riuのiilJNJ作川によるものかは今のところ速断はできない｡これらのことについては外州ゑ

l′は Jt-に今後に技された』地である.

手 考 文 献

l 屯田 行堆 佐藤 .q虐 (L9b2) 水痘魁E,UE,のカビにr娼する研究' ･ln.)轍.ネ搬告(11p26.
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4 京大農学沸曲芸化′f教室舶 (1957).良貨化′､芦実験苔 (那2遜)叫HJ､
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夏期におけるスケ トウダラ塩乾品製造過程の

変質防止に関する試験

西 芥 禿 助 ･1斤川 ;I久 ツj

OJILt t̂etl一∝lol1'Jt)teCtiol一八gairLStDetcrior.lti川11)urillg

thcM･lk"一gorSalted-Dried Alasb l'oIIack ド11letsinSunlmel-

KyosukeNlsmYA andKikuoIKAWA

Theauthorshavestlld】edontheprevelltlOnOf(lclerl0ratlOn(ltlrLng tTle ProcessOlmakl叩

sILlted･d-ledAlaskaPolhckfHletslnaSIIrnlllerSC.lSOnWhlchhashlghtcznLXratllrC･lndhumldlty

oftheall

Fromtheexperlmentalresults,ltẀISdctcrmlncdthattllC rHIetsshouldl氾 COOled ln lCC

W.lterbeforesaltlr)gaEldover1()も salts110LLldbcuscd 川
WhentllCSaltedrllletscollldnott光dried 川 theol)I-d(氾ratorbadweather.onemethodoI

preventl0nOldctcrlOratlOnWastOdehydratetherL‖etsbyreductlOllOfwaterconten=060-70%

byl】SCOfpatentedmedlCIne"Kanso'L2)

オホーツクmIilのスケトウダラ塩払',A(r_としてすきilスケトクyラ)は年々/JI雌椴を柄加し,胡/tで
はこの他J)Lのも11とも弔要liL仕産物の つ になっている｡オホーツク柵 Pのスケトウダラ妓漁期は6-7)i

の-li;温期で,この時期にはすき身スケトウダラのり.;輩もきわめて大きい｡ll.与】温糊の塩銘品製造にはいろいろ(I)
なl心*をLl′うことは当然のことではあるが,すでに報告したようにJ･外で乾煉するとき,lH帥 1光による

lrtl屯と,紫外娘の影7Fによって半凝固状態になり,引きつづいて府牧を1J_するし,-LEl肘日光を避けようとす

れは乾坤が此ます,併収を/t1-.する 坂本的な解決法としては裁拭蛇鮒 こよllて敷品化してしまうか,あるい

は刊j立通柁Lllに .特待碓貯哉して,秋期D好天をまって乾触する方法がある 前古は通常の泉風乾伐.ある

いは脱和辻良能蛾法によって,かなり大現榛に行われている机 すき斗Jl~作77-の数の小では掻く-取 こすざ

li l t.人彰故は小粒絹Is掻常であるたy),大きな設併せを蟹する人IL絃株が ･椴的に托F77されるのは,かfl
Lll

り胤 ､門札のことと'巧-える 後八は古:llEl等によ1て研究されていて地..Jt且も讐せず打効な力はであると思わ

れる｡

しかしながら:覗(F.なお人多散のJk疎音は,庄亨乾煉過FIl巾の蛮乍'Lのために火収の位叛をRLIiがら終孫
.?.を倒血しているか,あるいはJL座を差控えている実相である これは ･延期刷.ね哉するにしても,その

ための接骨.所公が要り.魚TE:-f期に仙術できない11どの群Ftlの他に,人l右のことはその日に7Psって7>1=け

れは川らないた州こ危険のPUQ;まで,trl乾輔をつづけるIiと,rJ芝地l閃書なP旦Ehがあるためと思われる こ
のようIJLl現状から./?なお人目乾輔のままで行える方法がやまれている このことは1,盤のことであり,TF

打では放咋l朋 l芯il境を行ったが,別席な幼JRをt)つ方法を見目け ことができfjかった しかし.比椛的くす
/leJT椎*r桝す方11;早.′｢縄の試験の峠か('JJlる幹事寸がかなり得られ1･のでここに報告する
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). 塩itの時間,方法および用塩tと塩分謙速度との関係

実 境 の 方 法

1 品さ80crn,巾70cm,深さ70cmの水軌 こ詔理肉240k9を下記戸(_分によって壕砥 した｡垢ナ削こあ

たっては-屑何に計第枚の食塩を平均に撒布 した｡

A･ 7%撤屯

B 7%撒塩 5時r棚麦240k9の覗石で加Tl:
C 10%撤塩

盤T7i時の晶温は8●Cであった｡

2 塩析後 12,24,36矧柑矧 こ各畑の各部位から15枚宛の試料を採 り,水分および塩分含有環を測定

したD各試料片の測定部仙まrFl心雑とした｡

実 験 結 果

水分および塩分の測定結束は節 1Ai,卯2歳の通りであったO

加圧による効果は,塩分渉遷皮も.水釧Itもほとんど,Etがみられないo撒塩l.とが,10̀も.15q6と増すにJl
って,塩分渉透F誌LLよび水力の合仔tIEの減少に大きな,Zi:が′I:Tしている,,

第 1表 スケ トクタラすさ身塩始のIf7塩駁,康塩法による水力,垢5)
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第 2表 スケ トウダラすき身塩u(の川Jkllと,施41比による水分,塩分
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T7砺理法,
堤
,
*法
.
乾燥法による乾煉速度の柏連

荘料こおいては他州ホト分のうちにLBl人がつ-3く上船W(杏/I:するlh除が'JTrlこ作在.
するこの切令,賄
敗に

,
u4る抵抗ノ)をもたせるために処兜卜の1~人が必輩で5)るが.
b
･lと
も大切なことは安全な乾燥度まで速か

に乾燥をすすめることである.そ
れとともになるべくl叫寸RX:を収け.供滋で通風のよい状世で
乾燥してい

くat意も必要である｡
｣連呼な射Jf=で舷梯がどのように遜TTするかについて次のrJ:験を行1た,
実Il方法

.:己
リ朋押紙垢1ん11､
乾燥法
AすきJ17et枇塩24時rEilスダV乾

BTきJr飽和垢水2亀撤布24柑EIJスyL/吃

CJIキ7%撤塩24時JiU納程桝

DJIキ飽和垢水20%散布24時Jl'lJ納尾掛

(JO
ミナノjHi粍苛をつないだまま3柑こ卸したもので,
作付になっており,
納足掛は九人で納尾を

つくり.こ
れに経を推しミガキを幣耕して乾糠するものであへて.
乾根付帯は地12mと3m

の'Fととした

乾煉掻ia

耶Ill(6JJllrl)′rlJ71時々暗.′t-後兼.嵐舶い′
叩211(6)Jl2rl)630-17.
00の聞乾伐｡帖人,杓姐,スダV舵のものはタカ那llE･l推,'4,
叩311(6JJ13n)スダL/乾のものは川00より乾坤PI'J火冷風,乾坤よしく
叩4日(6月14n)哨人,
気温高く触臥
,



郡 5円 (6月15日) 別口にほぼ同じ,スタV乾のものは節 2匝旧の推讃o

納屋科のものは掩我を行わず通し乾燥を行った｡

乾鎌時の温度および池丘皮は第 3表の通りであった｡

第 3表 乾 松 嶋 の 温 皮 お よ び 湿 度
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第 7表 ミガキ 飽和塩水iJi(納屋桝)
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この東宮柴からみて,乾燥の机糊においては糾 ;の陀tlllr'l_IQ:にはかなりの′くラツキがある｡ 7年柵溢すきJl

のbJ,杏,iた硫率が舷梯 11日臭で333%-47.9q6.2Fl後57)勉～690も,3n後55I-709%,4ElH

68.0-743%の範thl内で分散している.また,?,1-2jLtにみられるように,塩男含jlRにおいても.7%

搬hiの切合,垢捕12時Ftll]後で370-5.)9旬,24時Tiq11で4.3l～5.24%'の範州州こ月散している｡

実転製造過矧 こおいて天候木肌 こieって将牧を/1じ傑明しなければならない均分も100(彰が財政するので

なくて,そのrllのIL,l'.Dは､は如TfFに製了されるが.増分テ1}L苛性および舵犠牲にかなり人きliバラt-/キがあるこ

とがそのJ川村と<-えられる

TTT. 塩 謙 中 の 変 質

塩t,'IB引.'rJlまjiEI'.11n2-24時FZ..1L.tである机叩l～叩21{にみられるように,この時関内にJi分誇'創まはIf,
平街状態にiiする｡ノミ悦のIDll叫こよっては垢iL't期FZuを延1､<しなければならなくなるが,スケ トウダラ塩乾L)Vl

は旋盤罷7-10%を拒叶とする薄塩塩蔵であるから垢払期関がkくIiり,'̂由が LFt･すれは腐敗を色れない｡

大信によって.犬n乾稚できfJL'い喝斜ま垢Tltしておくことになる 塩7tL-i期r;uをどれ化延長できるかについて
次の実検を行った

E3 こち i

('JrfJ:) J叩召した内80時を水氷 (ホセソプラス十ソ肘 日の出.作はこのIflにTnWさせて什い ろ)にいれ

てrM JL"恥I=ノてTJIT-く水切したのち.次のlズiTにしたが1て垢IL.'L/

A:3%他心

B 7% "

C'10qT, ′′

D.ホセソプラスキソII3,OmTj搬 (氷で〉川 lにテIiL'lしたのち34,倣jin

E●T)とlr'l仲に唖Pflしたのち7%旅心



79

垢油は鵬切とした.すなわち水槽をJf]いることなく,すかし板に並べて撒生し,25crnx35cmx85cmの

堆餌として鑑で淡い‥Pu好の検査B-よび測定を行った｡

tFi rln

塩析巾の息温 (椎辞の中心布)および腐敗の遡行程度の概群結果を第8-9JZに示した｡
この実験によって内をT･め冷却して垢rLした助命は,内海がrB.温に連するまでに4-5日を要し,作lf-卜

か1j.りのきr法幣がiBめれた`またプラスキソ紋にht消した喝合も那蔑期riiJを延L7{することができる
鵬切垢Tkliタソ〃iL'LlニIt.ペて垢丁かこよるJk分泌少が彰いが.垢TA巾外'zlに稚拙する雅のの将収且行かはIi

軒 8表 j生 ～LJl 小 の 温 推 変 化
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第 9東 伯 TLlt｢llの 女 IPr

椎 枯 表 面 の ネ ト

JYl.境 内 部 の ネ ト

1神郷1 杵 楢 内 部 の 見Jxl

内 の ,Bl さ

100g111のNHl-N mg

二~ l

変:崇 L i

JV榊 讃 rhlの ネ ト L

椎 秘 内 命 の ネ ト

椎 耕 内 部 の 失BJ= =

内 の 故 さ l射 ヒ肌

100g中のN71lNmg 393
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内 の 蛾 さ 艇内軟化 変 化riL
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椎 棟 内 錐 の ネ ト

紺相和 椎 桜 内 布 の 臭 気

内 の 塊 ｣ 軟 化 巨 空二竺 ヒ･靴 机
100g中の Ntll-Nrzlg 5I.2 40.0

わずかに軟化 変化なし

302 512 1 23.2

鳩 磐
変化なし H I . Q:'L'i附Q.人
変化微少

やや安';Ll

はだしいので貰'f-は不適tJLJである｡

実 験 2

lJ;lrR験の結果から,内を(･rhして垢続すること.およびプラスキソのtkJr)Jd架をさらにたしかy,るために

次の実験を行っ た`

(方 iJ.)

塩TL.11まタソクI.'(としホセソフラスキンの川tl､は一日那-トを良凪 こil上せて撤塩した

"Li I. 川 塩 書,t ホIt=ソプラスキソ川と.; 内 の J'(;i
A 7%放心 )/ち,000

B lrLも 〝 l/?.rm

C 7q･y" O

T) lnも 〝 n

E 7Lb ･J 0●C(/)水水にPと人,内敵を5.Cとし た 【

(tt' 火)
loftI塩のものおよびプラスキソ使用のものは腐敗よりも内円の軟化がr-くあらわれている｡

内筋の林化かすき身スケトウダラ品矧 こ J̀える相似 ま蹴敗とF･1祁健とみてよい｡内野の軟化は内払上側

仔があり内の J'竹 は件化肘1-IfJ効である 3FIRまでほとんど変化11-く憎指できたのはA･8･D,Eで



第 10衷 Jii 油 llIの 変 'ilI L)

ー- 概 然 rJ一 喝 A L a

iI 教 _雀星_ _I- ＼
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.C 品 温 く･C) 12 12
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内 筋 変 化
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NHS_N (I,､£ l / ･-フ

l ll I8

品 鮎('C) I6 16

内 慣 変 化 -1
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lNH,-N(-g5b)-I/
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NH31N(mg%)
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/
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3 ■十 8 L NS:芸 =g(萎,ギ ー 4･.…1

内 一iTr変 化
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第 11表 節2-3縦軸遡挫の貯蔵烏架

＼ -- 試 料 区 分

錘時過lu 軌 祭

試 料 小 の

乾物巌に対する

;
l
M

水 分

法 科 rrl の NH卜N
乾物盲tに対する NTIB-N

水 分

ネ ト (形 )

共 /̂ (%)

甚 料 1日 の Nlも-N(mg%)
舷物LrHこ対する NH8-N(mg%)

:itl 三;≡

節 3qL嫌 過 程

2l.8

L:..;. -l=芸

箆 崖

l 一一二一 l

t ∴水 分 (%)】 61

ネ r (%)_

共 ''t (%)

試 料 小 の NHl-N(rElg%)

乾物敬に対する NH3-N(mg%)

水 分 (%

ネ ト (jn
見 '̂ (%)
試 料 r日 の NH3-N(mg%)

些担榊こ対する_NH31N(mg%J

水 分 (形)

上 の NHい主意 しこ i T 工
舷物故に対する Nth-N(mg%)E 251.6

132時 rH] ネ

17/7 】jt

l'61欝7■川 鳥

180LLJjF̀il

19/7

204鴫rEU

20/7

lijii

ネ

q

試 料 riLの

乾物塩に対する

ト

先
卜

/A

A

+.

'

'
'

･;･
･'･
+

1蓋≡ Ej三

- 26旦L l 莞 諾｢58.35

("上) 妊i成申u)温LB-は 15⊥5)C,liJJl,1郎度 75-80%であ-,1こ
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5L=ほ で促抱できたのはBであった｡またCとEでは州出立が向 -であったか,内を(,冷しただけの処差

で l-2u保載期IiiJを延山している｡

史料州 雌 牡が7勉では危険である｡内を(･指し10見放垣として,プラスキソIlとのtilJ備州を併川すれば

hlTlに安全度を州すことができる｡

Ⅳ 乾 放 iA捷 中 の 変 質

乾妹が進めは水分が械じ塩分合名率が仙くなって野点性を岬すが,J甜炊,llくは変'jqをa･ずる迎世を実際

的な経験から次のようにt<介して貯蔵性を淵べた｡

節 )乾燥過程･- ･耶1仙椎戎前の乾燥過松O
邦 2乾燥過以 姉川ll推戎後,晴天 1日gL燦を行ったもの｡
荊 3乾棟過fJ≠ 祁 llul推戊後,哨天2日乾嫌を行ったもの｡

1 第2および第3位煉過程の変質

製造過tL 7)H ll18.00 JF.'.料人指｡那度申

7)15日的切,内旅除L-｡

7JJ6Il3F(神 政JKだ.｡

7)1711血IIIL

虹 ILILlX_ 分

A 7免摘心

B )0分放血

7JJ8-911の2川.ru叱伽を'ITい,9HyJJ,節 目.･LO)掩歳をLllLl8時より乾妹を仇蛤,それぞれの
叱嫌Aa柑こ過したとき,スyI/にtlレベ批 rlねたまま姓で超いyf外に耶裁し‥L.-LrLllhを械黙したo

lr;戚Jglr;u小の観然様過は那日出のidりであった｡
耶3叱棚過指に止したものは侶収の心h:はなく,訂;2乾煉辿世のも0)も10射放心のものは5-6L川りはほ

とんど糞'Prしない｡qj抜 Fl水分,?イJLiが徐々には少しているが,L軌 こ在っていてもLl掛 こ舷梯されているも

u)と.L.ltlJ)れる｡

2 第1乾牡iA控の変質
実 ti 1

ネオホセソプラスキソの効柴的fi蛭川TL-および蚊川枚について1-,蝕的心火駿を行った｡

(-A. tL=)

Q) 6Jl14日クjJ-lGl科人句｡ 15日3枚に卸し,161日 伐ii淡後取出し約5時riil人目乾煉 し,各区分f71Jこポリ

エナL/ソ'kに入れ23'CのIEi温掛こ牧■拝し,打J鼓IIlの史化を較黙したo

Lg) iJt 峻 Lぺ 分

.iLl ･J 川 心 :lと ネオホセソプラスキソ川:i

A 7%靴触 l/2,000

B I/3,000

C l/5,moo
D り10,OW
ネオホセソフラスキンは所要の食塩に計井Llをよく混合して通常通り放生した｡

Lkt. ≠)

ネオホセソプラスキソの班川劫火は I/3,000以 Lで,それ以 トではあまり効柴が認められない

こu)実験の幾月さでは耶 1乾経過fli_でも,かなりの期r柑休戦できている机 これはポリエチL/ソV一卜で'd

心外雅からのilJ-盤を払いでいるためであ-,て,仕い.lrL1=スyL/に並べ外知 こqtしておく似合はt" とhL!Jgl

FliJに胸放してくる｡
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第 12姦 第 1鵬 程における貯裁申a)変化

:志⊆= 豊 霊 ＼≡〒 〒 l B =〒
---

C

一

一

一

一

一

l

土

L

±

±

上

土

-

肺 jZJl l 試料 10枚のlL均水分7523%,u分7日知｡

±

+

T

T

:

T

什

=

.

_

_

_
ー

_
｣
_

実 倹 2

IJ述の実験結架を仙炎して,盛EL期小過な人候の似合を且l& し,次の製造試験を行った｡これまで判別し

L̀t.11令で食塩にili介して使川したO塩娼期間を5L川Uとし,醐後スタレに展げ乾燥することとした｡
(試 験 t< 分)

吾J '･", 内 ;Iと 川 塩 ilと ネオホセンプラスキソ

A 200kg =)%他見1 1/1,rJ00

B 200kg り3,000

C 200kg

(接遇および絵巣)

① 塩城中における室温および品温

= = 二三_ 二二 二 二 二

8.9 当 日

810 1日後

8日 2日後

812 3u後

)30C 4oC
】4 7

:: 日 ?

C 9

t2

け

_

｣｢

~

~
.

4

7

10

日

内 の ♪ 冷

ooCの水氷に入れ冷月】

冷却せず



;::三 4,Z≡ :;●c l ::'cl :2;C :;oC

(串 スタL/へ並べた後の】臣過

塩鎖5日後にスタL/に此べ 佼1場内に政敵,8月t5EIJJAにdlしたが気温,ai皮ともに戚く悪条件O
乾蝕2日臼も同灸作であった｡

@ 点 灯 の 変 化

塩淡5日目でA,Bとも兵火なく内筋完全であったが,Cは肉質軟化し腐敗臭あり｡8月16日夕 (スタ
レに並べた2El後)の牧草でIiBは全枚数のhfネトを生じたがAは変化Ij:かった｡ 8月17H (3EIEl)に

Bは妬,Aは舛程度ネトをil~じた.

V 簡 易 な 乾 燥 促 進 法

以上の実喚括米のノバす通り,F,1億1it限り手段を'Jtじても生瀬不着な天供かつづく限り.製逝過程巾の変野

は免れJEい｡人侯の憩いときREl時人工乾燥を行って,安全乾皮まで乾燥すれはよいわけであるが,そのため

に乾燥級を段価することは実蕨問題として,容易でないばかりでなく,企果上,文朔生産を差控えた方が有

利な勘合も考えられる｡

軽強も少く,随時実施できる方法として次の _つの方法を考え実験した.

1. 脱水板による軽便

5%杜塩で塩鎖した内を2rnX1m30の掛こ2駿に並べて10段額樺ね,約400kgの重石をし,内の水分

を脱水帆こ吸収せしめた｡脱水舷の厚さは L.5cmで,よく乾燥しておき,使用後は天日で乾燥し次回の使

川に供することとした｡

22時nUuI搾脱水後の結果を邦13歳に'Jiした｡

井 13表 脱 水 奴 に よ る脱 水 助 光

J ㌃ TTA油後兎琵,)恒 後並(Ib,】脱- A (30, 枚 JT (*%=;

蛸 号 I. No は鎌砿ねの順位を示す｡

2. Nolは最上段, Noloは最下段

この溶射 こよると当初期待したような脱水効果はなく,かつ,脱水串にも却力男が);さい｡

これは脱水坂が縛いために吸水虫が少いことと,iZ面鏡が大きいために空隙部に水が滑って練れ出ないこ

とによるためと思われる｡枚を厚くすることは実用上焦点がある｡ ことに,lZ均脱水矧ま一･仏43%あるが
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すき身心軸の水分は 1%礎盤誠するのみであったので,この))J比は火IJ】吐かないようである｡

次に排水できるように放水坂を30cm A l50crnのk方形に改造 し同様の拭験をした轄児, 平均脱水串は
10.8% に なり.この.い2%は柑 こ吸収され,8.8%が誠Ill.されたことを/J‡した｡この脱水率でもbT･人 1ll

乾性の勘合の火にすさない｡

2. ■乾兼.による荘姓

JII滋水盛穀乾稚剤 ■乾果.による脱水について試映し1=｡

実 I一 法

8ガ,1095,12鬼搬塩で塩誠 したスキミを第 1gに示した金貨iで脱水を行った｡ ■乾廉､は Hj焚Mす

れば吸水能))が著 しく低 Fするから2El目は交換して蚊JHL,た.

ヒt)フ7ソ

第 1tgl 牝如 こよる脱水典礼

第 14表 紙 束 に よ る

亀

S

9

8

川

t

後

水

分

t

7

7

7

･2

-

-め
-

54
-

_1

舛

.hル

塩

析

奴
-

8.
4
.

3

¶ハ

r

L'

d
･

%

8
.

6
.

5

2 日 口
37_時 日rlj

弘比 (% ) (勉_)
44.7 620

gU
rI1
9

･T
.
7
1
0

0
′0
9

4

9

9.
6
.

亡フ

lヽノ

一也果.による脱水物14iLま溝 しく11｣IlでJk分が70射 1卜になり,ほぼ耶2範煉迎松と同粒度になり,2

uLLでは水分60%以 r:になり,邦 3乾稚過Ft.とほぼ同じになるので.受'Frの心kはなくな るO これ以｣
t叱滋.によって札付を摺ることは悦Jkが校掛 こなるから人Ilで什 lげるJJ.がよい

む す び

文李戚乱時,不適な人峡の似合は,復姓の差はあっても併収が血行するが,わずか 1-2日好条件に,el.i

れて.il面船脚こよって水分60-70射 こすることができれば,rF鼓性が急軌 こ増加する｡塩 済 中や初期乾

伐期に天候が苦く,乾煉でき11い場合は乾菜の鍍用によって,射灸件な天El乾糠とほぼ同様の銘煉勃発をあ

げることができる.

もちろん. ､乾丸 による乾燥自体,下敷もかかり.貸付資も聾することであるから,常時使用するとい

うことでなく,人目乾蝶ができIiい也汁に川いるのか群折的である.このために姓ij(中の貯蔵牡をできるだ

lJlru'Jめることt,a.柴である.

細 辛

). 父卓也乾LV.]u)製造過鎚LIJの崩敗bjJ山こついて止映した｡
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2.塩浪前に内を水泳で冷却し,10,%以上の撒鮎をし,天院不良で戸外乾燥できない場合は ､乾采､によっ

て吸水乾燥すれば解放の危険をほぼ跳ぐことができるC

文 献

l) (.hlll･川tT(J960):北水成ノ｣軸,17 (5)
2) 内谷 平沢 ･和行吐 (1952) 岡上,9 (5).



88

水 産 動 物 肉 の 酵 素 分 解

苦 味 に つ い て

北 林 邦 次ILll Bl秦 鵬 Ij=

小 村 邦 典 ･イl 川 は 次

l'retcolytLC Jlydro】),SISOl･1)igesti0--or^し1uatlC^nhlalMeュts

Ontllebittem essm anlrnalmeatl〕rOducts

KunltSuguKITABAYASIH, KastuoSllUDO,

KunlSukeNAKAMUIミA andSenJilsJHKAWA

ThlSPapelJSCOnCerned w】th thacauseorbltterneSSOCCurredlnthecourseoTproteoLytlC

hydroJysISOfaquatlCanlmaLmealsThebJt(ernessISgenera=yunsultableforhumanroodbecause

oftheunpalatableandllnappetIZlngtaste.

The cco･JrrenCCOfbltterneSSSeemed lobeundependenlonpH valueofthesoJuIJOtlUf

sllbstrateandstartmaterlaLsused,whlJedependentolltheJX)tenCyOlproteaseused

JtwasobservedpreciselythattlleCauseOrbltternCSSCOuldbeclasS)flcdlntOtwoCategOrleS

fromthelrOrlglnS,formatlOnC'funknownpeptldesandchemlCa)ChangeofsomeamlnOaCldssuch

asphenylalan)newhlChseenlS Lol光 CauSed bythepresenceoFcartx)hydratessuchasrlboseand

starch.

TheunfavourabalerxtplldescanL光desLroyedordlgeSLlblebyutLLIZatl0JIOfpancreatlLIOrllVer

extractsuchasthatofsqlJld,wh‖ethechemlCaLchangecaJI L光PreVentedbyadJuSt】ngthete-

mI光raturebe)ow60OClnthecourseoEhydrolysJSandcondensat10n

FalluremetanattempttoextractorabsorbthesubstanceswhlChglVebltterneSS

点iEE,武内分解僻弟の生雌が⊥Xt的舶快で行われ,きわめて威ノJなものが女他に入手し肖るように11-'
た｡A=名JYFはこれらの僻瀬で水l;(動物内を分解することにより,内生白を水に溶解し易い液状物,または粉

kとしてから加｣収料にすることを考えているが, この似合における問題点は分解物の持味である｡この,-/.

咋はきわめて小I火なもので,､1然0)ことIi:がら,分解液が溝栂されるにしたがって一層はげしくなる｡

汗&'11の研'允によると, この.'!.味は従火rfi販されていた papaln.tryPSlnなどでも同様に生成されること

杏.溜めたOこれらの出自分解即瀬についての研究は多いが,分解生成物の味について0)研究は余りないよう

に思われる｡′ぎBではト音亡のEWljから,この#味が生成される原胤 およびその防止について,食品製造の

文際的立切から換コ･rを加えてきた｡
l) 2) l)

人 研究の途上,たまたまこの点についての野本等と市川Tiの研究が発表されたO野本は.此浪曲より/上威

された盤白分解伴巣を味噌のL上6=みに使用した場合,Li一込みのiLW)には著しい苦味を生ずるが,水成の後RIJ
2)

には消火すると述べている｡他方,lffJll等は同一の樺菜を用いてカゼインを分解した勘弁に/[威 される.'-■TDJ(

は I杷Ptlde期であるとした｡

本報告において,著名等はさらに炭水化物,アミノ酸および加魚などが茶味の/k戊にぷしく彬顎すること

を桝らかにした｡これらの点については,ひきつづき検討を加えるつもりでいるが,ここでは取敢えず今ま

で得られた結果の概要を報告し人方の参考に供する次弟である｡
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A 苦味生成についての一般的検討

蛋白質を群発分解した場合7q生ずるや.味は.浪熊するにしたがって強くなり,苫およびのどを刺激するき

わめて不快なものとなるo

ここでは, このlt味が生成される条件の樵略を知るために,tに分解液を柵 したものについて次のごと

き突鏡を行なった｡

(i) 基質および酵素の種類との関係

瓜'fSと彬瀬の稲湖が.■/.唯に.それぞれどのように影邪するかを椀目すした.佐川した併載および肘EiLJT/HLl

の通りであるO

僻 戎

Ⅰ】apaln(ノルク魁),tryps'n(l娼刺 ビ芦株式仝il製),紬穎∩羊滋 (rtyl.n名 blOpr･lSeSP14 20,000. PUN,

11湘席澄株式会社炎),放線筒ホ捕 (繭npr,名,pTOnaSe10,000PUT(/g,科研柑l･'株Jlこ創 順望)
ノ占 J許

-モグロピソ,WJiEしたスルメイカのJM内,サンマの柿内 .スケ トウダラの柵内,itnJゼラチソ

このiU.合に鹿賀として仕川した水胞'd!物内はそれぞれ20gを_Yとり,これを3脚itの水とともに耕卜砕してJ')

にtJti介し,得られた水懸髄液を実験に伏したo これらの水井動物内はI.(.1形物合札を約20年とみIj:すと,こ

の水懸舶液のL占l形物含Eitを約 5%とみてよい｡円上陣および-モグロビンの兆野渋皮も水P'(L動物内の場合と,
･T及lrJにiLi似させるために5(もとした｡また.僻果は と記のだ確3枚または柄枚に対して0,5q6伏川したO

仰果分解はそれぞれの榔菜の拍適温虻と叔通水iミイオン渋唯で'ji施した槻命と.さらに欣適温稚のみを凋

節 して水糸イオソ渋喋を調節しJj:いで実施したDJ.介の2構加とした

r,淵実験の結果,pHの調節には■■■'T性ソーダ,または惟酸ソータを蚊川すれば. 分解後における峠の鏡.汁

に火縄がないことが判-た.ここでIi符性ソ-タの柿薄浴液を使用することにした｡

｣_記の射 ′t-で4時間郎弟分解 した後5分間瀬排し,次でこれを吸引は過して得られた娼液そのものと,さ

らに縫紋を55-60oCで20-23gまで城Ft柵 したものについて苫味の放さを検討した｡この糊付 こ徴7ル

カリ件で分析 したものは,塩酸の捕縛桁液でリトマスrl慨 にしたもの,およびその漬雑物について唯を検討

した｡'I守られた結E柊は叩 】1､の泊りである,,

rn
第 1義 解 果 分 解 液 の :-■.-咋
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(1) 水耗動物内は3†別 との水とともに均 一に鮒伸したもので,LJ't形物含能は約 5

%であるo

その他のものはうQ6の水幣縦液 ぐへt//ロビン)または,水杭披 (舛搾)で
ある



(ll)････pHを調節しないもの

.1.･拙 前, b. 柵 後

方味の印度は下記のととく滋'1<した√

苦味を藤しないもの.･･･

幣味がきわめてうすいもの く食用に耐えるもの)

7q味が維少のもの (不快な味を感するもの)
添Pl_な苦味があるもの (金川に耐えないもの)

7Fしく読惇な苦味があるもの

第 1歳に示した油yl,泣掛rl);Jのものではいずれの柳井の似合にも御心まうすいが.損縮後のものは.■･1.叫は

芳しく増大する｡これらの場合に月餅)Jが敬いとみられる paTnin,pronascおよび b'opraseが pHに(鳩併
Ij:く薯しい~脚長を/k成することは沌日に的する(

次に,スルノイカ2CK)gを前記の方法により pronaseで分解して200gまで浪JE添擬したbの50g写似こ対

して,JnPaLrl,tryPSln.bl0praミeをそれぞれ0.25宛 10ccの水に溶辞したものを添J卸して適温に4PW'J放ut7i

してから榊tの有.Qを検討した この場合にはpHの鵜野をしなかった .V.-BHまいずれの糊付にt)よしか→

た｡すlJ.-わち,pronaseでLt成された苫17=は.これらの巾戒で消JkせLy)ることはできなか11~

(ii) 群兼の藻加t,王倖温度および混合物との朋蘇

ここでは酎兼の添加弘 カ堺後の恭籍温度および和漢製剤に使用されている鞭粉13どと紫味とのLkL係を検
討した｡前記の実験で脚本の生成は基質およびpHに㈹係がないことから明らかと+JL'1たので.刺fqしたス

ルメイカ朋内を blOPraSCでカ辞した場nへの常Ptを検討することにした

a 深緑温度とPi事崩の添加Ilとについて

ここではイカ内エキスの杉野を,LT及的に排除するために,スルメイカの別牧内を5†机との水ととら に‖f及
的に均一に細砕したものを20釧uJ煮排してi3られ1=叔IJ.偶 300gを拭料とした｡すJj.わち,この凝EJ,1内をryL

o'己(I)の方法で水態淋舷を作り試料とした｡この板弁には,的記のア紬Jで pHを諏節しなかった(

この試料 100g宛に b10PraSeを0.5%,1%,2%を添加して適温に保持した後,TlLLちに40oC.60●C,帥
'Cで減圧濃指した切合と,洩燕(上で97-98●Cで添持した場合のA-Dkを換対したO添削ま姓存軌が26-27gに
なるまでとした｡

得られた括柴は卯2Rの通りである

この括菜から明らかls通り,

棚 温度が低いほど,また科東

が判る｡80oCと97-9rCの均合の
苦味はきわめて議しくは慾すべ

きものなので,その題を咋覚で

l朋 け ることはできなかった｡

次に,参考のために,試封内

の魚水可溶性物肝のDJ:と添赫温

度との鵬係を吟味してみたn

Ai実験で縛られた熱水仙l'.敵

を45･-50oC,70●C,100oCで浩

擬して技存兄を略々同 じに し

第2養 分群液(l)の泣棒温度とA-峠との関係

榔果l註%(Z) 40'C 60cc 80°C 97-98bC(I)

05 1

∴ -

qT ･H

･,～ l M

1

1≠ †什

備考:(11スルメイカの削皮内より胸水r'J船佐物好を除去した
ものを b10praSeで分析して縛られたもの｡

L21rA.熱内を3倍l;tの水とともに細砕して49られた水懸
椀液に対する%

(3 97-981Cの糊命は'[料lト 拍A‖二で輔 した,J)(.そ
の他の場合は減rE鵬 した,

ただし,苦味の抑圧は叩1点の去水法による｡

たものの鴨を換占寸した｡その括確,加為温度の高いものはど苦味を感じ1=が,そのA=峠の牲rPii'よび抑TQ:

は,ここに問題にしているものとは明らかに相違することを認めた 4ラー5OrCで兼鯨したものは.くど さ

と,うすい苦味を感じたが問題にするほどのものでは11かった_
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b 紙粉の影常について

木実検に使用した市蛎の称美は,一般に増良和または吸着剤として鞭扮糸の物質を合i】している｡将F'tk剤
と苦味との開床を知る目的で,ここではます鞭粉について検討した｡
b10praSe l掛 こ対して水 5帝宛を用いて2回沈淋して得られた乱枕,すなわち,抽出液を村瀬液 と し

た｡使用した科菜に blOPraSeを選んだのは,岬flt弄りの搬粉を分難し易いからである｡blopraseに対する

ヨーr牧応は帖佐で継粉の/T-J/Fを11)jFl糾こ′J､すが,卜.iL:の縦続はヨードLjt心を′J､きない｡J'･蛸実検の鮪FI土にと

ろと,この洗派の川剛まblOpraSeそのものより'Eるが. '̂Lf駿のrllrJにはji,女えlj.いものであるL.

IITJ.;u (a)の糊介とE‖1様のI)J11､でエキス公を除).-したスルメイカ内から朋倒した水懸郡舵80glこし..L!の1111

JH.萩 20ccを添加する､これに娘扮および‖丁柄他派粉をそれぞれ 0̀も,2%.6%宛添加 した後.,kで
200ccにする.次に.これを5時r川および2時J.'iJJJ)射した絶.lrl(ちに賦純を40dCで,残敬が20-23RにIj:ら

までI刺t三沢祐した

門られたものの.Y.ll.は叩 31くの地りである

この2三にみられるように.

杓扮およびHTだ,t性撫桝のAll17r-'

紘.恭耕した分解敵の.Y.･ILを竹

入せLy､る さらにこの叫わに

71.日すべきことは,分群時rilJの

九九､ものほど.¥叫の/l-威か少い

-Ji炎であるDこの ことは分解の

.一占糾､似合.根.-.すればアミノ臓
の/Fl戊T;lwl少い時には..'･'.叫の

/仙父力叫た皮であるともみられよ

う｡しかし減扮糸物';ilが(i--A-'L

ISくても持代を嘘じられ るか

ら,さらに他の原L勾IjilT7rする

ものとJ3えられる

第3表 f)解蔽川を恭鮎したもののrtllと

starchとの1唱怖

～)解時rZu
路 JJl ER(Z) (%)

輔キー(]lスルメイカの.焦熱内を3侶旭の水とともにyyJ一･に細
砕して等与られた水懸尚純 (p71671を bloprascで

分析したもの

L2) I-_"L己水野淘液に対する勉
ただし,榊tの搾呼は邪Ljlの滋′T;法による｡

B
.
苦味の生成原El

lliJ.;Llの父験粁杜からHYiltは1111ヒ液を択粉の/I-在ト-定の温TQ-I:1卜で加為した職分に/卜.
成されること･
また,この
城介に7ミノ横が朋旅するらしいことなどが叫ちかに11ったさらにこのほかにも別の畷関が存

7F:するらしいことも推定し1W=｡
ここでは泊扮以外の淡水化物,こ
とに仙内申に介イ】されているとみられる1桝tl規とアミノ酸との相伴を換

.
汁するとともに,
他方
,FkPtl
deのqlには.
11叫を■.'するものがあるとされているので,これ
らのJJ.
について

b吟咋することにしたn

(;)7ミノ徴と炭水化物を加熱した蛾含

アミノ樵と脱水化物LL_r･
JJH魚した場合に,
脈して.Y叫≡が/l一成されるかTtTかをlAIるために,ます熊川)と

gIllCOSeとを二選んで,こ
れらを各席のアミノ態と高配で加熱してみた｡
伏川した7ミノ億は.l
kの糸推式公社勲のもので
,g
lyclne.
L-aspaTLtlCaCLd,
〇レglutamlCLIC)d.
レIhreonlT妃.DLalarHne,し-1yslne,DL-tryplphan,〇Lvaline.DLserl叫L-phenyh)anl略
し
-cystirN2.

LhlStldlne,
hydoroxy･L-prollne.
L-1etJelne.
Ltyrosne,
L-arg
lnine.Lpro
llrRDL-methionlnのlB托

Tqである｡この
巾
.
垢塊椎のものは塩鼓塩である

l
"L
!アミノ熊のO
.
5もJk統計み20rc宛364:の止椴TFにとり,これに
卜
n
'L!の収水化杓を0.
5%旬桁加し.
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密托した後90-92oCで20分

間加熱した｡加熱後におけ

る1.14叫の生成状態は節4滋

の通りである｡

このRにみ られ る通

り,phenyLaLar)lneのみが

もっとも甘 しい1-着すべき

苦味を生成し,次で lysine.

argln川e,tryptphaneがわ

ずかに苦味を生成するが,

苦味生成におよはす効果に

は glucose と starchと

の間に相異のないことがFM

らかとなったB

次に,phenylalanl11eと

各耗炭水化物との反応を検

冨寸した｡

0.5%のpheny)aLanll氾Jk

溶飯20ccを試壌管にと

り,これに glljCOSe.fru-

ctose.mannose,arablnOSe,

rltX)Se,Starch,galactose.
rhaTnnOSeをそれぞれ0.ラ

%,または0.1%添h]する｡

これを磨托した後,執mLLJ

第 4表 ア ミノ放水熔披く.)に炎水化物を添加して
.托排した場合の苦味
-----rI ~~ . -_

sta.ch(2) ∫ Glucose(2)

備考.ll)0.5%水桁液
t2) 7ミノ敢水柄液に0.5%添加

ただし,井Itの相皮は節lRのぷ'T<法による

で90-92oCで20分間加熱した｡苦味生成の没軌 ま第5表に,1:した

すなわ ち, phenylala-

nlne水倍液に前記の地効

を添加して加熱すれば,一

般にさわめてうすい井味を

感するが,rhaTTlnOSe.rJbo･

se およびstarchの助命に

はきわめて苦 しい苦味をJl･-

成する｡

第5表 Phenyla)anlne水溶液(L)に地頬を添加して

加勅(2)した場命のlYi=昧

これらの点柴に もとす

き,さらに加丸温度とA-Ill

生成との的係を吟咋した

す な わ ち, 0.5%の

Phenylalanll)e水溶液20cc

に staTCh,dextrIT)e,glu-

cose.rlboseを0.L%宛添

加し.密栓 した後,汲町中で

I.lL Zq

GhlCOSe

Fmctose

Mannose

Galactose

Arab】nose

Rlbose

RhalTInose

Starch

o･硝 削 ,1 o.悌 削 ･
-

1

I

J･
J

判

柵

柵

仰ノ号 (ll0.5%/k桝液
(2)90-92●C.20分

ただし,~A一味の再度は節 1滋の表示法による

40oC.60oC,90●Cで20分間加糸した.この場合における羊咋の41成状況は祁6Rに示した



この結果 にみ られ るごと く,

phenylalanlT)Cは,これらの糖類とと

もに60oC以上に加熱される場合に苦

味を生成する｡この場合phenylah-

nlne単独でも半味を4-成すること

はii=_口に仰する｡この結果は phen･

ylatanlne の分解または変化をぐEう

ものと~考えられるので,次にこのノ■L

I,･咋昧することLこしたo

phenylalanlne のOt背水折 縦

lOccに0.)噂の glucose および

dextrlneの水柄液を繍 の々 深度 に

7恭加して908Cで加熱した場令における

第 8蓑 PhenyLalatllT]eノ水溶液(I)に砧規を添加lした

場合の加熱(2)温度と苦味とのl娼係

僻一 類140｡C
Starch

Dexlrlne

GlllCOSe

RIl}OSe

'憾 加のもの I I ±

S

S

:

=

:

州号 (]105%水榊枚
(2)20分r相Jm熱
ただし‥竿叫のjrll雌は叩 1ノミのJi小掛 こよるo

phenylalanlneの拭少を検討したD

Jjll他の方法は的n-Jのi曲りである｡また,7ミノ億宅東の測定は,Jn熱後の試料を50ccのメスコJL,ペソに

とり./Kで50ccの定容とし,この中から2cc宛をとり, VanSlyk法で測起した.,
円られた括取は耶7Rの通りであるO

第7表 lR水化物と加熱した似介の Phcnylalarmleのかlq少

0,器 enyta:(ncl:,e in?t%gludce.I::1n;蒜 cic)

10 1

10

10

10

10

10

10

水(cc)
l1010

AmlnON(mg)DexmnelG一ucose 脱 ･Lr,

.I:;:≡∴ ::72:1帆 だいもの

雄 幸妻 .

寸95oCで20分rT'日加1赦したo

この結LIとが'J(しているととく,phenyJalanlneはJJll掛 こより減少するもので,glucoseおよび dextrlneO)

存在はこの減少を僻遜するものであることが判る｡

phenylalaT]lne水柄液を単独で加熱した似介,脚本の生成とともにヒヤVソス棟の茶気を懲付することを

.11gめた｡加熱後の水榊液は,dlal0-奴止りnltrOPruSSldel反帖がIIJJちかに認められる｡また,ness)erの試

菜に対しても加熱rllEIのものと臥 し､を男にする｡すなわち,加熱後のものは灰FLl色の傾向を謂びた淡LVl也の沈

栂を仕ずるO

以上の実験から,弛｣照を消化した均分,確に加熱添詣した場fiにみられる,'･印加ま,1)henylalaTMleがT:

ILlt先ノ1時体で,炭水化物のTr77-がこれをriL逃するものであることが川)ちかになった｡

(i.) 苦味を呈する peptlde存在の可能性Lこついて

2)
柚木では.Ijll線術の/卜純する t)rotease(腐.t.I,名 1)rOnaSe)でカゼ(ンを分解する時に pept■deが/卜成す
ること･また ,:榊七の 吊;は l)i"Creatlnで消火せしめることができると;･ドペている一帯月つは,ますこの

J!･をFL†味してみることにした｡

この実験では･サソ了の鞘内をF舶LiA(.･) :･で;.rlペ1･イカ内の増分とr,'l様の方法で調製した ものみ,
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pronaseで45.C3時tEu分解後漣過し,iI'l_ちlこ40oCで水分含樅が46くもになるまで柵 したt.のにpancreatlnfr

作FfIせしめた｡この場合に分解後40'Cの温度で柵 した裡由は･/,･までの炎験括栄に基プき･phenyla)anlne

と糖類による苦味の生成を防止しようと考えたためである｡

使用 したirt秘液は苦峠があり,水に完全に梅坪するものであ･-,た′また,このものは全額兼872%.

pH64であっ た.

この前群椛10gを水に梼解せしめて2rlkcの定布とし,次でこの中から20cc宛を三J.Jフラスコにとり,こ

れに crepslnlは ぴ paT)Creatlnの15%択枚を2cc宛添加 して減作後.3時rlfJ力解した 釧耶'tr絶ち/'1

1柑F沸してから50ccの定字iとし,この巾から2ccを･とり.VanSlyk71､でアミノ態繁盛を渦起した

この甥介の5)AVはpHを維''rr件ソーダ桁狼でp1174に朋卸したJllへと.Jg軒しない期介の2締切とLIt･

他方,71TliL!のr.掛れ 100gをとり.水を添加して嬉塀せLy)て2Lの泣ìtとし.次でこLJ)中から2(伽 C1ilF･
二fflフラスコにとり, lFJl棟の'方TL-で榊 ヒした綾.1F'1ちに4〔l'Cでullホ柑してIO～12g押rQ;に1111こものにつ

いて脚Lを検討した

ereps叫 Pa11CreatinでiTll令解したAl,合のアミノ世守兼のLWxIと,分解後の御 仁とのl咽仔は朽81壬の泊りで

ある

第 8表 Rf戎分ポ披く.)を_r･erepsln.PanCreaTlnで分解した均汁の.料t上

an‖no-N とのl娼係

Erepsln PこInCreatln

Amlno-N .I/, 叫(4) AmlnO-N 咋

A:料 披 く如枇) 3956m

::I:.~ t ､ l '

37.68mg 1

3909 1

40.53 t

備 考.ll) サソマ内を pronaseで分解後洗柑し*Iものである｡本文A (ll)aの方法による
L2)pITを調貯しない場合,すなわち原紙の ptlである

(3J柿L'j件ソータ晴渡で調節した
牲)pH74に調節した場合には柵塩魚柄萩で申VlLた

ただし,J印右の程度は耶 IJlのノく示tL･による

この結梨によると.erepsLn,PanCreallnでアミノ態額.射ま柄加するがHY.-ltの軽姑は pancreat･nのLL-.汁

にのみみられる 次に,rl.1様の方法によi), crel)slnで7削ヒしたLのをさらに pancreatlnで消化してみ1=

ところ,脚とは著しく解妊することをiBめた

これらの括幣から..Vi=pLの -軌 3FX:Ptldeまたは peptoneに山水することが推定されるであろう

C. 苦 味 除 去 の 拭 み

I仙 己の食椴鮪!ほから,解題分解通打にLkLJk化物の舶人をさけて,さらに加熱温度を供くすれば･てItをほ

とんど消火せしめ柑ることが切らかとなった.しかし,FCPtlde.または peptoneに由来するとみられる.1'.

峠は別の~右脚こたよらIilけれはならない｡

7i-P;Alは.実川に供し得るようIspeptlde分与榊f炎の1た比と.ulくi.,mIJ.Tの方状による.V,pLVl)_iJ.tl)
丁がかりをiLJるために下.k!のごとき東熊を止7>た

(り 水産h物内Jtの利用について

:'(叫の 価が 1〉a■1Creatlnによ1て''1餅さ1tろことがlりド.かLl.ト 1･ので. l‖】様の幼rJ17lrllつもo)7Tr-心耳

動物のF勺桝に.ためよう上した

'j!娘｢維川した内帆ま.比和inで化ItlfJ語'F:-:11スケトウVラの"I牌と.そU)矧llIq-(おとぴス4,ノlJlの別
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順である｡これらの内臓5gを乳鉢小でFT'1束の石英砂とともに帖磨した後,ll'iちにガーゼでしぼって手等ら11

た磨砕汁を試料にutした｡基Ijfには,スケトウタラの納内を前出A.(ll)aのイカ内の槻合と同様の方法で

.J雌 したものを,1tJfほ己B (.I)のサンマと同様に分解および漬耕したものを試料とした｡この添縮液はkLし

い占味があり,水に完全に熔解するものであった｡また,このものは全窒素88%,pl16.5であった｡ この

派縦波30gにJK90ccを添JJtJしたものに別記内椴を2g宛添加して均一に卸半してから密栓して,40oC,60

やCで3時間伽持した｡次に,嗣記の pheny)alanlneおよび択水化物による哉味のLL成を肋止するため,40

oCで減は濃紬して30-35gとし,この=.Vj味を検討した.

仙71,前記の磨帥汁を90oCで5分Ii.Jrl排したものを川いてrH1線の火坂を試みた｡

了ミiられた結果は卯9よの辿りである｡

このぶからみられる此り,.'J?妹は

スルメイカの肝臓でほとんど消火せ

しめることができるが, LB-JA]鼎し

たスJL,ノイカ肝臓では:-I.qtを消火せ

しめることができなかった｡

(lり その他の方法について

よF,骨炭による5'.-叫のLUtf'lを
...レ･た,

lI,Liの域へとR'1枚の試料を川い,
1.㍍iとの水を添加して稀釈したt)の'jl-

)00ccをとり,これを塩巌の柿袖桁

液でpH3,4,5,6に,また,

Lj性ソーダの稀薄溶液で7.5,8に

.淵節しておき,これに甘朕を5g如
添加して2- 3分間溌拝後.Tl1時仰

置する｡次にこれを傾斜してi'1朕と

液と春分離した後,旭過してn't泊Ii

娘液とする｡この地紋を締薄な塩巌,

またはLl性ソータ柄液で中和 (リ

トマス中性) した後,40oCで減LLI濃

紺iして前正己の糊缶と同様に味を検【目

したOただし,この似合におけるFi

第 9蓑 僻減力･耕 液 (J)に内服を添加してJJIl温保も'fし

た域介の苫昧

添 加 物(辛) t 440時謡保高 J 6.Op義 侠高

･∴ :-メ

ス忘 トクて,言の鮒:■告 .

スJL,メイJJの馴 朕

肺 帥 TE

加漉 した磨砕汁

iI～- ⊥ ～ -

+ l

悌f:-(11スケ トクダヲの内を本文A(ll).aおよびB.(ll)
とl■il様の方法で処理したもの(金堂果88%,pH

65)を3倍姐の水に熔解したもので老しい 苫
叫があったc

L2)麿砕汁 内臓を右炎砂とともに 卜分に仙倍し
た後ガーゼでしぼったもの｡

加熱した磨砕汁 刑.1己磨砕汁を90oCでり川J
加熱したもの.
添加腿･ 磨砕汁および加池した磨砕汁ともIC
ltJTJ-nl己の試料に対して約1.5%
ただし,苦味の樫掛 ま那 lよの点/バ法による｡

以岐古の温tKJは,酸性側のものは70-80oCで,アノレカリ性側のものは40-4デCで行った｡

この実験にもいては,lpLれの場合にも苦味の減少は認められなかったoすなわち,peptldeに基づく苦味

は骨炎で吸超されないことが明らかとなったのであるo

同感の方法で地顔｣二の効果をも試みたが成射 ま得られなかった｡杜酸アル ミ,Vリカゲル,ア '̂ミナ,-
-Wのイオン交換樹脂Ij:どについても種々の実験を試みたが,実用的な効果を認めるに生らなかった｡

次に,前言己と同機の試料を2倍,3胤 4伽 こ稀釈したものおよび彬東分解63-.後のもので,濃縮前のもの

をそれぞれ0℡C-2oCに放粧して苦味の折山状態を検3寸した｡冷温に肘左するといずれの域かこも比較的多

iltのtJ-r川物がみられる｡この折出物を娼別して峠を検討したが,いずれも1'1味をノJ､さなかったO

また,塩酸で pH30-35,45-50にふ晒 して同様の尖験を沈みたが,-7171匝】と同様に折出物に苫叫はな

かった｡

次に,杓弧に放超して析山物を除去して得られた⊥uLけ べての池波を合一して,40-459Cで滅Li_in糾 し
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て乾L封せしめ,さらにVリカゲル上で 11分に乾煉したもU)を巡り,縮刷による,./,･味の抽出を試みた｡
この乾燥物はきわめて着 しいず.味をr;主するものであった｡

[分に粉砕した試料 Lgをグラスフィルター (4G)にとり,人Biのアセトン,エ-テルで l分に洗淋

し,次で封乾してエーテ)L,を除去したものの味を綾甜したが,rT味は試料と同粗度であった｡前記のどとく

7セトン処刑したものを人災のペソノール,n一-クナソなどで処理してから,約回と同様にエーテルで処理

してみたがと'.-味は消失しなかった｡また,各榛アルコール知についても検.汁したが助菜を認めなかった｡

これらの絵.恥から,苦味を桝刑で州lrL',することはきわめて胴難であろうと思われたO

同機の試料を川いて塩椴分解を試みた｡余りlLR,JJ漬姓の塩飯を使川しては,和泊分解をLi的とした心尖験o)

息喋がないので,IA,3%,6%の塩酸港皮による加鵜分解を試みた｡24時Fiu分解後,捕縛な.',j性ソータ

td枚で小jllL,一度減退後嗣諾Llの過り潰hTして味を検討した｡生成された食塩の存在にもかかわらず,きわ

めて拙著に.■-I.峠が妓-ll-すること&,はめたO

考 察

^研兜の鮪il土から,水H動物内を市販のき?誠で分解したも0)を浪糾 した似合にみられる状態すべき栽しい

Ilil一味は,分解液巾のアミノ酸の変化,その変化を0∠赴する地類およびある鹿の Zxptlde によるものである

ことを朗らかにした｡

抑4滋の結盟に′Jくされた也り,アミノ酸の｢日でFHl助とすべきものは phenylalanLnCである｡

人実験B (l)の縫采によると, phenylalamneを加熱した溶液はヒヤL/ソス様の戯 tを 発 し,また,

をぷするか輔かについてはIリjらかでないが,郡 7ノ山こみられる通り,加鰍 こより phenylalanlJleが減少するこ
ユ)

とは確かであるし,他'JJ,phenyta】anlneは柵硫頗小で加魚すると aldehydeを生成すること,また一般に
わ
帆ま削まアミノ酸を鮫化して a)dehydeを生収することが知られているから,苦味生成の上憤Lhlはpbez)y)ala-

nlneにあるとみてよいであろう｡

水鑑敷物内には各席の地軸が存在するから,∩宇威力解液%I,,;]inでJnl熱することはBに述べたごとく,嵩し

い,-▲●叫三発生の原矧こJj:る｡
I)

Ll;6必こみられるLulり,地組の中でも rlboseの作用は1しい rlboseは瓜内および軟休頬のエ キスに
ら/1･在することが朗らかにされており,また,核酸の構成Ldjlであるから,分解液中には比較的多故に存a

するものとみられる｡これらの舶およびアミノ億によるAu心ま50oC樫蛙の加温では生成しないから,分解汝

に対しては高温の鮭川をさけたガがよいOこのことは苫妹のIyJllおよび窮効アミノ酸の減少を防lトするばか

りでなく,製品の符色uJ)llにもなるからItLri患すべきであるL,

11機 の頒白分解怖糸には,継粉なt'のごとき人姐の炭水化物を企jlするものが多いが,上述のととくさわ

めて.不合理Ij:ことといわなければならないO

ある種の I治PtldeがIA喋を呈することはよく知られていることであるが,郎瀦分解の似 合に吐ず る

ECPtLdeについては余り多くの知見はないように思われる.地軸およびアミノ厳に由来する苦味をFll及的に

除去した濃縮分解液の苦味が pancreatlnで軽減されるが,ereps】nではその劫火が7'j:い｡erepslnで処班

しても消火しない.Yi一味は pancreatlnで再処理すると軽減するというB (ll)で縛られた結束と,さらに,

生鮮なスJL,}イカ肝牌に苦味を消失せしめる効果があるが,溝沸したものにはその効果がないというC(1)
I)

の結果は,分解液に苫味を斗する peptldeが生成されていることを'Tlすものであろう.市川苛はカゼイ ン

1)

の pronase分解物に JX:ptldeを題め,この IXtE)tldeの つは苦味をLa_すると述べている｡野本等は味噌の

醜迄に pronaseを用いた場合,机期には名いが,熟成とともに消失すると報告している｡ 為一占7Fも水荏動

物内の傑即において同様の7Jl尖 (よ発滋)を謎めている｡これらの現奴は peptldeがある棚の郎兵,す な
l･

わち Ⅰ婚Ptldaseで力解されたものと考えてよいであろう.市Jl作 は pancreat】nに苦味を松城する効果を誠

y)たとしているが,本実験でも的.i己のごとくTril棟の結iI主を持た｡
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これら0)絹地火からみて,苦味を呈する EN!Pt･deに対して作用する 昨pt･daseはヌルノイ九肝臓以外

のものにも存在する可能性があると思われる｡木研究の目的よりすれば,スルメイカ肝臓の利用価仙は十分

にあるものと考えられる｡しかし,この勘合に peptldaseを‖J及的に袖山して班川できれば肝脱の収分が混
入Lないから,魁品の味に灯影背を与えると思われる｡この,t'人については peptldaseの性状とともにC(めて

換言すする必輩があると考える`

要 約

水産動物内を尉果分解した場合に生成する脚 tについて,分解液利用の笑顔的見地からその原 別を旗 対

し.その防止法を究明する端緒を得た｡

111水瓶動物内を蛋白野分併科素で分解して漁締した切合には,仲巣の廠湖および水素イオン浪腔など

にLkl係なく苦味を/i:滅する｡ただし,この.'l;味は)J価の打払)ホ事炎を使用した場合はど著しい｡

(2)占昧JL成の脱凶は,仙類存在の 卜に分解によって生成されたアミノ轍製iを加熱することと,ある席
の peptlde類の生成による｡

(31この似合にLNLlする7ミノ態の上なものは phenyLaJanlneであり,地煩では狼扮系物質と rLbose

であって,PL]名が存在する吻合には60cc程度の加斜で苦味を生ずるが,40oCでは苦味を生成しない｡

牲)t氾Ptldeに塩川するとみられる苦味は pancreatln, またはスルノイカ即牌の使用によって軽はで

きるが,スケトクタラの肝熊にはその効果がlj:い〔

15)fXJ)tLdeに起関するとみられる苦l刺ま,骨払 辻嵐上,7ルミナなどで唆(1されfJL,｡また,低濃

度:の塩鰍 こよる分解も胡姓である｡その他.康々の方法を沃みたが.jS:研究の範矧Jlでは JXtPtldaseを使

用することのほかに劾巣的な)J瀧 を見山せなかった｡

(6)以 Lの耗果からり､'J味の/ヒ成をuJ及lr･)に防除する糸目は,a軸系処刑に澱粉系物空耳を伏JrJL,ない

こと, b すべての処盟上松で応温の使用をさけること, C.適当な peptldaseを蛙mすることな どであ
るといえる
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